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（……はぁ、どうしよう……。なんで、こんなミスしちゃったんだろう……）


　幸ゆき村むら杜もりは、ため息をついた。


　細い指先に握にぎられたエメラルドグリーンのシャープペンシルは、意味のない黒い円を幾いく重えにもノートに残しているだけだった。


　黒板の上を白はく墨ぼくが滑すべる硬こう質しつな音が響ひびき、心ここ地ちのよい低い声がマイクを通して教室に響いている。


　夏休み直前という、高校生ともなれば誰だれもが浮うかれがちなこの季節にも、机を埋うめ尽つくしている生徒たちは沈ちん黙もくを保ったまま、黒板とテキストに視線を往復させているのみだ。……ただ一人、杜を除いて。


　このＹゼミナールは、日本でも有数の大学受験予備校だった。そしてその中でも、数少ないカリスマ講師として注目を集めているのが、今教きよう壇だんに立っている男、日ひ比び野の晧こう平へいだ。担当は、数学である。


　身長は一八〇センチくらい。均整の取れた、羨うらやましいほどのスタイルの日比野は、今日もダークカラーの背広をぴしりと着こなし、教壇に立つ姿は講師というよりモデルか俳優のようだ。


　北ほく欧おう系の血が混じっていると噂うわさが流れるほど、鼻が高く、彫ほりの深い顔立ち。切れ長の目も日本人にしては、ひどく薄うすい色をしている。


　眉び目もく秀しゆう麗れい。沈ちん着ちやく冷静にして頭脳明めい晰せき。日比野に対して与あたえられる賛辞は枚挙に暇いとまがない。


　たとえその授業がとんでもなくハイレベルで厳しいものだと充じゆう分ぶん承知していても、その姿を一目見るためだけに、日比野の授業を受けたいと願う少女たちが多く存在しているのは、当然のことだった。


　とはいえ、実際にはそんな浮うわついた気持ちで講義を受けようものなら、あっという間に落ち零こぼれとなり、ひどければ日比野によって教室を出て行くよう宣告されてしまうだろう。


　それは、杜自身もよくわかっている。こんな風に、散さん漫まんな気持ちで受けたことなど、今日が初めてのことだ。


「数学バカ」と人に言われるほど、杜は数学が好きだった。できれば学者になりたいと望んでいるくらいだ。日比野のことを最初に知ったのも、ある参考書がキッカケだった。


「ねね、もっちゃん。これさー、なんか、すっげー有名な奴やつが書いたっていう参考書なんだけどさ。俺にはやっぱ、レベルが高すぎたみたいだわ。だから、やるよ」


　友人の水みず城しろはじめが、半ば押し付けるようにして渡わたしてきたエンジ色の表紙のテキストを、杜は顔を輝かがやかせて受け取った。


「え、いいの？　ありがとう！」


　その喜びは、義理や礼れい儀ぎではない。事実として、杜にとっては、漫画や小説を読むよりも数学の教科書を読んでいるほうが、ずっと楽しいくらいなのだ。


　とくに小説は苦手だ。人の心の機き微びや情感を読みとることに比べたら、数学理論のほうがどれだけ明快で簡潔かわからない。答えはたった一つしかなく、正しい手順さえ踏ふめば、その正解には誰もがたどり着けるのだから。


「あ……でも、どうしよう」


　一度は手放しで喜んだ杜だが、あることに気づくと、表情を曇くもらせて水城を見上げた。


「なにが」


「高いだろ、こういう本って。お金、払はらうよ」


　裏表紙を見ると、定価は一五〇〇円だった。高校一年生が払うにしては、決して安くない金額だ。


「マジ？　サンキュ！」


　水城がウキウキと差し出した両手を、横から同じく友人の兼かね子こ将しよう也やがぴしゃりと叩たたき落とした。


「ってぇなぁ、なにすんだよ！」


「どうせ親から参考書代として別にもらったんだろ。……幸村、ありがたいと思うなら、こいつに合わせたレベルの参考書、選んでやってくれよ」


　兼子の言葉に、水城は図星だったらしく、ぐっと言葉を飲み込んだ。


「うん。わかった」


「ちぇ……せっかく、小こ遣づかい稼かせぎできると思ったのに」


「やり方が小学生レベルなんだよ。お前のは」


　唇くちびるを尖とがらせる水城に、兼子が眼鏡めがね越ごしに冷たい一いち瞥べつをくれる。


「あ、で、でも。やっぱりお金払うよ」


　杜が慌あわてると、水城は困ったような顔をしてから、健康的な白い歯を見せてにかっと笑った。そして、ぐりぐりと杜の柔やわらかな髪かみをかき回す。


「ほんっと、もっちゃんて冗じよう談だんつうじねーよなぁ」


「え？　あ、ごめん……」


　鳥の巣のようにされてしまった頭を抱かかえて、杜はしゅんとして俯うつむいた。


「いーんだよ。そこがもっちゃんの場合、おもしれーんだから」


「そう……かなぁ」


　手にした参考書をぐっと胸むな元もとで抱だきしめながら、杜はそう呟つぶやく。


「帰りに本屋寄ろうな」


　兼子はそう言うと、水城と同じように杜の頭を撫なでた。さらさらの柔らかな髪は、すぐに元通りになる。


「うん」


　ようやく明るい表情になった杜に、水城は安心したようにもう一度笑うと、ぐいっと伸のびをした。日に焼けた筋肉質の腕うでが、気持ち良く撓しなる。


「さーて、午後の授業も頑がん張ばるべ」


「眠ねむらないようにか？」


「当然！」


　相変わらず軽口を叩いている二人をよそに、杜はそっと参考書のページを開いてみた。


　水城はああ言ったが、参考書に書かれていた内容は、わかりやすくおもしろいものだった。公式を丸覚えするのではなく、その意味まできちんと考えて、問題に取り組むという姿勢に、杜は心惹ひかれた。


　だから、その著者の日比野晧平に興味を持ち、初めて写真で姿を見た時から、杜は彼のファンになってしまったのだ。


　まだ予備校通いは早いという両親を必死で説得し、申し込み者殺さつ到とうのこの講義の受講資格をどうにか得た時、杜は躍おどり上がらんばかりに喜んだ。


　通常、六大学を目指す三年生か、浪ろう人にん生向けの内容は、やはり噂通りのハイレベルなものだった。生徒たちも当然、気合の入った者ばかりだ。中には、もはや三十に近いのではと思われるような風ふう貌ぼうの生徒もいる。


　そんな中で、中学生にもしばしば間ま違ちがわれるほど小こ柄がらで童顔な上に、一見美少女と見まごうほどの可愛かわいらしい顔立ちをした杜は、かなり教室では浮ういた存在だった。とはいえ、本人はそんなことをカケラも気づいていない。


　杜にとっては、目の前で本物の日比野の姿と声を感じながら、勉強することは何にも替えがたいほどの幸福であり、それだけで頭の中は一いつ杯ぱい一杯だったのだ。


　しかし、今日の杜は、その日比野の声すらもほとんど耳に入っていなかった。


（……手帳にもメモしてたし、予約のお金だって封ふう筒とうに準備してた。なのになんで、当日に限って熱出したりして……。前日だって体調は普ふ通つうだったし、突とつ然ぜん熱出すなんて……こんなミス、生まれて初めてだ……）


　夏休みは、二日後に控ひかえていた。そして、来週からは夏期講習が始まる。


　その申し込みは、すでに半月前に始まっていた。……その申し込み日当日に、杜は熱を出して寝ね込んでしまったのだ。


　当然、日比野のクラスなど即そく日じつ定員が埋まっており、今となってはとても入り込める隙すき間まはない。


　勿もち論ろん、それがわかった瞬しゆん間かんも杜は猛もう烈れつにへこんだのだが、この最後の講義が始まった瞬間から、二ヶ月もの間、日比野の姿が見られないのかと再認にん識しきするにつれ、どうしようもない後こう悔かいが杜を襲おそいつづけていたのである。


　黒板に書かれたやや右あがりの鋭えい角かく的な数字も、いつまでも聞いていたくなる心地よい低い声も、瞼まぶたを閉じても焼きついて離はなれないような姿も、夏の間は遠いものになってしまう。


（……なんか、目の前ぼやけてきた）


　いつのまにか潤うるみだした瞳ひとみ、杜は慌てて目を擦こすった。


　何度か瞬まばたきをした杜の視界に、その時初めて、長い指先が映った。


　テキストとノートしかない筈はずの机の上に、きちんと爪つめの整えられた、大きな手が置かれている。勿論、杜のものではない。


「……集中できないか？」


（この声……っ）


　杜は硬こう直ちよくした。やや不機き嫌げんそうなその声は、確かに自分のすぐ頭の上からした。マイクは教きよう卓たくに置いて来たのか、抑おさえた声が直接耳に飛び込んでくる。


「さっきからロクに講義を聞いていないようだな。君は」


「あ……す、すみませんっ」


　杜は慌てて頭を下げた。講義の最さ中なかに不真ま面じ目めな生徒を教室から追い出す姿は、何度か杜も見ている。


「ホントに……すみません」


　それだけは避さけたい一心で、震ふるえながら杜はそう言葉を繰くり返した。授業に集中していなかったのは事実で、それを日比野に察知されていたことが恥はずかしくて、顔がどんどん真っ赤になってしまう。


「顔をあげなさい」


　日比野の命令に、杜はおそるおそる日比野を見上げた。やや厚ぼったい唇を嚙かみ締しめて、すがるような眼まな差ざしで杜は日比野を見つめる。


「……すみません、でした」


　震える声でそれだけを告げると、再び杜は黙だまり込んだ。


　日比野は案の定、端たん整せいな顔をしかめていた。眼差しの熱さに、じりじりと杜は自分の身体からだが焼かれてしまうような錯さつ覚かくすら覚える。けれども、視線を外すことはもっとできなかった。


　しかし、杜が恐おそれていた言葉はその口からは発せられなかった。


「……後で、私の教官室に来なさい」


「は、はい！」


　日比野はそう言うと、さっさと教壇に戻もどって行った。そして、今の時間の間に生徒たちに取り組ませていた例題の解説を始める。


（……よかった。追い出されなくて……）


　日比野が背を向けた瞬間、杜はほぅっと全身の力が抜ぬけた。


　シャーペンを握にぎり締めていた手のひらには、びっしょりと汗あせをかいている。


（でも、教官室に呼び出しってことは……やっぱり、叱しかられるんだろうなぁ……）


　杜はまた一ひと際きわ憂ゆう鬱うつな気持ちで、ため息をついたのだった。


　まさか、まるで予想外のことが、自分に起こるとは露つゆとも思わずに。










　クーラーのきいていた教室を一歩出ると、途と端たんに暑さが襲い掛かかってくる。先週の半ばからいよいよ暑さは本格的に厳しさを増し、夏の到とう来らいを告げる入道雲がビルの間から聳そびえ立ち始めていた。


　さすがにこの時間、すでに日は没ぼつしていたが、日中熱せられたコンクリートから、未いまだ熱気が漂ただよってくるようだ。


　講義室のあるＡ棟とうを出ると、自動販はん売ばい機きや軽食コーナーのある中庭に出た。多くの生徒たちが、それぞれにリラックスしている。


　いつもなら杜も、帰る前にここで紙パックのジュースを飲んで一休みをするのだが、今日はそうはいかない。


　教室とは一転して、ざわざわと騒さわがしい中庭を抜けると、杜は教官室を目指して歩き始めた。肩かたを落として歩く学生服姿の杜を、事情を知る数人が興味深そうに目で追いかけていた。


　教官室は、事務受付をしたりテキストを配布したりする、教務課と同じ棟むねの中にある。


　杜がここに足を踏ふみ入れるのは、初めてのことだった。


　講師によっては、授業時間外にも時間を定めて開放し、アドバイスをする者もいる。しかし、日比野に限ってはそれはなかった。講義をマジメに受けていれば理解できる筈はずだという日比野の自信もあるし、もしもそんな機会を設けたとしたら、生徒が殺到して大変なことになるということが、火を見るより明らかだったせいもある。


　講義棟とは明らかに異なる雰ふん囲い気きに気け圧おされそうになりながら、杜は背筋をぴんと伸のばして、おそるおそる廊ろう下かを進んで行った。


（……怖こわいなぁ……）


　尊敬する日比野に叱られるのはとても辛つらい。その上、理由が自分のミスだと明らかにわかっているのだから。どんな釈しやく明めいも、ただの言い訳にしかならない。


　第一、彼を目の前にして、自分がマトモに話すことができるのかすら、杜には自信がなかった。


　先ほど、視線が合っただけで、杜は思考回路すら覚おぼ束つかなくなるようだった。緊きん張ちように、頭が真っ白になってしまうのだ。


　こんなことは、杜にとっては、生まれて初めてのことだった。


　ようやく『日比野』とネームプレートの掲かかげられた部屋の前にたどり着くと、杜は大きく深呼吸をしてから、ノックをした。


「どうぞ」


（先生の声だ……）


　当たり前のことにまた緊張感を募つのらせながら、杜は勇気を振ふり絞しぼるようにしてドアを開けた。


「失礼します」


　まだ幼さの残る高めの声は、緊張に震えている。


　部屋は思ったよりも狭せまく、壁かべに設しつらえられた本ほん棚だなには一いつ杯ぱいに自著や数学書、過去の問題集などが並べられている。その脇わきにはプリントやテキストが散乱している机があり、目の前には簡単な応接セットが置いてある。予備校の備品らしく、決して華か美びでない、ごくシンプルなものだ。


　日比野はその部屋の中央で、こちらを向いて立っていた。


「よく来たな。まぁ、そこに座れ」


「はい」


　促うながされ、杜は軽く会え釈しやくをしてから、長なが椅い子すに腰こし掛かける。


　肘ひじ掛かけと枠わくは木製で、グレイの合皮がクッション部分の張り地に使われている。座ると思ったより硬かたく、ひんやりとしていた。


　日比野は優ゆう雅がな動作で、自分のデスクの椅子に腰掛ける。若じやつ干かんは距きよ離りがあるものの、相変わらず真っ直すぐに注がれる眼差しに、杜はズボンの膝ひざのあたりをぎゅっと握り締めた。


「名前と学年は？」


「幸村杜。高校二年生です」


「二年？」


　日比野の意外そうな顔から察するに、どうやらまた杜は年ねん齢れいを低めに見られていたらしい。


　家族は童顔で小こ柄がらな杜のことを、可愛かわいい可愛いと褒ほめてくれるが、やはり本人としては嬉うれしい気持ちにはなれない。


「幸村……か。成績は悪くないようだけど、今のクラスじゃ正直キツかったんじゃないか？」


　手元の資料で、杜のゼミでのテスト結果を見た日比野がそう尋たずねる。


「でも、これしか席が取れなかったんです。……それに、大変でしたけど、授業はおもしろかったですし」


「確かに、お前はいつも熱心に、マジメに講義を受けている様子だった。でも、今日は違ちがう。……そうだな？」


　書類をバサリとテーブル上に放ほうると、日比野はそう言った。まるで法ほう廷ていで悠ゆう然ぜんと語る弁護士のような、じわじわと追い詰つめていく言葉に、杜は助けを求めるように視線を彷徨さまよわせてしまう。そんなことをしても、この部屋には他ほかに誰だれもいないことなどわかっているのだが。


「……はい。反省しています」


「責めているわけじゃない。ただ、気になったんだ」


「気になる……？」


「本気で学ぼうとしている奴やつと、ただの興味本位な奴の違いは、教きよう壇だんから見ていればすぐにわかるんだよ。俺を見物したいだけの、俺の講義を真しん剣けんに聞く気のない奴らに、マジメに教えてやるなんて勿もつ体たい無い。だからすぐに、強制的にでも退去させてきた。それは知ってるな？」


「はい。……知って、ます」


　杜は俯うつむいて答えた。顔から火が出そうだった。


　杜がこの講義を受けていたのは、その内容への興味もさることながら、日比野の姿を目にしたいがためだ。興味本位の見物と言われても、仕方がない。


「けど、お前がそうだとは思えなかった」


「え？」


「少なくとも、前回までのお前はごくマトモな生徒だった。小さいのに、よく付いてきてると内心感心してたくらいだ。それが今日に限って、まったく集中していない有り様だ。……気になるに決まってるだろう」


「感心なんて……そんな」


　杜は真っ赤になったまま、忙いそがしく首を横に振った。脳みそが沸ふつ騰とうしそうなほど熱くて、頭を振ったせいか、目の前もクラクラしている。


　そんな杜の様子がおもしろいのか、日比野は不敵な笑えみを浮うかべて、ゆっくりと机から離はなれ、杜の前に立った。


「あの……」


「理由は？……話せよ」


　上半身を折り曲げ、杜の顔を覗のぞき込むようにして日比野は尋ねた。


「あ、あの……」


　とても日比野の顔を正面から見上げて話すことなどできず、彼のよく磨みがかれた茶の革かわ靴ぐつのつま先を見つめながら、たどたどしい口調で杜は理由を話し始めた。


「……夏期講習の申し込みが、先日ありましたよね。その日に限って、僕が熱を出してしまって……先生の講座を受講することができなくなってしまったんです。それで……なんか、今日でしばらく、先生の……授業、受けられないんだなって思ったら……なんだか、ホントに、悲しくて……悔くやしくなってきて……」


「熱ねつ烈れつだな」


　口元に笑みを浮かべて、日比野がそう言うと、杜は咄とつ嗟さに「すみません」と口走っていた。


「別に、謝ることじゃないさ。……ふぅん、そういう理由だったのか」


「……はい」


　恥はずかしさに杜は小柄な身体からだをますます縮こまらせ、小さく頷うなずいた。


　日比野の前でなければ、みっともなく泣き出してしまいたいような気持ちに、杜は顔をしかめる。


「すみませんでした……」


「幸村」


　突とつ然ぜん杜の細い顎あごに日比野の骨ばった指がかかり、ぐいっと顎を持ち上げられる。


　いきなり目の前に開けた日比野の姿に、杜は息を飲んだ。


　日比野は、笑っていた。まだ杜は見たことがない、悪い大人の、不敵な笑みだ。その危険さもわからないまま、杜はただ呆ぼう然ぜんとして、日比野の妖あやしい魅み力りよくの虜とりこになったかのように、彼の姿を零こぼれ落ちそうに見開いた黒い瞳ひとみに映していた。


「俺と話す時は、きちんと目を見て話せ。……二度教えたからな。もう次は言わない」


「……はい」


　震ふるえながら杜は答える。それに満足したように、顎を強く摑つかんでいた指は外され、かわりにやんわりと白い頰ほおを日比野の手の甲こうがそっと撫なでた。


「夏休みの間、個別の特別補講を考えてる。お前にその気があるのなら、参加してみるか？」


「……え」


　そんな話は、どこからも聞いていなかった。なにせ、予定していた講義が定員締しめ切りになってから、杜はどうにか他に日比野の授業を受けられる機会はないかと、血ち眼まなこになって探したのだから、間違いない。


「でも、ゼミではそんなこと、一度も」


「俺の個人的なものだ。あっちは関係ない。……だからお前も、誰にも話しちゃいけない。秘密の講義だ。……守れるか？」


　日比野はそう尋ねながら、そっと人差し指を杜の唇くちびるに押し当てる。ひんやりとして、かすかにタバコの匂においがする指先に、杜は自分の唇がじん……と痺しびれていく気がした。


「はい。守れます」


　こんなチャンスを、みすみす逃のがす気にはなれない。杜は一も二もなく、そう答えていた。


「ただ……そのためには、テストを受けてもらわないと」


「テストですか？　あの、今から？」


　あの日比野晧平の個人授業の入学テストとなったら、どれだけ難題が出されるのか。杜はさすがに不安になり、そう問い返す。


「単なる能力テストだ。すぐに終わる」


「……はい」


（そんなぁ……ますます自信ないよ……）


　数学の能力については、同じ高校二年生レベルの中では、杜はそこそこ上位だという自負はある。けれども、何の準備もなしに臨のぞめるほど、豪ごう胆たんな性格もしていなかった。


「リラックスして。……そうだな、目を閉じておいで」


　不安そうな表情を浮かべる杜に、日比野は少しだけ優やさしい声でそう言うと、そっと手のひらを杜の両目にかざす。


（……なんでだろう？）


　わけがわからないと理性は確かに思っているのに、身体は魔ま法ほうにかかったかのように素す直なおに日比野の言葉に従ってしまう。目を閉じ、肩かたの力を抜ぬくと、杜の身体はソファの背もたれにゆったりと預けられた。


（……え？）


　次の瞬しゆん間かん、唇に触ふれた柔やわらかさに、杜は驚おどろく。


　けれども、声は出ない。目を開けることもできなかった。


　相変わらず、日比野の大きな手に目め隠かくしされ、杜の視界は暗くら闇やみの中にある。……それでも、今触れたものが何であるか、はっきりと杜にはわかっていた。


　ソレは最初は触れるだけだったのが、次し第だいに大だい胆たんに、杜の唇を味わい始めた。


　弾だん力りよくを楽しむように数度啄ついばみ、それからゆっくりと舌先で唇を辿たどる。時折感じる、日比野の吐と息いきが肌はだをくすぐる感かん触しよくに、杜はやはりこれが……彼の唇であると確信せざるを得なくなる。


　それなのに、今もバカのように上を向いたまま、杜は彼の接吻くちづけを受け続けている。


　初めての感覚に、思考回路の一部がショートしてしまったようで、身体はぴくりとも動かせないのだ。


「…………っ」


　柔らかな舌が、ついに杜の唇の隙すき間まから、歯列を舐なめた。唇の内側……すでに、自分の内部である筈はずの場所を優しく刺し激げきされる感覚に、無意識に杜の肩が震えた。ぞくぞくするような感覚が身体の内側から沸わき起こってくるのが、止められない。


　一瞬きつく吸い上げられ、杜の舌が無理矢理引きずり出される。その激しさに、舌の付け根が鈍にぶく痛んだが、そんなこともすぐに流されてしまうほど、日比野の接吻けは甘さを増していくようだった。


　舌同士が絡からみ合う、いやらしい音がひっきりなしに耳みみ朶たぶに触れる。日比野にキスされている唇は、まるで夢の中のように現実感がないのに、その音だけはやけにリアルで、杜は羞しゆう恥ちに涙なみだぐんだ。


「んん……っ」


　日比野の舌が杜の口こう腔こうの隅すみ々ずみまで暴あばくように舐めまわし、杜を翻ほん弄ろうする。息苦しさと、ぞくぞくするような感覚に、杜は眉まゆをひそめ、掠かすれた声を漏もらした。


「……いい顔するじゃないか」


　ようやく接吻けをやめた日比野は、杜の目を塞ふさいでいた手も外し、じっくりと値ね踏ぶみするように、頰を上気させ、涙を浮かべた杜の顔を見つめた。


「先生……？」


「肌も白いな。クラブ活動は？」


「ぁっ」


　いつの間に外されていたのか、杜の学生服のシャツは、すでにボタンが全すべて外され、だらしなく開いていた。


　白い半そでシャツの合間から、杜の白く華きや奢しやな胸が露あらわになっている。


　その中心を辿るように、片かた膝ひざをついた日比野は、ゆっくりと長い指を杜の肌の上に滑すべらせた。


「部活は……天文部、です……友達に、誘さそわれて」


「運動は苦手そうだな」


　指で辿ると、アバラがうっすらと盛り上がっているのがわかる。筋肉があまりついていない証しよう拠こだった。


「……あんまり、スキなわけじゃ、ないです」


　運動神経そのものはそう悪いほうではないのだが、高校生の部活でサッカーやバスケともなると、いかんせん体格で杜は負けてしまう。誘われれば参加することもあるが、自分からすすんでやりたいとは思わない。


　そのせいで、中学時代はネクラだとかガリ勉だとか言われたこともある。


「別にいいんじゃないか？　運動やってるからって、それだけでマトモな人間になるわけでもないさ。それに……俺は好みだぞ、こういうの」


「え？」


　問い掛かける暇ひまもなく、杜はびくんと身体を震わせていた。


　胸の小こ粒つぶな飾かざりを、日比野の指先が捉とらえたからだ。


「……ああ、感度もいいな。ほら、すぐ硬かたくなってきた」


「ぇ、……んんっ！」


　日比野にその部分を弄いじられると、身体からだの芯しんに電流が走る。


　意地悪にこねまわす男の指に、小さなソレは素直に応こたえ、確かに硬く色を増していた。


「ぁ……っ！」


　その上、指で弄られてはいないほうを唇くちびるで愛あい撫ぶされた瞬間、杜は小さく悲鳴をあげていた。


　もう今ははっきりとそれとわかるほど、下半身はその刺激に反応している。


（……僕、欲情してる……）


　嵩かさを増し、ズボンの中で自己主張し始めているソレを意識すると、杜は羞恥に身を捩よじった。


「幸村。……あんまり声出すなよ。まだ誰だれがいるかわからないんだからな」


（…………！）


　その一言に、杜は息を飲む。


　あまりに唐とう突とつなことで忘れかけていたが、ここはあくまで予備校の教官室に過ぎない。先ほど、ドアに鍵かぎはかけなかった。……誰が入ってきても、おかしくはないのだ。


「や……先生……っ」


　こんなあられもない姿を見られるのはイヤで、杜は日比野の腕うでを摑つかみ、行こう為いをやめさせようとする。しかし、日比野はそれに対し、あの悪あく魔まのような魅み力りよく的な笑えみで、こう告げた。


「……やめていいんだ」


　その言葉に、杜は唐突に理解した。


　この行為そのものが、『テスト』であるということを。


「それならそれでいいさ。幸村の意思だから」


　日比野はそう言うと、杜に触れていた手を離はなそうとした。しかし、杜は咄とつ嗟さに、その手を再び摑み、引き止めていた。


「……いい、です」


　耐たえられないほど恥はずかしかったけれども、それでも……夏中、一度も日比野に会えないよりはマシだった。


　このテストが最後のチャンス……そんな想おもいだけが、杜の身体を突つき動かしていた。


「して……くだ、さい」


　震ふるえる声でそう告げると、杜はそっと、自分の胸の上に日比野の手のひらを押し当てた。


　心臓が、壊こわれそうなほど、ドキドキしている。


　こんな風に、他人に素肌を触さわられたことなど、一度もない。


　恥ずかしくて、怖こわくて、本当は仕方がなかった。それでも……止められない。


「……いい子だな」


　日比野はそう言うと、杜の黒くろ髪かみにキスをした。


　そんな優しい仕草に、許されたのだと杜はほっとする。


「じゃあ、足を開いて」


　ソファに腰こし掛かけたままの体勢で、おずおずと杜は足を開いた。素す直なおな様子に日比野は満足げに頷うなずくと、さらに淫みだらな命令を下す。


「自分で、ズボンを下ろして。下着も一いつ緒しよに」


「……はい」


　消え入りそうな声でそう答えると、杜はゆっくりと、ズボンを下ろしていった。脱ぬいだそれは、日比野がまとめて、ローテーブルの上に置いてしまう。


「やっぱり。乳ち首くびと一緒で、まだ綺き麗れいな色だな」


「……っ」


　杜の身体の中心は、すでに天を仰あおぎ、桃もも色いろの先せん端たんを露ろ出しゆつさせていた。こんな状態のモノを他人にまじまじと見つめられることなど、杜には当然初めてのことだ。


　羞恥にぶるぶると杜の身体が震える。人間は、恥ずかしくても涙が出てくるなんて、杜は今まで知らなかった。小さな唇を嚙かみ締しめても、にじむ視界はどうにもならない。……今、杜が彼の目の前で、些さ細さいな抵てい抗こうすらできないのと同じように。


　せめて暗ければまだマシなのに、この部屋は相変わらずこうこうと蛍けい光こう灯とうの明かりが灯ともったまま、杜の淫らな姿を照らしている。


「あっ」


　日比野の指が触ふれた瞬しゆん間かん、咄嗟に大声をだしかけ、杜は慌あわてて自分の両手で口を塞ふさいだ。それでも、上下に扱しごかれだすと、細い指の隙すき間まからは、殺しきれない濡ぬれた喘あえぎ声が零こぼれ落ちていく。


「そんなっ……ん……ぅ……ぁっ」


（先生が……僕の……触って、る……？）


　日比野の、綺麗だと憧あこがれていた男らしい指が、今は自分を摑み、いやらしく蠢うごめいている……。


　あまりの衝しよう撃げきに、杜はそこから目を離すことができなくなっていた。


　日比野の指の隙間から、いやらしい肉の色が覗のぞいている。先端から滲しみ出した蜜みつは日比野の指を濡らし、蛍光灯の白い明かりにテラテラと光っていた。


（どうしよう……やだ、こんな……気持ち、いい……っ）


「ぁ……っ、せん……せ……」


　直接触られている身体からも、絡からみつくその映像も、……そして、信じられないほど甘ったるい自分の声も、全てが杜を追い詰つめていく。


　こんな、自分の身体を売るような真ま似ね……と、頭の片かた隅すみではわかっているのに、抗あらがうことができない。


　自分の身体がこんなにも快楽に弱いということを、杜は今、全身で思い知らされていた。


　快感に、神経が焼かれるようだ。


　他ほかに何も、感じることなどできないくらい、快楽に犯おかされる。


「んん……っ」


　杜は、いやいやをするように、頭を横に振ふった。くせのない漆しつ黒こくの髪が、ぱさぱさと音をたてる。


　身体のサイズに合わせて、あまり大きくはない杜の果実は、日比野の大きな手にはすっぽりと収まってしまう。日比野が手を動かすたびに、濡れた音と、杜の甘い喘ぎ声が部屋に響ひびいた。


　自分の手でソコを慰なぐさめたことがないわけではない。けれども、今はそれをはるかに凌りよう駕がするほどの快感が、杜の体内を駆かけ巡めぐっている。勝手に腰こしが揺ゆらめき、男を誘さそうように細い両足はしどけなく開かれたままだ。


「もう、ベタベタだな」


　日比野は薄うすく笑うと、その唇で杜自身を包んだ。唾だ液えきをのせた熱い舌先が、一番敏びん感かんな部分に這はわされ、杜は思わず仰のけ反る。その分、まるで強請ねだるように腰だけを日比野に押し付けているような格好になってしまっているのを、杜は自分では気づけなかった。


「あ……っ！　そんな……とこ……っ、先生……だめ……！」


「大人しくしてなさい。……気持ちいいんだろ？」


「ん、ぅ……っ、でもぉ……」


　泣きそうな顔でイヤイヤと首を振る杜に、日比野は「我が慢まんしなさい」と、どこか楽しげに答える。


「大人ならしてることなんだから」


「ひぁ……っ！」


　閉じることのできない唇を押さえる両手は、すでに杜自身の唾液に塗まみれている。日比野が与あたえる強きよう烈れつすぎる快楽に、杜はガクガクと全身を震わせ、長い睫まつ毛げには涙なみだの雫しずくが光っていた。


　ちゅ……音をたてて、日比野は杜自身を愛撫する。脈打つ幹を根元から舐なめ上げたかと思えば、すっぽりと口に含ふくんで締め付けてくる。柔やわらかで熱い口こう腔こうは、目くるめくような悦えつ楽らくで杜を責めたて、啜すすり泣かせた。


　時折先端に歯を立てられる、そのゾクゾクするような痛みすら、杜の淫らな色に染まった身体には甘い毒でしかない。


　知識としてだけなら、フェラチオという行為を知らなかったわけではない。


　けれどもそれを、まさか体験するとは思ってもみなかったのだ。しかも……それが、日比野によって行われるなんて。


　恥ずかしいけど、気持ちが良くて。むしろ、良すぎて、頭がおかしくなりそうだ。


「っく……ぅ……は……ぁ、あっ！」


　棹さおを上下に扱かれながら、敏感な割れ目を舌先でこじ開けられ、杜は激しく自らの腰を震わせた。自分の意志とはまるで関係なく、身体からだが小刻みに跳はねる。まるで、日比野に操あやつられているようだった。


「自分から腰振って、しょうがないな」


「やぁ……っ」


　日比野の嘲ちよう笑しように、息がつまる。頭の中で、火花が散った。


　もう口を押さえていることもできず、杜はままならない両手で、日比野の肩かたを摑つかんだ。


　何かに強く縋すがっていなければ、耐えられない。それほどの激しい愉ゆ悦えつが、杜の華きや奢しやな身体を責め苛さいなんでいた。


「ぁ……ん、ぁあっ！」


　一ひと際きわ深く、喉のどの奥まで吸い込まれ、ぎゅっと締め付けてくる熱い肉の感かん触しよくに、杜は悲鳴にも似た嬌きよう声せいをあげた。その間にも、器用に日比野の舌は、震える果実のくびれを刺し激げきし続けている。


「あ、先生、死んじゃう、や……ぁぁっ！」


　頭の中が真っ白になる。


　急激に空へ放ほうり投げられるような上じよう昇しよう感かんに目が回り、瞼まぶたの裏で極ごく彩さい色しきの光がスパークした。


「ぁ――――！」


　声にならない声とともに、杜は全身を硬こう直ちよくさせ、日比野の唇くちびるに含まれたまま達してしまった。


　自分ではもう、どうにもコントロールなどできなかったのだ。


　しばらくはそのまま、荒あらい息を繰くり返しながら、杜はぐったりとソファに身を任せた。まだ瞳ひとみは、快楽の余よ韻いんにぼんやりと焦しよう点てんが合わない。


「一いつ杯ぱい出たな」


　それらをほとんど飲み下し、日比野はニヤリと笑った。力が抜ぬけた杜の腕うでを摑み、その身体をソファの上で反転させる。


　硬かたい背もたれを抱だくようにして、杜はソファの座面に膝ひざをついた格好にさせられてしまった。


「……先生……？」


　シャツの裾すそから、杜の小さな桃もものような双そう丘きゆうが覗いている。膝を広げているせいで、その奥の秘ひめられた場所までも、日比野には丸見えになってしまっているだろう。


　日比野はゆっくりと杜の尻しりを撫なでながら、その奥を検分するように見つめている。イったばかりで敏感な身体は、そんな些細な愛あい撫ぶにも、耐たえきれないほど感じてしまう。


「ここも検査しないとな」


「え？」


　その言葉の意味はすぐにわかった。冷たいジェル状のものが蕾つぼみに塗ぬられる感触に、杜は小さく声をあげる。


「なん……ですか、それ」


「ただの潤じゆん滑かつ剤ざいだ。……傷つけるのが目的じゃないからな」


「ぁ……っ」


　滑なめらかに動く指先が、音をたてて杜のまだ未熟な蕾を探さぐる。やわやわと入り口をなぞられる感触に、先ほどとはまた違ちがう、くすぐったいような甘さが杜の身体を震ふるわせた。


「ん、ぅ……っ」


「ほら、柔らかくなってきた。……入れるぞ」


　日比野が囁ささやきながら、指先を杜の中に埋うずめていく。身体が開かれていく感覚に、杜の腕に鳥とり肌はだがたった。……それが、嫌けん悪お感か、快楽のせいなのか、杜にもよくわからない。


「根元まで入った。……いい子だな」


　頭を撫でられ、杜は無意識にほっと息をついていた。


　それからゆっくりと、指が動き出す。体内を蠢く異物に、杜の身体は戸と惑まどい、押し戻もどそうと力を入れるが、余計にその存在を強く感じるだけだ。


　締しめ付けてくる内側の感触を楽しむように、日比野の指はゆっくりと蠢いている。それが、ある箇か所しよを掠かすめた時、杜の身体はびくんと大きく反応した。


「……え？」


（なに……今の？）


　杜は驚おどろきに目を見開き、日比野は満足げに唇の端はしに笑えみを浮うかべた。


　そして、さらに大だい胆たんに、愛撫を激しくする。感じすぎる場所を内側から幾いく度ども擦こするように刺激され、杜の一度は縮こまっていたモノも、すぐに勢いを取り戻した。


「あ……ぁ……っ、先生、ヘンです……先生っ」


「変じゃなくて、気持ちがいいんだろ」


　日比野はそう言うが、あまりにも愉悦が激しすぎて、杜には苦しいのか気持ちいいのか、半ばわからなくなっていた。ただ、この状態が普ふ通つうではないことだけはわかる。自分の身体が、まるで別のものになってしまったようだった。


　指はいつのまにか二本に増やされ、くちゅくちゅと音をたてて杜の蕾を犯していた。


「んぅ……っ、あ、ぁっ」


（なんでぇ……？　あっつい……身体が、熱くて……）


　身体の内側から、ぐずぐずと蕩とろけていく。屹きつ立りつしたモノは、だらしなく涎よだれを垂らしつづけていた。背もたれに抱きついていなければ、杜の上半身はすでに崩くずれていただろう。


　身体のあちこちがドクドクと熱く脈打っている。杜は今にも、爆ばく発はつしそうだった。


「せんせぇ……、あ、やぁ……っ！」


　それなのに、杜が身体を硬直させた瞬しゆん間かん、日比野は指の動きを止めてしまう。


　最後の刺激が与えられず、杜は潤うるんだ瞳を見開いた。


「幸村」


　甘い声で名前を呼ばれて、じん……と、身体の奥が痺しびれるようだ。


「先生……？」


　イくにイけない辛つらさに、杜は目元を赤く染め、日比野に振ふり返った。


　その視線はおそらく、ひどく媚こびた、淫みだらなものだったろう。


　そんな杜の眼まな差ざしに、日比野はただ笑うのみだ。


「ん……っ」


　次し第だいにこみ上げてくる疼うずきに、杜は堪こらえきれないように、ゆっくりと腰こしを蠢うごめかせた。形の良い小ぶりの白い双丘が、強請ねだるように動くその様は、とんでもなく挑ちよう発はつ的でいやらしい。


「……続けて欲しいのか？」


　日比野の指を咥くわえ込んだままの蕾が、答えるように締め付ける。だが、日比野はあえて、杜の言葉を待った。


「……は、い……」


　本能には抗あらがえず、杜は震える声でそう答える。


　信じられないけれども、杜は確かに今、更さらなる刺激を求めて喘あえいでいた。


　腰のあたりから燻くすぶるような疼きが全身に広がり、緩ゆるやかな快楽が勝手に四し肢しに沸わき起こる。だがそれも、求めている刺激には到とう底てい及およばない。


　白い肌はだに浮かんだ汗あせが、杜のいとけない首筋を流れ落ちていった。


「どうして欲しいんだ？……はっきり答えられなきゃ、テストは不合格だな」


　その言葉に、杜は大きく首を横に振った。


「先生の指で……そこ……もっと、弄いじって、ください……っ」


「どうして？」


　意地悪な問いかけ。だがそれに、杜は抵てい抗こうはできない。


「……イきたい、です……先生、もう、イかせて……っ」


　ぽろぽろと涙なみだをこぼし、杜はそう告げた。口にした瞬間、全身がさらに熱く燃え上がったのがわかる。


　もうこれ以上、何も考えられない。


「……まぁ、いいだろう」


　日比野はそう言うと、再び激しく杜の体内を指先で愛撫した。ようやく与あたえられた悦よろこびに、杜の身体が歓かん喜きを叫さけぶ。


「あっ、あ、あ…………っ!!」


　次の瞬間、背後からきつく抱きしめられ、杜は達していた。


　日比野の腕の中で、華きや奢しやな身体がびくびくと痙けい攣れんし、全すべての緊きん張ちようが緩んだ杜は、そのまま糸が切れたように気を失ってしまったのだった。








（あれ……？）


　杜は、目を擦こすった。頭がまだぼうっとしている。身体からだもなんだか、やけにだるい。


　目に映る景色は、あまり見覚えのない場所だった。それに、なんだかやけに暖かい。


　白い壁かべに大きな本ほん棚だなと、机と……そこまで考えて、杜は自分が日比野の教官室にいたことを思い出した。


　それから、そこでされてしまったことも……。


「気がついたか」


　杜が真っ赤になって身じろいだ途と端たん、日比野が声をかけた。


　そこで初めて、杜は自分がまだ日比野の腕に抱かれた状態であることに気がついた。日比野は、杜を膝に乗せた状態で、脇わきに置いた本を読んでいたらしい。


「あ、あの……っ」


「よくできたじゃないか。期待以上だった」


「……あ、ありがとうございます……」


　我ながらどこかトンチンカンな返事だと思うが、咄とつ嗟さにそう杜は答えてしまっていた。


　後始末はすでに日比野がしていてくれたらしく、洋服も綺き麗れいに整えられている。


（どうしよう……次にどうすればいいんだろう）


　いくら考えても、こんな経験は過去にはないし、参考にするデータが少なすぎる。自分のデータにまったくないことに遭そう遇ぐうすると、杜はいつもどうしていいやら、さっぱりわからなくなってしまうところがあった。


　困り果てた顔で黙だまっている杜の頭を、日比野はゆっくりと撫なでてくれた。


「気分は？」


「あ……まだ少しぼーっとしてますけど、大だい丈じよう夫ぶです」


「それならよかった。……じゃあ、補習は毎週水曜。来週から始める。夕方五時からだ。場所はまた連れん絡らくする」


　その言葉に、杜はぱぁっと顔を輝かがやかせた。


「ご、合格ですか？」


「勿もち論ろん。お前がどれだけマジメに、俺の言うことをきちんときける子だか、よくわかった」


（よかったぁ……）


　安あん堵どする杜に、日比野はもう一度、最初の約束を繰くり返した。


「くれぐれも、俺が個人で授業をすることは他言無用だからな」


「あ、あの……両親には話してもいいですか？　お金のこともあるし……」


　日比野は少し考えてから、「そうだな」と頷うなずく。


「ご両親に宛あてては俺も書類を作っておこう」


「ありがとうございます。……よろしくお願いします」


　杜は日比野の膝ひざの上から降りると、ぺこりと一礼する。


「いや。こっちこそ。よろしく頼たのむよ、幸村くん」


　その言葉には何か含ふくみがあるようで、また意地の悪い笑みを浮かべている日比野に、杜は不思議そうに小首を傾かしげた。










「おかえり、杜ちゃん！」


　家に帰り着くなり、杜は玄げん関かん先で力いっぱい母親に抱だきしめられていた。


「うん、ただいま」


　自分とあまり背せ丈たけの変わらない母親に、杜は微ほほ笑えみ返す。このお迎むかえは、杜が子供の頃ころからの習慣なのだ。





　杜の自宅は、予備校からは電車で一時間ほどかかる、郊こう外がいの住宅地にあった。駅からは商店街を通りぬけながら、徒歩十分くらいの、割合便利な場所にある。


　築二十年ほどの、洋風木造二階建ての家だ。杜は生まれた時から、この家で育った。姉や兄がやんちゃだったせいで、壁や柱には傷きず跡あとも多いが、それらも含めて愛着のある家だった。


「ごめんね、遅おそくなっちゃって。あのね、日比野先生が……」


「杜！　遅かったじゃないか。飯は？　もう食ったか？」


　一足先に風ふ呂ろに入っていたらしく、濡ぬれた頭を拭ふきながら、兄の岳たけるが音をたてて廊ろう下かを歩いてくる。手には牛乳の一リットルパックがあるが、多分これを一人で飲んでしまうつもりなのだろう。


「ううん、まだだけど……」


「今日はビーフストロガノフだからね！　着き替がえたらすぐご飯にしましょ」


　母親はいそいそと台所に戻もどって行く。


「みんなはもう済んだの？」


　名前の通り、山のように大きな兄を見上げながら、杜は尋たずねた。


「お袋ふくろはさっきまで町内会の理事会で、俺もこれから。峰みね子こは外で食ってくるって。……なんか、疲つかれた顔してんぞ。いじめられたのか？」


「違ちがうよ。ちょっとびっくりするようなことがあっただけ」


　心配そうに顔を近づけてくる岳に、杜は苦く笑しようしながら首を横に振ふる。


「それならいいけどな。なんかあったら、すぐ兄ちゃんに言えよ！　ぶっ飛ばしてやるから」


　この兄に殴なぐられたら、大たい概がいの人は病院行きになってしまうかもしれない。杜は兄の自分の三倍はありそうな太い腕うでを見ながら、そう思った。


「じゃ、着替えてくるね」


　杜はそう言うと、二階の自室へと階段を昇のぼって行った。





　杜の家は、一言で言うと、バイタリティ溢あふれる体育会系家族だ。


　父親は登山家で、今も海外に遠えん征せいに出かけてしまっている。熊くまのような体格の、いかにも山男らしい外見の男だ。母親は小こ柄がらな体つきの専業主婦だが、地元のママさんバレーや町内会でバリバリ活かつ躍やくしている元気一いつ杯ぱいな女性だ。


　それから、保険会社のＯＬをしている姉の峰子は、やや派手目な美人でなかなかにモテているが、実は合気道の達人であるし、兄の岳は大学でラグビー部の主将をしている。父親似の強こわ面もてで、いかにも頼たよりがいのある人物だ。


　朗ほがらか、かつ積極的。常に人生をアグレッシブに生きている家族の中で、杜一人がどちらかというと引っ込み思案で、慎しん重ちような性格に生まれついたのは、不思議としか言いようがない。


　けれども、だからといってそれを家族に叱しかられたようなことは一度もなかった。どちらかというと、ベタベタに杜は溺でき愛あいされているほうかもしれない。


「杜は運動が多少できなくたって、その分頭がよくて可愛かわいいんだから！」とは、幸村家で一いつ致ちした意見なのだった。





　ダイニングに下りて行くと、食欲をくすぐるいい匂においがした。


　食しよく卓たくには、温かい湯気をたてるビーフストロガノフと野菜のコンソメスープ、それから中央に大盛りのサラダが置かれている。岳は見かけ通りの大食漢なので、父親も帰宅している時などは、幸村家のエンゲル係数はかなり高いものになるのだ。


「あ、そうだ。杜、山梨の叔お母ばさんの携けい帯たい電話の番号、教えてくれる？」


「いいよ。書くから待っててね」


「ありがと～！　ほんっと、杜は役にたつわぁ」


　にこにこと笑う母に、杜は恥はずかしそうに笑う。


　数字にはとにかく強い杜は、電話番号を暗記するのは得意だったし、暗算もかなり速い。幸村家では、歩く電話帳兼けん電卓として重宝されるのは、いつものことだった。


「叔母さん、どうかしたのか？」


「お中元で沢たく山さん桃もも頂いたのよ。デザートにむいてあるから、後でね」


「お、やった」


　岳がスプーン片手に嬉うれしそうに笑った。こういうところは、まだまだ子供のようだ。


「はい。お母さん」


「ありがとう」


　メモを手て渡わたして、杜はそれから先ほど言いそびれた話を切り出した。


「あのね、今日遅くなった理由なんだけど、日比野先生の夏期講習が受けられることになって」


「あら、そうなの？　よかったわねぇ！」


　杜が日比野を敬愛していることをよく知っている母親は、そう言って喜んでくれる。


「今日はそれで、その……テストとかあったから、遅くなっちゃって。詳くわしいことは、今度プリントもらってくるね」


『テスト』について語る時、思わず杜はやや口くち籠ごもってしまったが、母と兄は幸いそのことについては深く突つっ込んではこなかった。


「けど、ムリすんなよ？　せっかくの夏休みに、勉強ばっかすることもねーだろ」


　岳にしてみれば、休みの間にも勉強するなど、苦行でしかないのだろう。そう心配する兄に、杜は「でも僕、勉強スキだから」とはにかんで答える。


「ほんっとお前はえらいなぁ！　俺の自じ慢まんの弟だよ！」


　岳は感動したようにそう言うと、ぐりぐりと杜の頭を撫なでた。その仕草に、不意に杜は先ほどの日比野の手のひらを思い出してしまった。……でも、彼の手はこんなに熱くなくて、細いけれども力強かった。


「杜？……熱でもあるの？　顔真っ赤よ」


「……ほんとだ。お前、頭まで熱いぞ」


「え？」


　リアルに思い出してしまった感かん触しよくに、杜は真っ赤になっていたらしい。


　また頭がぼうっとしてきてしまう。


「テスト受けたりして、疲れたのかもね。この間の風か邪ぜがぶり返したらいけないから、食べたら薬飲みなさいね。出しておいてあげるから」


「明日まだ学校なんだろ？　今日は早く寝ねろよ」


「うん……そうする」


　杜は大人しく頷うなずいた。


　テストのせいで疲れているのは、まったくその通りだ。ただ、その内容は……死んでも口にできないだけで。


（『テスト』っていうくらいだから……もうあれっきりなんだろうし。……多分、そうだよね……。だって、まさか、ね……）


　半分祈いのるようにそう思いながら、杜はコンソメスープを口に運んでいた。


　大好物の筈はずのそれが、今日はほとんど味がしない。


　あの熱を出した日から、なんだか予想外のことばかりで、杜は自分の歯車が狂くるいっぱなしのような気がした。










　翌日も天気は快晴だった。今日は終業式だけで、いよいよ明日からは夏休みが始まる。


　杜の通う高校は都立の共学高校だ。都内ではレベルもそこそこ高い。


「もっちゃーん。帰り、マック寄ってかね？」


「いいよ。水城も今日はクラブないの？」


「うん。今日は帰るだけー」


　にこにこ笑う水城の後ろで、すでに兼子が待っている。杜は鞄かばんを肩かたにかけると、席を立った。


　水城は、この学校には水泳部の特待生として入学している。得意なのは自由形だ。それゆえに、あまり勉強は得意でないが、それを気にしている風でもない。背は高く、いつでも健康的に日焼けしている。大きな声とオーバーアクションで、どこにいてもすぐわかるお祭り男だった。


　一方兼子は学年でも常にトップクラスの優等生だ。口数は少なく、あまり人とはつるみたがらない。背は水城よりはやや低く、どちらかというと細い体型だが、すっきりとした顔立ちのハンサムだ。将来は検事になるのが夢で、今も法学部を目指して勉強している。


　こんな性質も特とく徴ちようもバラバラの三人が親しくなったのは、高校に入ってすぐの球技大会で同じバレーの選手になったことがキッカケだった。それ以来、なにかと親しくつるんでいるこの三人は、校内でもちょっとした有名トリオだった。


「お姉さん！　俺ね、この新製品のＬサイズセットで。あ、飲み物はコーラね～」


「ベーコンレタスバーガーのセット。サラダとウーロン茶で」


「チーズバーガーセット一つください。飲み物はアイスティーお願いします」


　それぞれ注文したトレイを受け取ると、水城は杜の手元を眺ながめて、「杜、いっつもチーズバーガーだよな。飽あきねぇの？」と不思議そうな顔をする。


　ここ一年以上というもの、何度も一いつ緒しよにここには来ているが、杜が違ちがうものを頼たのんだところを水城は見たことがない。必ず新製品に飛びつく水城にしてみれば、驚きよう異い的なことだった。


「杜が好きなんだから、それでいいだろう」


「ま、そりゃそっか。いっただっきまーす」


　兼子の突っ込みに、ケロリとして水城は大きな口でハンバーガーにかぶりつく。


「足りる？」


「……んー、後でもう一個食うかも」


　もぐもぐと咀そ嚼しやくしながら、水城が答えた。父と兄を見ていて、世の中には信じられないほど食べる人がいるということはわかっているが、水城の食欲もなかなかすごいものがある。


「ねね、もっちゃん。成績どうだった？」


　今度はフライドポテトを頰ほお張ばりつつ、水城は尋たずねる。


「んー……いつも通りだったよ」


　数学と物理が十で、現国と古文と美術が五という、至っていつもの成績表だ。


「水城は？」


「へへー。もっちゃんがノート写させてくれたから、今回赤点なし！　も、すっげー感謝!!　しょーちゃんは絶対見せてくんないからな」


　水城はそう言うと、やや恨うらめしげに兼子を見つめるが、兼子は何ど処こ吹ふく風だ。


「ま、いいや！　しょーちゃんがそうなのは、昔っからだしな。で、今日はちょっとお願いがあってさぁ。マジで、すっげーお願いっ」


　そう言うと、水城はテーブルに勢いよく手をついた。その拍ひよう子しに、細い足一本で支えられたテーブルががたがたと揺ゆれる。


「わかったから、机揺らすな」


「一体、どうしたの？」


　杜が小首を傾かしげて尋ねると、水城は「悪わりぃ、興奮しちゃった」と頭をかいて笑った。


「あのさ、今度Ｓ女と合コンしようって話になってて……来てくんないかな？」


「合コン？」


　杜は目をぱちくりさせ、兼子はあからさまに渋しぶい顔をした。


　反応が芳かんばしくないことを見て取った水城は、慌あわてて言葉を続ける。


「ほら、去年の秋にＳ女の学園祭、みんなで行ったじゃん。俺の中学の同級生が呼んでくれてさ」


「お前に付き合わされたんだ」


　兼子が冷静に訂てい正せいする。


「わぁったよ。付き合ってもらったじゃんか。あの時、俺が携けい帯たい落としたかもって真っ青になってたら、一緒に探してくれた女の子がいただろ!?　ほら、あの子！」


「……覚えてない」


　杜がそう言うと、水城は頭を抱かかえた。


「しょうがないだろ。人の顔と名前覚えるの、一番苦手なんだから……」


　それは事実だ。杜は、数字であれば何桁けたであろうとすぐ暗記できるのだが、人の顔や名前を覚えるのは滅めつ法ぽう苦手だった。未いまだクラスメイトの半数はわからないくらいだし、芸能人に至っては区別すらつかない。


「まぁいいや。で、ダチに頼んで、今度の合コン、彼女が面メン子ツに入ってるんだよ！　どーしてもっ！　成功させたいわけ！」


「俺はそういうのは苦手だと言ってあるよな。それに、数合わせなら、水泳部の奴やつらを誘さそえばいいだろうが」


　兼子が眼鏡めがねをなおしながら、渋い表情で言うと、水城は「えへへ」と笑って答えた。


「だってさぁ、幹事の子が、絶対お前ら連れて来いって言うから、まかせとけって俺答えちゃったし……」


「知るか、そんなこと」


　にべもない兼子に、水城はその手を取って拝み倒たおす。


「だからマジでお願い！　って言ってんじゃん！」


「……幸村はどうする？」


「僕？」


　突とつ然ぜん話を振ふられ、杜は少し躊躇ためらう。正直言えば、参加したいわけではない。でも……。


「ようやく直接会えるチャンスなんだよ。俺、どうしても彼女とおトモダチになりたいんだっ」


　そういう水城の目は、切ないくらい本気で、杜はどうしても無下にできなかった。


　相手は可愛かわいい女の子ではないけれども、どうしても会いたいという気持ちは、杜には痛いくらいよくわかっているからだ。


「一日でしょ。一緒に行ってあげようよ。水城がこんなに言うんだし」


「……幸村も付き合うなら仕方がないな」


　しぶしぶ頷いた兼子に、水城は狂きよう喜き乱らん舞ぶした。


「ありがとー！　もっちゃん、しょうちゃん、すっげー感謝！」


「……わかったから店の中で叫さけぶな。恥はずかしい」


　万ばん歳ざい三唱をする水城は、店内の注目を浴びまくっている。兼子に叩たたかれながらも、嬉うれしそうに笑っている水城の姿に、杜もつられて微ほほ笑えんでいた。








　しばらくたわいのない話をして、杜は水城たちと別れた。


　だが、家には帰らず、杜の足は真っ直すぐに予備校へと向かっていた。


　日比野のことが、気にかかっていたからだ。


（……本当に補習なんてしてくれるのかな。からかわれてただけなんじゃ……）


　あれは本気だったのか、考えれば考えるほど杜には疑わしく思えた。いや、それどころか、現実だったのかすら、杜には覚おぼ束つかなくなっている。


　普ふ段だん、やや冷たいとはいえ常に紳しん士し的な日比野が、あんなことをするなんて、一夜明けた今では俄にわかには信じがたかったのだ。


　今日は日比野の講義がないことは知っていたが、教務課で彼の連れん絡らく先だけでも教えてもらえないかと、杜は予備校に着くなり受付に急いだ。


「あの、すみません」


「はい？」


　カウンターの向こうでなにやら書類を整理していた女性が、杜の呼びかけに窓口へと歩いてくる。


「すみません。日比野先生の連絡先を教えて欲しいんですけど」


「日比野先生の……ですか？」


　彼の名前が出るなり、受付事務員は露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。


「あ、あの！　先生にどうしても確かく認にんしたいことがあって……」


「それでしたら、来週には夏期講座が始まりますので、その時にでも講義室で伺うかがってください」


「それだと間に合わないんです」


　杜は困った顔で首を横に振ったが、彼女も仕事である以上、一歩も譲ゆずる気配はない。


「夏期講座の件の連絡でしたら、掲けい示じ板のほうに連絡もでています。そちらをご覧になってください」


「あの、でも……そこじゃ、わからないことなんです」


　なおも食い下がる杜に、彼女は呆あきれたように眉まゆ根ねを寄せた。


「日比野先生のご連絡先は、基本的に生徒のほうにはお教えしないようにと、先生のほうから強くお願いされておりますので。お引き取りください」


　確かに、日比野はメールアドレスも電話番号も一いつ切さい公開していない。彼ほどの人気講師ともなれば、好意にしろ途と方ほうもない数の問い合わせが殺さつ到とうしてしまうことは、わかりきっていたからだ。


「だけど、僕、なるべく早く日比野先生とお話ししなきゃならないんです」


「ですから……」


　多少イライラしたように受付事務員が言葉を返そうとした時だった。


「どうしたんですか？」


　柔やわらかな声が、彼女の言葉を遮さえぎった。声のするほうを杜が見上げると、背の高いハンサムがすぐ横に立っていた。


　手には黒いブリーフケースを下げ、きちんとした茶系のスーツに身を包んでいる。黒くろ髪かみは寸分の乱れも無くセットされ、銀のフレームの眼鏡の奥から、やや眉まゆ尻じりが下がった温和な瞳ひとみが杜を見つめている。


「蛯えび名なさん」


（？　誰だれだろう）


　講師ではこんなルックスのいい人など、日比野以外に見たことがない。きょとんと目を丸くしている杜に、蛯名と呼ばれた男はにっこりと微笑んでみせた。


（うっわ……綺き麗れいな笑顔）


　一いつ瞬しゆん、彼の背中に花が咲さき誇ほこったように見えた。それも、ちまちました小さい花ではない。バラだとか百ゆ合りだとか、そういう豪ごう華かな花ばかりだ。


「彼が、何か？」


「日比野先生の連絡先を教えてくれと言うんです。……いつものことですから、蛯名さんのお手を煩わずらわせるほどのことではありませんわ」


「あ、あの！……お願いします、どうしても、お尋ききしたいことがあるんです！」


　杜は両手を握にぎり締しめ、必死になって蛯名にそう懇こん願がんした。


「はぁ……」


「本当に困ってるんです。……お願いします！」


　あまりの勢いに一瞬蛯名は驚おどろいたようだが、少しの逡しゆん巡じゆんの後、杜の肩かたに手を置いた。


「こちらで少し、お話を伺いましょうか」


「……ありがとうございます！」


（よかった！）


　困こん惑わくする彼女を背に、蛯名は杜を受付から少し離はなれた場所まで連れて行った。


「私は蛯名龍りゆう二じといいます。日比野の秘書です」


「日比野先生の？」


　確かに日比野のレベルともなれば、秘書がいたとしてもひとつもおかしなことではないが、それがこんな美形だということに、杜は驚いた。二人で並んでいたら、杜などはとても近寄れそうにもない位だ。


「ええ。……ですから、かわりに用件を伺うことはできますよ。それではダメですか？」


「あ……はい」


　やはり直接話すということはムリらしい。杜はしぶしぶ頷うなずいた。


「そうだ。その前に、お名前と学年は？」


「幸村杜。高校二年生です」


「二年？」


　驚かれるのは毎度のことだが、一体いくつに見えていたんだろうと、杜は内心で情けなくなる。


「いや、失礼。それで、ご用件は？」


「日比野先生が、夏休みに特別補習をしてくださると夕べ仰おつしゃっていたんですけど、本当なのかと不安になって……予備校側には話さないようにとのことだったので、直接先生にご連絡したいと思ったんです」


「特別補習？」


　その単語に、蛯名の形のよい眉が片方だけピクリと動いた。


　それからまた、まじまじと杜の姿を上から下まで、やや無ぶ遠えん慮りよなほど眺ながめまわす。


（な、なんだろう……。子供にわかるんだろうかって、思われてるのかな）


　困惑する杜をよそに、しばしそうしていた蛯名は、ため息をつくと頷いた。


「そうですか。そんなことを……。少し、待ってくださいね」


　蛯名はそう言うと、上着の内ポケットから携けい帯たい電話を取り出し、すぐに耳元に当てた。短縮ダイアルでかけたその先は、おそらくは日比野本人だろう。


「日比野先生？……今大だい丈じよう夫ぶですか？　ええ。少々確認したいことがあるんですけど。……今、幸村杜くんと一いつ緒しよにいますよ。ええ。どういうことですかね」


　蛯名は言葉こそ穏おだやかだが、有う無むを言わさぬ口調でそう尋たずねている。しばし日比野との間でやりとりがあってから、蛯名は通話を切った。


「幸村くん？」


「はい！」


　ぴょんっと全身を跳はねさせるようにして直立不動の体勢になった杜に、蛯名はまた華か麗れいな微笑みで告げた。


「これから日比野の家に案内しましょう。どうぞ」


「あ……ありがとうございます！」


　杜は頰ほおを紅潮させて、蛯名に頭を下げた。








　日比野の自宅は、予備校からは車で十分ほどの距きよ離りにある瀟しよう洒しやなマンションだった。


　案外近いことに杜は驚いたが、生徒に直接押しかけられては迷めい惑わくなので、秘密にしてあるという。


　エレベーターで最上階まであがると、角の一室に通される。鍵かぎは、蛯名が持っていた。


「どうぞ」


「……お邪じや魔まします」


　おずおずとドアをくぐったが、玄げん関かんから真っ直ぐに続いている広い廊ろう下かには日比野の姿はない。立ち尽つくしている杜の横を通り、蛯名はさっさと廊下の右手にあるドアを開いた。杜も、慌あわてて靴くつを脱ぬぎ、その後を追った。


　そこは日比野の書しよ斎さいらしく、教官室と同じように大きな本ほん棚だなが壁かべ一面を占せん拠きよしていた。それから、大きなデスクが中央にある。奥の壁にかけられたカレンダーがわりのホワイトボードには、びっしりと今月の予定が書き込まれていた。


　ただ、決定的に違ちがうことは、それら全すべてのものが、見た目からして教官室のものよりも高価だということだ。飴あめ色いろに輝かがやいたどっしりとした机や本棚はアンティークのようで、決して華か美びではないが、どれも上品で美しいものだった。


「日比野先生、お連れしましたよ」


　日比野は椅い子すに座ったまま、パソコンのモニター越ごしにじろりとこちらを見た。眉み間けんに深く刻まれた皺しわに、彼の不機き嫌げんさがありありと見て取れる。


「特別補習とはどういうことですか？　私は聞いてませんけど」


「俺のすることを全部いちいちお前に報告する義理はない」


「だったら私にバレない程度にきちんと準備したらどうです。可哀かわい相そうに、幸村くんは私が来なければあそこで途方に暮れているところでしたよ」


「……幸村」


「は、はい！」


　名前を呼ばれ、びくんと肩を揺ゆらしながら、杜は答えた。


「なんで予備校に確認に行ったんだ」


「あの……その、先生に、もう一度確かく認にんさせて頂きたくて……」


「俺はやると言ったらやる。……信じられないか？」


「そ、そういうわけじゃなかったんですけど」


　泣きたい気持ちで杜は必死にいいわけをする。


　結果的に、日比野を疑ってしまったことは事実だ。こうして本人の目の前でそれを指し摘てきされると、杜は申し訳ない気持ちで胸が潰つぶれそうだった。


「なんの詳しよう細さいもなしに、信じられるほうがどうかしてますよ。……それに正直、今のスケジュールでよく他ほかに約束を入れられるもんですね」


　泣き出しそうな杜を、蛯名がそうフォローする。だが、日比野はまるで取り合う様子もない。


「俺がプライベートで何しようと勝手だろ」


「プライベート、ねぇ……」


　蛯名がため息をついた。


　日比野は立ち上がると、脇わきのプリンターから用紙を二枚手に取る。それと一冊のテキストを、杜の前に差し出した。


「一枚は両親への連れん絡らく用書面。もう一枚は小テストだ。来週までにやってこい。ああ、あと、場所はここだからな。帰りに確認していけ」


「……はい」


　渡わたされた書類とテキストは、確かな現実感を伴ともなっていて、杜は両手にしっかりとした重みを感じた。それと同時に、胸にじんわりと確かな喜びが湧わき上がってくる。


（ホントに、夏休みの間も日比野先生の授業が受けられるんだ……）


「それと、連絡用書面のほうに、事務所と一緒に俺の連絡先も書いておいた。メールと携帯電話。何かあったら直接こっちにかけろ」


　それから、まだ何か言いたげな蛯名を、じろりと日比野は睨にらみつける。しかし、蛯名は怯ひるんだ様子もなく、微ほほ笑えんで口を開いた。


「気まぐれもいいですが、幸村くんに迷惑はかけないようにしてくださいね」


　それに日比野は答えずに、同じように口元に笑みを浮うかべてみせる。


　ただ一人、真ん中にいる杜だけが、（やっぱり二人で並んでると、すごい絵になるなぁ……）と、ややズれた感想を抱いだいていた。










　一週間後の水曜日、杜はテキストとノートの入った鞄かばんを抱かかえて、日比野の住むマンションへと向かった。セミの声とまだ暑い午後の陽ひ射ざしが、家を一歩出るなり、杜を取り囲んだ。おそらくは今夜も、熱帯夜になるだろう。


　小テストもテキストの予習も、勿もち論ろんすでに済ませてある。レベルとしては、学校で習うものよりも格段に難しかったが、一学期の間に受けた授業の復習という感じだった。


　余よ裕ゆうをもたせて早く出すぎたのか、五時より十五分も前に杜は日比野の家に着いてしまった。その場でしばらく迷ったが、杜は結局その場で十分ほど、時間を潰すことにした。


　あまり早く押しかけても迷惑だろうと思ったし、心の準備をしたかったせいもある。


　授業は楽しみだし、嬉うれしくてたまらない。その一方で、一対一で日比野と向き合うということが、どうしようもなく杜を緊きん張ちようさせていた。


（ホントに日比野先生の部屋の前にいるんだ……僕）


　冷たい玄関のドアにそっと触ふれてみる。冷たく硬かたいドアは、確かにそこに存在していた。


（やっぱり手て土産みやげとか持ってくればよかったかな……。一応、プリントにあった授業料は持ってきたけど…）


　その値段は、ちょうど予備校の夏期講習の一講座分と同じくらいで、母親は特に不思議に思った様子もなく、杜に茶ちや封ぶう筒とうを渡してくれた。けれども、いつもの広い講義室ではなく、日比野の自宅で、しかも個人的に授業を行うのだから、普ふ通つうなら、同じ値段で済むわけがない。


（でも……なんでこんな特別補習に僕が選ばれたんだろう？）


　他にもこういう生徒はいるのかもしれないが、少数には違ちがいない。その中に自分が入れたことが、杜はラッキーだとは思っているが、自分でも不思議でならなかった。


　あれこれ考えていると、時間はあっという間にたってしまった。十分も外で立ち尽つくしていたせいで、杜の白い首筋にはじっとりと汗あせが浮かび始めている。


　チャイムを鳴らすと、すぐに日比野はドアを開けて杜を出で迎むかえた。


「来たか。……入っていいぞ」


「は、はいっ！」


　日比野の姿を目前にするのはこれで三度目なのだが、杜は未いまだにそのたびに心臓が跳はね上がる。


　今日の日比野は幾いく分ぶんラフな服装で、ライトグレイの半はん袖そでシャツに、ストレートデニムのジーンズ姿だ。いつもスーツしか見ていない杜には、かなり新しん鮮せんな姿だった。


　きっとこんな姿、他の生徒は知らないんだろうと思うと、なんだか嬉しくなる。


（私服もやっぱりかっこいいなぁ……）


　シャツの袖から覗のぞく腕うでが意外と逞たくましいことにも、杜は驚おどろいていた。道理で、あれだけ力強い筈はずだ。


「どうした？」


　しばし呆ぼう然ぜんと見み惚とれていた杜は、日比野の声にはっと正気に戻もどる。


「よ、よろしくお願いします！」


　杜はぎくしゃくと会え釈しやくすると、玄げん関かんで靴くつを脱ぬいだ。


　日比野は今日は書しよ斎さいではなく、その隣となりの部屋へと向かう。後を付いていくと、そこは広いリビングルームだった。左奥には、ダイニングキッチンもある。


　きちんと片付いた、モデルルームのような部屋に、杜はまた驚く。確か一人暮らしのはずなのだが、机の上の乱雑さから考えると、予想外なほどに部屋は整理整せい頓とんされていた。


（家事とか、自分でしてるのかな。あ、それとも、蛯名さんが手伝ってるのかな？）


　そんなことをアレコレ考えている杜に、日比野が声をかける。


「こっちだ」


　ソファセットの傍かたわらの、高めの丸いテーブルの前に置かれた椅い子すに、杜は座った。目の前の窓からは、レースのカーテン越ごしに青い空が見える。


　テーブルの全体は木製で、表面に白と赤のまじりあった大理石をはめ込んであるテーブルは、コーヒーテーブルというよりは、カードゲームやチェスをするためのもののような雰ふん囲い気きだった。これもまた、書斎にあったものと同様に、随ずい分ぶんと値が張りそうなシロモノだ。


　テーブルのまわりに置かれた椅子はどれもバラバラで、アンティークということと、全体的な雰囲気だけが共通している。おそらく、相当日比野はインテリアに凝こるタイプのようだ。


「小テストはやってきたか？」


「はい」


　杜がプリントを渡わたすと、日比野はそれを一いち瞥べつしてから、二つ折りにした。どうやら今目の前では採点はしないらしい。


「で、テキストでわからなかったところは？」


　予習はしてあるのが当然といった態度で、日比野が尋たずねた。


「あ、ええと、二つあったんです。問２と６のところで……」


「そうか。じゃあ、一応最初から解いていってみろ」


　日比野はそう言うと、広げた杜のテキストの一問目を指差した。長い指先に、一いつ瞬しゆん杜は目を奪うばわれる。大好きな数学の問題に取り組んでいるというのに、すぐに意識は日比野に囚とらわれそうになる。


「証明問題は苦手か？」


　日比野の言葉に、杜は「少し……」と答える。


「因数分解とか、三角関数のほうがスキです」


「まぁ、苦手でも証明問題は避さけて通れないからな。今のうちにみっちりやっとけ」


　日比野はそう言うと、少し愉ゆ快かいそうに笑った。


　それから一時間ほどは、杜は数学に没ぼつ頭とうしていた。テキストが終わり、とりあえず一段落したところで、日比野は席を立った。


　そして、ゆっくりとタバコに火をつけ、杜のすぐ横に立つと、テーブルに軽く腰こし掛かける。


「どうしてここに来た？」


「え」


　迷めい惑わくだったのだろうかと、杜の表情が曇くもる。だが、日比野の言葉の意味は違うことを指していた。


「あんなことされて、怖こわくなかったのか？」


　からかうような日比野の言葉に、あの日の醜しゆう態たいが一度に思い出され、杜は耳まで顔を赤くした。


「え、だって……テストってことは、もうしないかなって、思って」


「授業中だって途と中ちゆう経過を見るためのテストはするだろう」


「そ、そうですけど」


　そう言われてしまうと、杜としては困ってしまう。


　どうしていいかわからずに、おろおろとうろたえている杜を、楽しそうに日比野は見つめている。タバコの苦い煙けむりが、杜の鼻先を掠かすめていく。


「あの、びっくりしましたけど、その、どうしてかわからなかったし……怖くなかったといったら、噓うそになりますけど……でも」


「でも？」


　杜はそう語りながら、必死で考える。


　何な故ぜ、それでもここに来たのか。それは……。


「……先生に、会いたかったから」


　するりと口から出た結論に、杜は自分でも少し驚いた。


　そうだ。ただ、それだけのことだった。


「好きなのか？　俺のこと」


（好き？）


　くいっと顎あごを持ち上げられて、まっすぐに見つめてくる日比野を、杜は呆あつ気けにとられた顔で見つめ返していた。瞬まばたきも忘れたような黒い大きな瞳ひとみが、今にも転がり落ちそうだ。


（好きって……どうして？）


「違うのか？」


　日比野にもう一度問われ、杜は顔を赤らめたまま、小首を傾かしげた。


「あの、ごめんなさい。そういうのって、よくわからなくて……」


　自分でも恥はずかしいとは思うが、杜は初はつ恋こいもした覚えがない。


　当然、交際などしたこともなければ、興味をもったことすらなかった。同級生が、バレンタインやクリスマスで大おお騒さわぎするのを、いつも横目で見ていただけだ。町を歩くカップルに対して、羨うらやましいという感情もロクに抱いだいたことが無い。


（恋れん愛あいって、そんないいものなのかなぁ……？）


　そんな風に、不思議に思うだけだった。


「じゃ、お前はああいうこと、誰だれとでもするのか？」


「それはない……と、思います」


　杜はさすがに眉まゆ根ねを寄せ、日比野の言葉を打ち消した。


「ごめんなさい、僕、ちょっとニブいから。数学みたいに、はっきり答えがでるものはいいんですけど、そういう『恋愛』とかって、よくわからなくて……」


　欠けつ陥かん人間と笑われてしまうだろうか。それとも、幼いと呆あきれられてしまうだろうか。


　クラスメイトには言われなれていることだけれども、日比野にそう判断されるのは、杜には辛つらかった。


　そんな恐おそれに震ふるえつつ、杜はそう言った。


　しかし、日比野はそんな杜をおもしろそうに眺ながめると、タバコの火を灰皿で押し潰つぶした。薄うすい煙が、まだ消えない火の存在を訴うつたえるように、白く立ち上っていく。


「じゃあ、『好き』を証明してやろうか」


　日比野の指先が、杜のふっくらとした唇くちびるをなぞっていく。ひんやりとして、ややざらついた皮ひ膚ふの感かん触しよくに、杜の肌はだが震えた。


「どんな感じがするか、言ってみろよ」


「……どきどき、してます」


「どこが？」


「心臓……のとこ、です」


　杜が答えると、ご褒ほう美びのように、今度は日比野自身の唇が杜に触ふれた。


　タバコの匂においがする唇は、しっとりと杜の唇全すべてを覆おおうように重なっている。


「これは？」


　唇の動きが肌でわかるほど至近距きよ離りでの囁ささやきに、杜はより一層早くなる鼓こ動どうを感じながら、たどたどしく答える。


「えと……柔やわらかくて、気持ちいいです……」


　そのまま、幾いく度ども角度を変えて、キスは繰くり返される。


　少しずつ深くなる接吻くちづけに、杜は蕩とろけそうな思考で、精せい一いつ杯ぱい今の状じよう況きようを考える。


「さっきより……頰ほおが、熱いです。……なんか、背中が、ぞくぞくして……」


　言葉にするために、身体からだの隅すみ々ずみまで感覚を鋭するどくしているせいで、余計に杜は感じやすくなっているようだった。


　軽く太ふと股もものあたりを撫なでられるだけで、じん……とそこから痺しびれるような熱が全身に伝わっていく。


　気づけば、杜は自分から舌を差し出すようにして、日比野の唇に応こたえていた。柔らかな舌が絡からみ合うたびに、身体の中に電流が走る。


「……ん……っ」


　軽いキス、深いキスと、繰り返される接吻け。――そして、否いや応おうなく、日比野に触れられることを、自分が喜んでいることに気づかされる。


　杜は、無意識のまま、両手で日比野の腕うでにすがり付いていた。もっと、触れて欲しかったのだ。もっと近く、すぐ傍そばで……。


「……先生ぇ……」


　自分でも驚おどろくほど、甘えた声で杜は日比野を呼んだ。すでにその目は、快楽にしっとりと潤うるんでいる。


「気持ちいいか？　幸村」


　日比野の問いかけに、杜は素す直なおに頷うなずいた。その反応に、満足げに日比野は笑い、杜のシャーベットオレンジのシャツの裾すそに手をかけた時だった。


「日比野先生」


　コンコンと、ノックの音と同時に、蛯名の声がした。


「！」


　杜はびくんと身を竦すくませ、日比野はしぶしぶといった態度で手を離はなす。


「入れよ」


「お邪じや魔ましますね。そろそろ時間ですけど」


　蛯名は今日もきちんとしたスーツ姿で、にこやかに杜に向かって微ほほ笑えみかけた。そうして立っているだけで、まさに『立てば芍しやく薬やく』といった風ふ情ぜいだ。


「あ、はいっ！　す、すみません」


　腕うで時計を見ると、確かにそろそろ終しゆう了りよう予定の時間だった。杜がテキストとノートを片付けている間に、日比野は蛯名に向かって、おもしろくなさそうに抗こう議ぎしている。


「別にこの後たいした予定があるわけじゃないだろ。なんでお前が来るんだ」


「いえ、うっかり書類を一枚お渡わたししそびれてまして。何か不都合でもありましたか？　きちんと、終わる時間を見計らったつもりですけど」


「どれだ？……ああ、次の執しつ筆ぴつ依い頼らいか」


「ええ、返事は来週中だそうです」


　渡された書類にざっと目を通している日比野と、傍かたわらの蛯名の姿を見ながら、ようやく杜は落ち着きを取り戻もどしつつあった。


「あの、先生。今日はありがとうございました。また、来週よろしくお願いします」


「お疲つかれ様、幸村くん」


「どうも。……失礼します」


　鞄かばんを両手で抱きしめるようにして、杜はそそくさとリビングを出て行く。……さっきよりは頭は冷えてきたけれども、まだ、どきどきは収まらない。


「幸村！」


　名前を呼ばれて振ふり返ると、日比野はドアに片手をかけて、こちらに向かってあのどこか人の悪い笑みを浮うかべている。


「……さっきの証明問題は、来週までの宿題だ。ちゃんと、考えてこい」


　……なんだか、また熱がぶり返しそうだった。








　電車をのりつぎ、自宅近くの駅に着いた杜は、そこで初めて携けい帯たいにメールが入っていたことに気づいた。マナーモードに設定していたせいで、わからなかったのだ。


　水城からのメールは、短く一言、『でんわくれ』とある。


　用事があるならそれをメールすればいいような気もするが、携帯メールで長文を打つのを極きよく端たんに嫌きらう水城なので、仕方がないことだ。


　そのかわりに、水城のメールを補うように、兼子からメールが続いて入っていた。


『水城からの連れん絡らくは、例の合コンの日程の件。来週の木曜日、午後二時に渋しぶ谷やで待ち合わせ。以上』


　なるほどと思いながら、杜は水城に電話をかけた。


『もっちゃん？　あ、あのさー！　合コンの日程決まったよーん！』


　電話のむこうで、水城はかなり浮かれた調子だ。この勢いで兼子にも電話をしたとしたら、さぞかし兼子は電話口で迷めい惑わくそうな顔をしていたことだろう。


「木曜日の午後二時に渋谷なんだって？」


『えっ！　っつか、なんでもっちゃん知ってんの？　すっげー！　エスパー!?』


　大おお袈げ裟さに驚く水城に、杜は苦く笑しようしながら答える。帰宅する人々の間を、ぶつからないように気をつけながら、商店街を杜は歩きつづけた。


「兼子からメール来てたんだよ」


『あ、そっかぁ。あいつ、やるなぁ。……で、大だい丈じよう夫ぶそう？』


「うん。木曜日ならあいてる」


『よぉっかぁったぁ！　あ、あのさ、きいてよきいてよ！　俺のダチ……吉よし村むらっていうんだけどさ、なんか奴やつが言うには、彼女も楽しみにしてるって！　もぉ俺、すっげーどきどきしてきた！　やべーよ、どうしよ！』


　はしゃぎまくる水城に、杜はふと先ほどの宿題を思い出す。


　水城は元から彼女が欲しいといつも話していたし、Ｓ女に行きたがったのも、女の子の知り合いを欲しがったからだ。兼子は自分と同じで、あまり興味があるように思えないし、恋愛に関しては水城のほうが一日の長があるように思えた。


「……あのさぁ、『好き』って、どうやったら証明できるのかなぁ」


『へ？』


　杜の唐とう突とつな問いかけに、水城はまるまる三十秒間絶句した。


「いや、水城ならわかるかなぁって思って……好きって、どういうものなのか」


　電話の向こうで、水城が唸うなっているのがわかった。彼にしてみれば自明の理のことを、何なに故ゆえにわざわざ考えなければならないのか、理解に苦しんでいるのだろう。


『会えると嬉うれしくって、幸せな気持ちになるってことじゃね？　そりゃ、俺もっちゃんのことダイスキだし、会うの嬉しいけどさ、こう、胸がほわーってするような、それでいてすっげードキドキするとかさぁ、なんつーかなぁ……そういう気持ちにはならねぇじゃん』


「うん。……それはなんとなく、わかるんだけど」


『あ、あとさ！　その人のこと、一日で何回考えるかって数えるっていいんじゃね？　もっちゃんにはわかりやすそう』


　その指標は、確かに杜としてもかなりわかりやすいと思えた。さすが友人が多いだけあって、水城の人間観察能力はバカにはできないようだ。


『何の理由もないのに、しょっちゅう考えちゃうっての、けっこう好きなのかもしれねぇよ。あ、やべ、俺すっげー大発見!?』


「そっかぁ……うん。それなら俺にもできそう。ありがとね、水城。さすがだなぁ」


　しきりに頷いて感心する杜に、水城は『あのさ』と、少しだけ声のトーンを抑おさえて尋たずねる。


『……もっちゃん、気になる人でもいんの？』


　だとしたら大事件だ！　という期待をこめて尋ねられ、今度は杜のほうが唸る番だった。


「……まだ、よくわかんない。だから、考え中。ごめんね」


　結論が出ていないことを簡単に話す気にはなれなくて、杜はそう断った。


『そっか。ま、いーって。もっちゃんにはもっちゃんのペースがあるもんな。たださ、なんかあったら、いつでもこの俺に相談してくれちゃってかまわないからさ！』


「ありがと」


　水城の言葉に、杜はふんわりと笑った。


　彼のこういう懐ふところの広いところが、本当にありがたいと思う。


　人付き合いが苦手な杜が高校生になってからというもの、昔よりずっと学校が楽しくて、居い心ごこ地ちがいいのは、間ま違ちがいなく彼のおかげだった。


（水城の恋こいが、うまくいくといいなぁ……）


『じゃ、また電話するわ。来週よろしくなー！』


「うん。俺も応おう援えんしてるから、頑がん張ばってね」


　杜の言葉に、水城は元気良く『おう！』と答えて電話を切った。


　携けい帯たい電話を鞄にしまってから、杜は歩きながら先ほどの水城の言葉を考えてみる。


　日比野に会いたいと思うのは、確かだ。


　でも、その時間は、楽しくて幸せなものなんだろうか。


　楽しくないとは言わない。充じゆう実じつした数学の授業は、心が浮き立つくらい楽しい。日比野の声をきけるのも、姿を見られるのも嬉しい。


　……でも、幸せとは、杜には言い切れない。


　嬉しいとか、それだけじゃない。ドキドキして……苦しくて、怖こわい。


　触さわられると、熱でもあるみたいに、全身が赤くなって、頭がくらくらする。


（『好き』っていうより、これじゃ病気みたいだよなぁ……）


　けれども、日比野が『特別』だというのは確かだ。


　名前を見るだけで、心が騒さわぐ。姿が見たいと思う。本当は、今日帰るのも、少し悲しかった。来週まで、もう声をきくことはできない。


　自分がこんなに、特定の誰だれかにこだわったのは、生まれて初めてだった。


　でもそれが、尊敬なのか、恋なのか……。


　杜にはやはり、自分では区別がつかないのだ。


　帰り道、すれ違うカップルを、杜はふと足を止めて見送る。


　あの二人は、最初はお互たがいの『好き』をどう意識したんだろう。『好き』なら、あんな風に楽しそうに笑ってられるんだろうか？


　そう思うと、やっぱり杜には不思議でならない。


（とりあえず明日から、カウントとってみよう）


　そう心に決めると、次し第だいに暗くなる家路を、杜は足早に急いだのだった。










　それから、三日後。杜は、姉の峰子に連れられて、渋谷のデパートの中にいた。


「だって、杜が夏休みでも、私は昼間は仕事なのよ？　岳やお母さんばっかり杜と一いつ緒しよにいられて、ずるい！　」


　そう唇くちびるを尖とがらせて、峰子は激しく主張した。女性向けの売り場に一緒に行くのは少し気き恥はずかしいのだが、そうまで言われては無下にもできず、杜は姉の買い物のお供としてやって来たのである。


「杜、次は西せい武ぶ行くからね～！　夏の洋服って、可愛かわいければ安物でもいいけど、靴くつばっかりはねぇ。いい加減に買うと、足痛めたりするし」


　すでに姉と杜の両手には、大きな紙かみ袋ぶくろが提さげられている。久しぶりだというのはわかるが、それにしてもパワフルな買い物ぶりだ。


「ボーナスで全然買い物してなかったんだもん。ちょっとくらい、気晴らしよ」


　峰子はそう言うと、控ひかえめな胸をそらせた。


　今日は華はなやかなミントブルーのタイトスカートに、ぴったりとした白のホルターネックシャツを着ている峰子は、スレンダーな体つきのなかなかの美人だ。


　背せ丈たけは杜よりも少し低いが、七センチヒールのサンダルを履はいているため、身長差はほとんどない。長い茶ちや髪ぱつをすっきりとアップにし、ビーズのアクセサリーをいくつもつけている峰子は、明るい色使いのメイクも手伝って、年ねん齢れいよりもかなり若く見えた。


「まだまだギャルには負けないわよっ」


　意気込みも荒あらく、先ほどは１０９で全フロアを制せい覇はしてきたばかりだ。杜はまだ各店てん舗ぽごとバラバラに、しかも大音量でかかりつづけている音楽に、耳が少しおかしくなっているようだった。


「別にムリしなくたって、お姉ちゃんは充じゆう分ぶん若くて綺き麗れいだよ？」


「やーん。ほんと杜ったらいい子！」


　お世辞のつもりではなく、心から思った通りのことを述べただけなのだが、峰子は喜んで杜の腕うでに自分の筋肉でひきしまった腕を絡からめてきた。


「相変わらず細いわねぇ。ちゃんと食べてる？　夏バテしてない？」


「大だい丈じよう夫ぶだよ」


「そう？　杜は身体からだが弱いから心配だわ。ちっちゃい頃ころだって、幼よう稚ち園えんを何度も早退してたもんね。杜ったらあの頃、お姉ちゃんて言えなくて、ねーたんねーたんって可愛くってねー。あ、今も勿もち論ろん可愛いけど！」


「お姉ちゃん……」


　年齢が七歳も離はなれている弟では、もともと姉に対して勝ち目なぞないが、こうしていつもいつも子供の頃の話を持ち出されると、そのたびに頰ほおが赤らんでしまう。


「だって、可愛いんだもの。さっきだって店員さんに、おそろいでどうですか？　って可愛いシャツ勧すすめられたのに、杜ったら断っちゃうし」


「だって、いらないよ。それに女物でしょ？」


　いくら自分がそれほど姉と体型が変わらないとはいえ、さすがにそれは抵てい抗こうがある。しかし、峰子はちっちっちっと指を振ふって、杜に「わかってないなぁ」という顔をする。


「最近のおしゃれさんは、男の子でも女物着るのよ？　スカート穿はいたりだってしちゃうんだから」


「それはごく一部の人の話でしょ。それに僕、もう今年で十七歳なんだよ？」


「それが？」


　にっこり笑って流されてしまい、杜は二の句が継つげなくなった。


　この姉に、どうしたって口で勝てるわけがないのだ。


　人ごみで溢あふれた雑ざつ踏とうをすり抜ぬけ、次の目的地であるデパートの自動ドアをくぐる。その途と端たんに、ききすぎなほどのクーラーの冷気が、一気に全身を包んだ。


「じゃ、二階に行くからね。……杜？」


　一階の売り場の前で、ふと足を止めた杜を訝いぶかり、峰子が振り返った。


　そこは、紳しん士しもののブランド店だ。ストリート系のがちゃがちゃした彩さい色しきではなく、落ち着いたモノトーンの配色が多い、やや大人っぽい雰ふん囲い気きの洋服が、店頭にいくつも飾かざられている。その一つの、ダークグレイのサマーニットを、杜はじっと見つめていた。


（日比野先生に、よく似合いそうだなぁ……）


　彼の、細いようでいて意外と逞たくましい胸むな板いたや、広い肩かたを、その服はより引き立ててくれそうだと思った。……それから、自分がまた日比野のことを考えていることに気づく。


（今朝からこれで、六回めかぁ……）


　一昨日おとといは二一回、昨日は一七回。他ほかの人より多いということは、すでに実験結果としてはっきりと表れていた。


　特に意識しているわけでもないのに、ふとした瞬しゆん間かんに、日比野のことをすぐに連想してしまう。


　水城の勧めでカウントをしてみた杜は、自分でもその回数があまりに多いことに改めて気づかされ、自分でも驚おどろいていた。


（……『好き』なのかなぁ。それに、大体先生は、僕のことどう思ってるんだろう）


　それは、最初からずっと頭から離れなかった疑問だ。


　何な故ぜ、自分を選んだのだろう？　それに、……あんなこと、したのだろう。


（こないだだって、もしも蛯名さんが来なかったら……また、あんな風に触られてたのかな）


　今でも思い出すと、心が疼うずく。


（『好き』じゃなかったら、キスなんて、しないよね……）


　繰くり返される接吻くちづけと、甘い囁ささやき。ぼやけた視界で間近に見た、日比野の薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみ。そんなものが、今も杜を捕つかまえて離してはくれない。


（でも、先生にとっては、なんでもないことなのかな。……ただの遊びでできることなのかもしれない。先生なら、そりゃ、すっごくモテるだろうし……）


　よくは知らないが、世の中にはそういう人種もいるということは、杜も知っている。


　心を伴ともなわなくても、身体を重ねることはできるということくらい。


『特別』でも、なんでもない。たまたま、自分がそこにいただけのこと……。


「杜？　どしたの？……泣くことないじゃない。そんなに欲しいなら、お姉ちゃんが買ってあげるから！」


「え？」


（僕、泣いてた？）


　慌あわてて頰に手をやると、確かに涙なみだが一筋、伝い落ちていた。そんな自分に、杜はびっくりする。


　すっかり勘かん違ちがいした姉は、杜の手をとると、ずんずん売り場に歩いていってしまう。


「え、違、そういうわけじゃなくて……」


　杜が背中から訂てい正せいするが、すでに峰子は聞く耳をもたない。


「いーからいーから！　杜も少しは大人っぽいおしゃれとかもしたほうがいいわよね。任せなさい！」


　そう言うと、峰子はさっさと定員に話しかけ、飾ってあるニットを持ってきてもらった。杜が口を挟はさむ隙すきもない。


　実際、杜はこんな大人っぽいブランドの店で洋服を買ったことなどなかった。おしゃれに興味があるわけでもないし、第一値段が高すぎる。


「杜は背は低いけどバランスはいいから、絶対似合うわよ」


「そう……かなぁ」


　正直、日比野のところを訪おとずれる時、あまりに子供っぽい洋服しかない自分が杜は少し気になっていた。


「ご試着だけでもいかがですか？　着てみると、イメージがまた変わりますよ」


　マヌカンの女性はそう言うと、杜のサイズに合わせて他にもＴシャツやカットソーを用意してきてくれた。どれも美しいカッティングをした、モダンなデザインだ。


　童顔でチビの自分が着こなせる自信がとてもなくて、気き後おくれする杜の背中を、峰子がバシッと叩たたいた。


「いーから、袖そでだけでも通してみなさいよ。値段のことなら、心配しなくていいんだから」


「……うん」


　痛みに痺しびれる背中を擦さすりながら、杜はしぶしぶとフィッティングルームのカーテンをくぐった。


　着てみると、立体的な裁断のせいか、シャツはしっくりと杜の身体に馴な染じんだ。それどころか、華きや奢しやですんなりとした杜の身体つきを、より引き立ててくれる。


「あら、似合うじゃない！　うん。ぐっと大人っぽい感じする！」


　カーテンを開けた峰子は、一目見るなりにっこりと笑った。


「そうかな？　おかしくない？」


「全然。あ、せっかくだから、パンツも一いつ緒しよに見せてもらいましょうよ」


「え、ええっ？」


　慌てる杜にかまわず、さらに峰子は店員に他のものを持ってきてもらうように頼たのんだ。そして、彼女がいなくなった隙に杜に近寄ると、そっと小声で囁く。


「ね、好きな人できたんでしょ？」


「……なんで？」


　杜は目を丸くして、峰子に尋たずねた。


　自分でもよくわからないことが、どうして姉には断言できるのか、杜は不思議でならなかったからだ。


　子供のように首を傾かしげる杜に、峰子はクスクスと笑いながら答える。


「最近そわそわしたり、ぼーっとしたり。で、ちょっとおしゃれに目覚めてみたりしたら、そりゃそうだと思うわよ。岳なんか、心配してた」


「……そうなの？」


　兄までそんな風に思っていたのかと、杜はつくづく驚いてしまった。


「でも、心配って、なんで？」


「そりゃあ……杜が傷つくのは、イヤだもの」


　その言葉に、杜はますますワケがわからないという顔をした。


「恋れん愛あいって、嬉うれしくて楽しいものじゃないの？」


　少なくとも、水城はそう言っていた。けれども峰子は、ん～、と困ったように眉まゆ根ねを寄せて、少し笑った。


「そりゃ、嬉しくて楽しいってこともあるけど、辛くて苦しいこともあるのが恋こいでしょ。自分が好きでも、相手がそうじゃなかったりすることもあるし。両思いでも、お互たがいに上手うまく相手を理解してあげられなかったり」


「ふぅん……」


　杜はどこか曖あい昧まいな返事をした。


　嬉しくて楽しいのに、辛くて苦しいもの。


　一見すると共存しないような両りよう極きよ端くたんのものを、同時に感じること……そんな経験は、杜にもある。


　どことなく寂さびしげな顔をする峰子に、杜は小首を傾げて尋ねた。


「お姉ちゃんは、好きな人っているの？」


「まぁねぇ。いたりいなかったり。今のところは、片かたっ端ぱしからクツ履いて試ためしてるシンデレラってとこかしらね～」


　そう峰子は嘯うそぶいたが、それからふと、杜に向かって柔やわらかな笑えみを浮うかべる。


「昔っから、おやつでも服でも、どれか選べって言われると困って泣いちゃう子だったあんたが、『この人』って思える人に出あったのなら、大事にしなさいね。お姉ちゃん、応おう援えんするから」


「……ありがとう」


　はにかみながら、杜はそう礼を言った。





　結局、細身のＴシャツを二枚と長袖のシャツを一枚買ってもらい、会計を済ませた時だった。店に入って来た二人連れに、杜の目は釘くぎ付づけになる。


　壁かべに貼はってあるポスターからそのまま出てきたかのような、長身でハンサムの二人連れは、おそらくは誰だれもが目を惹ひきつけられただろう。


「先生……と、蛯名さん」


「あれ、幸村くん」


　今日は暑いせいか、蛯名はペールブルーの細かいチェックのシャツにノーネクタイで、日比野は黒い細めのサングラスをかけていた。


「こんにちは。いつもありがとうございます」


　会計をしていた店員が、二人の姿に深々と頭を下げる。彼らは、どうやらここの常連らしかった。


「どうも。今日はスーツと、それからパンツを一つお願いします。そうですね、夏ですし、少し明るい色のものを」


　蛯名がてきぱきとそう注文すると、彼女はすぐにその場を離はなれた。


「著者近きん影えいとか、テレビみたいな表に出る仕事の時は、専もつぱらここのスーツに決めているんです。でも、幸村くんも好きだとは思わなかったな」


「あ、いえ、初めて来たんですけど……なんか、かっこいいなって」


　その言葉に、杜は気き恥はずかしさを感じて俯うつむいた。日比野に似合うと思った自分の直感は間違っていなかったわけだが、これではアイドルファンの少女が、彼と同じブランドを買い求めるのと同じような気がしたからだ。


　それに、元々好きなんですと言い張ろうにも、今の杜は子供っぽいブルーに紺こんのボーダーシャツに、ただのだぼっとしたハーフパンツで、足元はスニーカーという出で立ちだ。この店内では、異色もいいところだった。


　一方、日比野はどこか不機き嫌げんな表情で、じろりと杜たちを見ただけで、まだ一言も発してはいない。サングラスをゆっくりと外すと、パンツのヒップポケットに引っ掛かける。


「こちら、僕がお世話になってる日比野先生。えと、姉です」


「どうも、いつも弟がお世話になってます」


　峰子は朗ほがらかに挨あい拶さつをするが、日比野は黙だまったまま会え釈しやくをしたのみだった。すぐに杜たちには背を向け、試着室へと向かってしまう。


　言葉を拒きよ絶ぜつする後ろ姿に、杜は唇くちびるを嚙かむ。怪け我がをしたわけでもないのに、胸の奥がずきんと痛んだ。


「幸村くんのお姉さん？　よく似てますね」


「ええ。近所じゃ美人姉妹って有名で」


「お姉ちゃん！」


　恥ずかしいこと言わないでよ、と杜が慌あわてて姉の腕うでをひっぱる。


「それじゃあ、失礼します」


　お邪じや魔ましては悪いと、杜は今度は逆に峰子の手を引いて、店内を足早に後にした。


　このままここで無視され続けていたら、また泣き出してしまいそうだったからだ。


「素す敵てきな人ねぇ、あの、蛯名さんだっけ」


　最初の目的地である婦人靴ぐつ売り場に向かいながら、ほうっと峰子はため息交じりに呟つぶやいた。


「先生もかっこいいよ」


　ついムキになって言い返す杜に、途と端たんに峰子は眉まゆをひそめる。


「でもあの人、ちょっと性格悪そうよ。杜が憧あこがれてる先生なのは知ってるけど、…いじめられてない？　大だい丈じよう夫ぶ？」


「だ、大丈夫だよ」


「だってあの人、杜に笑いかけもしなかったわよ」


　峰子の言葉が、鋭するどく杜の胸を抉えぐった。


　……そして脳のう裏りに、あの冷たい背中が蘇よみがえる。


「プライベートで生徒に会うの、嫌きらいなんだよ。……ほら、早く選ばないと、家に帰るの遅おそくなっちゃうよ」


　杜はそう言うと、また早足で歩き出した。


　バカにされたのかもしれない。こんな大人の店は、まだお前には早すぎるのに、と。


　あるいは単純に、会いたくなかったのかもしれない。


　一いつ瞬しゆんでも、日比野が自分に好意をもっているかもしれないなどと思ったことが、恥ずかしくてたまらない。


　日比野が自分を迎むかえてくれるのは、週に一度のあの決まった時間のことだけなのだ。それ以外の日比野の姿など、望んではいけないのだろう。


　そう思うと、杜の瞳ひとみにまた涙なみだが滲にじんだ。


　恥ずかしくて、情けなくて。


　日比野に会えたことは嬉しいのに、今はやるせない気持ちばかりが胸に溢あふれてくる。


　これが『好き』という気持ちなら、ただ辛いだけだ。


　杜はそう思いながら、ぐっと奥歯を嚙み締しめていた。










　次の授業の日、杜は少し迷ったが、普ふ段だん通りの服装で出かけた。


　杜を出迎えた日比野は、意地の悪い笑みを浮かべて、「あの店のじゃないな」とぼそりと杜に言った。


「…………」


　杜は目を伏ふせたまま、日比野と視線を合わせない。


「偶ぐう然ぜんお会いして、びっくりしました。……蛯名さんがいつも選んでるんですか？」


「あいつはうるさいからな。色々。……お前のは、あの姉さんの見立てか？」


　杜は頷うなずき、無言のまま椅い子すに腰こし掛かけた。テキストとノートを開き、さっさとこの話題を終わらせようとする。しかし、日比野の言葉は止まらなかった。


「若作りした女だな。頭からっぽそうな」


　その言葉に、さすがに杜はむっとしてしまう。


「……そういうの、失礼です」


　だが、そう言う杜の顔は、泣きそうな表情をしていた。


　姉をバカにされたのは嫌いやだったし、腹もたつ。けれどもそれ以上に、反はん抗こうすることで日比野に嫌われるのも怖こわかったし、そんなことを日比野が言うということも、悲しかったのだ。


　帰れと言われてしまうだろうか。そんなことに怯おびえながらも、杜は日比野を見つめる。


　しかし、日比野は少しの躊躇ためらいの後、ぽつりと口を開いた。


「……悪かった」


　これほど素直に謝られるとは、かえって予想外のことで、杜は目をしばたたかせる。


　日比野はゆっくりと向かいの椅子に座ると、いつものタバコに火を点つけた。それから、紫し煙えんを吐はき出すと同時に、口を開く。


「俺はたいして家族なんて大事に思ってないからな。お前もそうだとは限らないのに、悪いことを言った」


「…………」


　杜は黙りこくっていた。しかし、日比野は意に介かいしていない様子で、珍めずらしく自分のことを話し始めた。


「俺の実家は長野なんだがな、なんでも昔は庄しよう屋やだったとかなんとかで、今でもその辺の土地は全部俺の家の持ち物なんだ。親おや父じも爺じいさんも県議会議員だとかそんなのばっかりで、家には利権目当ての奴やつらがうようよしてた」


　日比野はそう言うと、心底軽けい蔑べつするような眼まな差ざしで、一いつ旦たん言葉を切った。


「生まれた時から、俺はもうその家の道具として数えられてた。いかに柿かき崎ざきの家の財産を増やすかってことだけのためにな」


「柿崎？」


　耳慣れない苗みよう字じに、杜はそう問い掛けた。


「日比野は母親の旧きゆう姓せいだ。家を出てからは、柿崎の名前は使ってない。今ごろは、姉貴の旦だん那なが継ついでる筈はずだ」


「…………」


　それほどまでに、日比野は実家を忌き避ひしているのだ。杜は自分が、自分の苗字を捨てるということがどういうことなのか考えてみた。自分の家族を捨て、名前を捨てる。それは並々ならぬ覚かく悟ごのいることだろう。


「……高校生になった時に、俺の従兄弟いとこが亡なくなった。まだ二七歳で、俺の兄貴みたいな人だった。あの家の中で、俺が唯ゆい一いつ心を許してた人だ」


　そう語る日比野の瞳が、少しだけ剣けん呑のんな色が薄うすくなり、柔やわらかなものになる。しかしそれも、一瞬のことだった。


「従兄弟には婚こん約やく者がいた。……勿もち論ろん、政略的なもんだ。地元の大病院の一人娘むすめで、婚約は強制的なものだったけど、二人は本当に愛し合ってた。でも、従兄弟が死んで、告別式の席で、……親父は、俺を彼女の婚約者にしたんだ」


「…………」


「当人の気持ちなんてカケラも気にしちゃいない。奴らは金のためならなんだってする……俺がそう確信したのは、その時だった」


　タバコの灰が、自分の重みに耐たえ切れずに、灰皿の中で崩くずれ落ちた。


　語る日比野の声はあくまで淡たん々たんとしていて、耳で聞いているだけならば、まるで他人の話をしているかのようだ。しかし、瞳は熱く、いまだ冷めない怒いかりを湛たたえていた。


　それから日比野は、東京の大学の数学科に進学した。経済か法学に進めという父親の命令に逆らって、だ。


　勘かん当どうを言い渡わたされた日比野は、バイトをしながら大学に通い、教職免めん許きよを取った。しかし、学校の教師になろうとは思わなかった。幼い頃ころから植え付けられた『体制』への不信感が、彼にそうさせたのだ。


　翻ひるがえって、杜はといえば、幼い頃から家族に心から愛されて育った。家族の中で一人だけ、運動が苦手で身体からだの弱い杜を、否定することなく気き遣づかい、見守ってくれた。


　杜が幼い時、家族で富ふ士じ山さんに登ったことがある。最後は父親の背中におぶわれて見たあの景色を、杜は今でも忘れられない。


　いつも見ている景色とはまるで違ちがう、はるか高いところから見る世界は、震ふるえるほど広く、果てしなく思えた。


　言葉も無い杜に、父親は静かに言った。――この景色を見るために、登り続けてるんだ、と。


　そんな父親を杜は誇ほこりに思っているし、心から愛していた。


　中学でなかなか友達ができなかった時も、杜が心を閉とざさずにいられたのは、家族の理解と愛があったからだ。


　当たり前のようにそれを受け入れていた自分。そして、最初からそれを諦あきらめている日比野。


　その違いに、杜は何も言えなかった。


　ただ、胸が痛くて、苦しくてたまらなかった。


「……なんで、お前が泣くんだ」


　杜の漆しつ黒こくの瞳から、瞬まばたきをするたびにぽろぽろと透とう明めいな涙が零こぼれ落ちていく。


　自分の内側から溢れ出した感情の雫しずくを、杜には止める術すべがなかった。


「わかんないですけど……悲しいです」


　手の甲こうで子供のように涙を拭ぬぐう杜に、日比野は苦く笑しようした。


「……あんまり泣くな。俺は後こう悔かいもしてないし、辛くもない」


　だからこそ涙が出るのだと、上手うまく伝える言葉を杜は自分の中に見み出いだせなかった。


「幸村」


「？」


「そんな顔で泣くと、知らないぞ」


（どういう意味だろう……）


　日比野は薄く笑いながら立ち上がり、タオルを持ってくると、杜に渡した。洗いたての石せつ鹼けんの香かおりのするそれに顔を埋うずめて、杜はしばらくそうしていた。


「つまらない話だ。忘れてくれ」


　日比野はそう言うと、椅子に座りなおし、机の上に二つ折りになっていた紙を開いた。


「こないだの提出してもらった小テスト、採点したぞ。……最後の問題以外、全問正解だ」


　ようやく涙の止まった杜は、タオルを顔から離はなし、日比野の指が指し示している箇か所しよに視線を移す。


　テストには赤い丸が並んでいるが、最後の問題だけには鋭するどくチェックのマークが記されている。


　最後の問題は、『Ｘ÷０＝０の時、Ｘの値あたいを求めよ』という問題だった。


　通常、０で割るということはできないとされている。だが、問題となるからには、杜の知らない定理があるのかもしれない。そう考えた杜は、テスト用紙に、『まだ習っていないのでわかりません』と書いたのだ。


「これ以外もそうだな、お前の解答は、いつも綺き麗れいにまとまった模も範はん解答だ。でもな、ちゃんと自分で考えてるのか？」


「……」


　鋭い日比野の指し摘てきに、杜は黙だまり込む。


「お前の解答には、独創性がカケラもない。……まぁ、受験のためにはそれが一番だ。けどな、俺はお前に、ちゃんとした数学を教えたいと思ってるんだ」


（ちゃんとした数学？）


「……理解は、しようとしてるつもりです」


「けどお前は、自分の枠わくから出ようとしていない」


　真実だけに、その言葉は手厳しい。


　俯うつむいた杜を日比野は見つめながら、トントンと長い指先で杜の解答を叩たたいた。


「『できません』だけで済まさなかったのは偉えらいがな。……前に、数学はきちんと答えが出るって言ってたよな」


「はい」


　杜は頷うなずいた。数学の答えはいつだって一つで、正しい道筋さえあればたどり着けるものだと杜は思っていた。しかし。


「悪いが、それは噓うそだ。正確なたった一つの答えなんて、数学には示せない。円周率だってそうだ。三・一四なんて略した数字で計算してるんだから、本当の円の面積なんて出しようがないだろ。でも、それでも色々な定理や公式を考える。当てはめて試ためしてみる。それで、本当の数にどこまで迫せまれるか……それが、俺は数学だと思うし、俺はそれが楽しい」


「……本当の数に、どこまで迫れるのか……」


　杜は心打たれたように、呆ぼう然ぜんとそのフレーズを繰くり返す。


「単に大学入試で点とるだけなら、そこまで考えなくたっていいさ。ただ、幸村には数学のセンスは本来あると思う。……それに、自分の頭できちんと考えて、体当たりで取り組まないと、本当に手に入れることなんてできないだろ。どんなことだって」


　日比野の言葉に、杜は頷いた。


　確かに、『わからない』でいつも逃にげてしまうのは、自分の悪い癖くせだと杜にはわかっていた。『苦手』だからといって、そこで思考停止してしまうのでは、いつまでも前進できないだろう。


　いつも人の優やさしさに甘えて、『そのままでいい』と言ってくれる人にだけ心を開いてきた。そんな自分のずるさを、日比野は容よう赦しやなく指摘してくる。


「で、ここでもう一つの宿題。……お前の『考え』を聞かせてみろよ。きいてやるから」


　日比野は、真剣な眼まな差ざしでそう尋たずねてくる。


　おずおずと口を開いた杜は、それでも日比野を見つめ返し、こう問い返した。


「……正解じゃなくても？」


　不安げに眉まゆをひそめ、杜は小さな手のひらを握にぎり締しめる。


『間違う』ことは怖こわい。それなら、『わかりませんでした』と言うほうが、ずっと容易たやすいことだ。けれどもそれを、日比野は許してくれない。


「正解なんてないだろ。……そこにどこまで近づけるかだって、今言っただろうが」


　日比野の言葉に促うながされ、杜は懸けん命めいに、自分の中の、自分だけの言葉を捜さがした。


「……正解じゃなかったら、もう授業はしてもらえないのかと思って、一生懸命考えました。でも、まだ、完全な証明はできてないです。……先生のことを一日に何度考えるか数えてみました。……一日に、二十回くらいでした。他ほかの人より多かったけど、それが証明なのかは、確信がもてませんでした。……それから、先生に……好かれていたらいいなって、思いました。……でも、土曜日に先生に会った時、一言も声をかけてもらえなくて……嫌きらわれてるのかと思うと、すごく胸が痛くて……辛くて、悲しかったです」


「そうか。それで？」


　杜は視線を彷徨さまよわせながら、さらに言葉を続けていく。頭の中にあった感情を口にするたびに、固かたい結び目が解ほどけていくような気がした。


「……先生に会いたくて、先生のこと、もっと知りたくて。……でも、嫌われると苦しくて、……だから多分、僕は……僕が先生の傍そばにいることを、許して欲しいんです……」


　その理由は、多分。


「先生が……好きなんです」


　震えながらそう告げると、身体からだ中の力が一気に抜ぬけて、杜は大きく息をつく。


　日比野は満足げに笑うと、杜の小さな手を取った。


「可愛かわいいな、お前」


　その言葉に、杜の身体が熱くなる。そんな杜に、もう一度日比野は「可愛い」と繰り返す。それだけで、杜はかすかに震ふるえ、どうしようもなく反応していた。嬉うれしかった。他の誰だれにそう言われるよりも嬉しくて、たまらなかった。


「許してやるよ。俺の傍にいること。……だからもっと、こっちに来い」


　日比野の腕うでが、杜の華きや奢しやな身体を抱だき寄せる。杜は抗あらがうこともなく、むしろ自分から日比野の背中に腕をまわし、縋すがるようにしがみついていた。








　杜の身体を抱きかかえるようにして移動した日比野は、白いシーツの上にその身体を着地させる。お世辞にも優しいとはいえない動きだったが、スプリングのきいたベッドは、杜の身体を柔やわらかく受け止めてくれた。


　その間も、日比野の唇くちびると指先は杜の身体から離れることはなく、与あたえられる接吻くちづけに杜はすでに身も心も蕩とろけてしまっているようだった。


　洋服を脱ぬがされ、ほっそりとしたしなやかな若い肢し体たいを、カーテン越ごしに漏もれ入る夕暮れの陽ひ射ざしが照らし出している。


「……先生……」


　快楽に霞かすみつつある頭で、それでも残っていた理性が杜の身を捩よじらせ、シーツに潜もぐろうとするのを、日比野は「つまらないことをするな」と叱しかった。


「俺好みの、綺麗な身体じゃないか。……隠かくすな」


　綺麗と言われて、杜はまた自分の身体が悦よろこびに震えるのを感じた。愛いとおしげに日比野の指先が、杜の白い肌はだを辿たどる。


「ん……っ」


　日比野に触ふれられた身体が、どこもかしこも敏びん感かんになるようで、そんなささやかな愛あい撫ぶにすら杜は息がつまるほど感じてしまう。息があがり、熱っぽい吐と息いきが杜の色づいた唇から途と切ぎれることなく溢あふれていた。


　時折思わず混じる声に、慌あわてて口を塞ふさごうとする杜の手を、日比野が押し留とどめた。


「……ベッドなら、声を殺す必要はないぞ」


「……で、でも……ぉっ」


　そう反はん駁ばくする声も、すでに甘く掠かすれた嬌きよう声せい混じりのものだった。


「聞かせろ。……その、いやらしい声」


「ぁんっ！」


　唾だ液えきを絡からませた指で胸の小さな突とつ起きを摘つままれ、杜はたまらずに声をあげる。柔らかだったソレが、次し第だいに硬くなり、日比野の濡ぬれた指を健けな気げに押し返してくる。


「女の子みたいだな。胸弄いじられて、そんなに喘あえいで」


「や……ぁ……っ！」


　恥はずかしいのに、余計に身体は熱くなるようで、杜は戸と惑まどいと快楽に瞳ひとみを潤うるませる。


　両手を上にあげ、枕まくらを握り締めて、杜の白い肢体は魚のように日比野の下で跳はねまわる。日比野の指先と唇、そして声に、激しく責めたてられ、とてもじっとなどはしていられなかった。


「ああん……ぁ、せんせ……ぇっ」


　首筋から、白い肌にくっきりと浮うかんだ鎖さ骨こつ、そして胸むな元もとまで、日比野の唇が味わうように触れていく。その度たびに、身体の奥に点ついた火が、少しずつ勢いを増し、杜の全身に広がるようだった。


　杜の果実はすでに熟した赤さで、蜜みつがたっぷりとその表面に滲にじみ出していた。それなのに、肝かん心じんのその場所に、日比野はなかなか触れてはくれない。


　本能が早くソコを弄って欲しいと、激しく焦こがれている。杜は艶なまめかしく腰こしを揺ゆらめかせ、切なげな瞳で日比野を見上げた。


「先生……」


　甘く強請ねだる声に、日比野はしかし、簡単には応えてはくれない。


　熱い吐息を零こぼす杜の唇に指を這はわせ、「そうじゃないだろ？」と言うのみだ。


「…………」


　けれども、あからさまにはしたない願いを口にするのはさすがに躊躇ためらわれ、杜は唇を嚙かみ締める。そんな杜を追い詰つめるように、びくびくと震えている屹きつ立りつに、日比野は身をかがめ、触れるか触れないかの距きよ離りに唇を寄せる。吹ふきかけられる吐息にすら、今の杜にはたまらない刺し激げきだった。


「こんなにベタベタに濡らして。……可愛いな、幸村」


「ぅん……く……っ」


「どうして欲しい？……ちゃんと考えろよ」


　意地の悪い微ほほ笑えみでそう問い掛かけてくる日比野。


　しかし、杜はもう我が慢まんの限界だった。


「……触さわって、ぁ、先生の手で、触って、ください……っ」


　口にした途と端たん、羞しゆう恥ちに杜の瞳から涙なみだが零れた。しかし、そんな葛かつ藤とうも、ようやく与えられた快楽の奔ほん流りゆうに、すぐさま押し流されてしまう。


「あ、あっ……んぅ……っ！」


　直接剝むき出しの神経を扱しごかれる快感は、杜の背筋を電流のように這い上り、脳を麻ま痺ひさせてしまう。心も身体も、淫みだらに狂くるわされていくようだった。


　大きく開いた足を折り曲げ、杜はより強い愛撫を求めるように腰を浮かせた。つま先立ちになった指先が、シーツに幾いく重えもの皺しわを作っている。


「嬉しそうだな、幸村。手が滑すべってしょうがない」


　日比野はそう言うと、先せん端たんから溢れだす透とう明めいな蜜を味見するようにぺろりと舐なめた。


「ひぁぁんっ！」


　柔らかな感かん触しよくは、甘美な刃は物もののように杜の正気を切り裂さいてしまう。


　もっともっととあさましく強請る欲望が、杜の身体からだを突つき動かし、日比野をますます喜ばせるのだ。


「ん……気持ちイイです……っ、せんせぇ……っ」


「いい子だな、幸村は。……下の口も正直だ」


　ひくついている蕾つぼみを見つめ、日比野はにやりと笑う。そして、杜の両足を杜自身に抱かかえさせると、冷たいジェルをゆっくりとソコに垂らした。


　ねっとりとした液体が蕾に塗ぬり広げられ、杜はぞくぞくと背筋を震わせる。


「や……あ、あああっ！」


　ジェルをまとわせた指で蕾を押し広げながら、前の果実を唇で愛撫され、前からも後ろからも押し寄せる逃にげ場のない快感に、杜は目をきつく閉じ、濡れた声をあげる。そうでもなければ、おかしくなってしまいそうだ。


　ぴちゃぴちゃと淫いん靡びな水音と、杜のすすり泣くような喘ぎ声が室内に響ひびき渡わたる。ジェルのむせ返るような甘い匂においも、まるで媚び薬やくのようだった。


「もう一本入った。……可愛い顔して、本当にはしたない身体だな」


「ぁあんっ」


　日比野は杜を喉のどまで含ふくむように深く咥くわえ込み、強く吸い上げる。くまなく締しめ付けてくる柔らかな粘ねん膜まくに、杜の欲望が爆ばく発はつする。


「だめ、イく……っ、あ、せんせぇっ！」


　切羽詰つまったような悲鳴をあげた杜に、素す早ばやく日比野が顔をあげる。びくびくと全身を激しく痙けい攣れんさせながら、杜は日比野の前で、自らを白く汚よごした。


「綺き麗れいだよ、幸村」


　日比野はそう言うと、慰なぐさめるようなキスをいくつも杜の顔に降らせる。温かなそれに酔よい痴しれる隙すきもなく、再び日比野の指先は、杜の中で淫靡に蠢うごめきだした。


「あん、あ、あ……っ！」


　リズミカルに動く指先に、杜の身体もいつしか同じ律動をし始める。


　身体の中が熱い。身体の奥のアノ部分が、もっと確かなものを欲しがり、両手を伸のばすようにざわめいているのがわかった。


「も……先生、挿いれて、して……っ」


　杜はそう強請ると、日比野の肩かたにすがりつく。ぴったりと重なる素す肌はだは、どちらも汗あせを浮かべ、しっとりと張り付くようだ。他人となら不快な筈はずでしかないその感触が、今はたまらなく甘美なものに思えた。


　もっと重なりたい。……もっと、なにもかも、日比野とひとつになりたい。


　息がつまるほどの渇かつ望ぼうが、杜を攫さらっていく。


　その先になにがあるのかは、もう考えることはできなかった。


「幸村……」


　日比野の指が引き抜ぬかれ、それよりもっと熱くて太い猛たけりが押し当てられる。


　初めて感じる雄おすそのものに、戸惑うように閉じようとする入り口を抜けると、熱い粘膜は嬉き々きとして日比野のモノを迎むかえ入れる。


「んん……っ」


「…………っ」


　きつく締め付けてくる杜に、日比野の唇くちびるからも、かすかなうめきが漏もれた。


　執しつ拗ように弄いじられ、痺しびれたようになっている蕾から、日比野の鼓こ動どうが伝わってくる。そこに存在している確かな質量に、杜は眩暈めまいがするようだった。


　日比野がここにいる。自分の中に。


　それが嬉うれしくてたまらなかった。


「……先生、好き、好き……好きです……」


　ようやく見つけた言葉を、杜は大切な宝物のように幾度も口にする。


　そんな杜を、日比野は強く抱だきしめた。


「ああ。わかってる」


「……ん……っ」


　やがてゆるやかに、日比野が動き始める。


「……ぁ、んぅ……ぁ、あっ」


　激しくなる突き上げに、杜は恥はじも外聞もなく身み悶もだえ、快楽の虜とりこになる。


「あ……っふ……、すごい……イイです……っ」


　再び張り詰めたモノは、だらしなく白いものを杜の腹の上に零しつづけている。日比野の屹立を咥え込んだ秘門は、その動きに合わせるようにしていつしか収縮を繰くり返していた。


「ああ……俺も、イイよ……幸村」


「ぁんっ」


　細腰を摑つかまれ、さらに貪むさぼるように日比野は杜の最さい奥おうを抉えぐる。


　全すべてを収めたまま、円を描えがくようにまんべんなく内部を刺激され、杜は首を激しく打ち振ふった。深い闇やみ色をした細い髪かみも、しっとりと湿しめって、杜の額や首筋に張り付いている。


　日比野につけられた炎ほのおは、いまや全身を燃え上がらせ、その熱に杜はうかされていた。


　正気を無くした瞳で、ひたすらに日比野を見つめつづける杜に、日比野は接吻くちづけで応こたえる。言葉はもう意味をなさず、ただ互たがいの身体だけが何よりも雄ゆう弁べんだった。


　ベッドが激しい動きに軋きしんだ音をたてる。汗の雫しずくが、日比野の首筋から滴したたり落ちた。


「先生……せんせぇっ！」


　いつしか杜は、日比野に全身を包まれるようにして抱きしめられたまま、その迸ほとばしりを体内で受け止めていた。そして杜もまた、もはや幾度目かわからない絶頂を極きわめていたのだった。










　翌日は、あまりスッキリとはしない天気だった。


　目が醒さめた杜は、支し度たくをしながらも、時折夕べのことを思い出してしまい、そのたびに手が止まる。おかげで、いつもの三倍近い時間がかかってしまった。


　日比野はあの後、全身がだるく動けない杜を、風ふ呂ろを貸してくれた上で、家まで車で送ってくれた。


（幸せだったなぁ……）


　杜はふふふ、と一人で思い出し笑いをした。


「もーりー！　そろそろ時間じゃないの～？」


　階下から母親が呼んでいる。杜は慌あわてて思考を現実に引き戻もどすと、「はーい」と大きな声で答えた。


　今日の降水確率は五〇％と微び妙みような数字で、母親は念のためと折り畳たたみ傘がさを杜の出で掛がけに手て渡わたしてくれた。


（まぁ、水城は天気なんて気にしないだろうけど……）


　どれほど浮うかれているのだろうと思いつつ、杜は待ち合わせ場所の渋谷駅前にあるビデオレンタル屋に足を踏ふみ入れた。巨きよ大だいなビルの一階部分は、ＤＶＤコーナーがフロアのほとんどを占せん拠きよしている。新作の映像が絶え間なく流れるテレビ画面の前に、兼子が立っていた。腕うで組ぐみをして、なにやら気難しい表情で画面に見入っている様子だ。


「ごめん、お待たせ」


「いや、俺はちょっと用事があって、早く来てただけだから」


　振り向いた兼子は、杜の姿にやや意外そうな顔をした。


「なんか今日、雰ふん囲い気き違ちがうな」


「あ、そうかな。……そうかもね」


　今日の杜は、先日姉に買ってもらった服を着ていた。藍あい色いろのシャツに白い模様が滲にじんだ花火のように咲さいている。


「水城もまだ？」


　姿が見えない友人に、杜は小首を傾かしげた。てっきり早くやってきて、あれこれ騒さわいでいるかとばかり思ったのだ。


「いや、いるよ。あっち」


　兼子が指差した先では、水城が檻おりの中の熊くまのように、うろうろと歩き回っていた。なにやら小声でブツブツと呟つぶやきながら、陰いん気きな表情で時折立ち止まってはじたばたと足踏みをしている。


「……どうしたの？　あれ」


「珍めずらしくナーバスになってるらしい」


「へぇ……」


「そのうち壁かべにでも話しかけたりしそうだな」


「その前に止めてあげようよ、ねぇ」


　苦く笑しようしながら杜が言うと、兼子は肩かたを竦すくめた。どうやらとうに水城を発見はしていたらしいが、今まで他人のフリをしていたようだ。


「水城！　ごめんね、遅おそくなって。……どしたの？」


「も、も、もっちゃああん!!」


　声をかけて近寄るなり、ガシっと両肩を摑んで揺ゆさぶられ、杜は舌を嚙かみそうになる。


「おおおお、俺、今日のカッコ変かな？　っていうか、ホントに今日木曜!?」


「おち、落ち着いてって、水城！」


　今ここで彼女たちが着いたら、いきなりゲームオーバーするのではないかと思うくらい、水城は取り乱しきっていた。さすがに見かねた兼子が、水城の身体からだを杜から引き剝はがす。


「店内で迷めい惑わくだろ、バカ」


「あ、ああ、うん。そうだよな。うん」


　バカよばわりされたことにいつものような反はん撃げきもせず、水城はそう言うと大人しく手を放した。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。今日の水城、かっこいいってば。いつもの調子でいけば、大丈夫だよ」


「う、うん。わかってんだけどさ、なんかこう、ダメなのよ。夕べもほとんど寝ねれなくてさ、おまけに出掛けに三み毛け猫ねこが目の前横切ったり、いつもの道が工事中だったり、おまけに天気は微妙だし、なんかもお、今日はダメなんじゃないかって、すっげー不安になってきて……」


「お前、言ってること訳わからんぞ」


「えーと、それくらい緊きん張ちようしてるってことだよね？」


「え、そうなの？　そっか、これが緊張なのか！　うわ、どうしよ、手震ふるえてるよ！　もっちゃん、俺死んじゃうのかな？」


「……ええと……」


　最も早はやどうフォローしていいかわからずにいる杜の横で、兼子がぼそりと説明を入れる。


「コイツはな、持ち前のとんでもない能天気さで、記録大会だろうが受験だろうが、多分一度も緊張を味わったことがないんだ。少なくとも俺は、見たことが無い」


　それはある意味ものすごい大物なんじゃないだろうか。


　そう感心する一方で、杜は心底水城の恋こいを応おう援えんしたい気持ちにかられる。


　受験にも大会にもうろたえない水城が、たった一人の少女のためにここまで心を乱されているのだ。そんな姿が、杜には他人には思えなかった。


　自分だって、あそこまで心乱され、涙なみだを流すのは、たった一人に対してだけなのだから。


「大丈夫だよ、水城。ほんと、自信もってってば」


「……そうかなぁ」


「うん！」


　背中を丸めて、叱しかられた犬のようにしょげている水城を見上げ、杜は明るく笑ってみせた。


「お前のとりえは明るさだけなんだから、そんな顔してると秒速で逃にげられるぞ」


　兼子の言葉は褒ほめているのかけなしているのか判然としないが、どうやら彼なりの慰なぐさめのようではある。


「そっかぁ……お、俺、頑がん張ばってみるわ」


　ようやく水城が顔をあげた時、少女の高い声が彼らの背中にかけられた。


「あ、いたいた。水城ー！」


　振ふり返ると、三人組の少女が、こちらに向かって歩いてくるところだった。


　元気良く手を振っているのが、おそらく水城の中学の同級生で、その後ろにいるのが友人の女の子なのだろう。どの子も、健康で明るい輝かがやきに満ちている。


「お、おう！」


　まだどこかぎくしゃくとしてはいたが、水城も明るくそれに手をあげて答えた。


　ひとまずその様子に、杜と兼子はお互たがい目配せをして、ほっとしたように微ほほ笑えんだ。





　水城が好きだという少女は、原はら美み紀き子こという名前の少女だった。ストレートのシャギーのはいった茶ちや褐かつ色しよくの髪かみに、はっきりとした目鼻立ちをした可愛かわいらしい少女だ。


　話してみると、なんでもはきはきと話す、しっかり者のタイプで、必要以上にはしゃいだり媚こびたりするところは微み塵じんもない。


　杜はすぐ彼女に対して好感をもったし、兼子も裏で、「水城にしては真っ当な好みだ」と言っていた。


　合コンとはいえ、まだ高校生の彼らは、とりあえずファーストフードでお茶をしてから、カラオケに行くというコースだった。


　どうやら完全復活した水城は、カラオケで大盛り上がりだった。最新曲からコミックソングまで、彼のレパートリーは幅はば広ひろい。兼子もああ見えて、実は歌は上手うまいほうだ。洋楽専門なのが、かえって少女たちには受けているようだった。


　一方、杜は人前で歌うのは苦手な上に、歌か謡よう曲にはかなり疎うとい。とりあえず場の雰ふん囲い気きを壊こわさない程度に拍はく手しゆをしたり歓かん声せいをあげながら、隅すみのほうで大人しくしていた。


　一時間ほどたった頃ころ、原はすっと杜の隣となりに座り、カラになったオレンジジュースのグラスを指差して尋たずねた。


「おかわりどうする？」


　ステージでは兼子がエリック・クラプトンをゆっくりと歌い上げている。その様子を横目に見ながら、杜は首を横に振った。


「あ、いいよ。ありがとう」


「そう？……ね、幸村くんて、カラオケ苦手だった？」


「あ、ううん。人のを聴きくのは好きだよ。原さんも、歌上手いよね」


「そうかなぁ？　ありがとう」


　原は少し恥はずかしそうに笑って答えた。


　どうやら彼女は、一度もマイクを握にぎっていない杜を気にかけて、こうして声をかけたらしい。いい子なんだな、と杜は思った。水城が惹ひかれたのも、納なつ得とくできる。


「夏休みは、どっかに行くの？」


「親しん戚せきの家には行くかもしれないけど、夏期講習あるし、よくわからないんだ」


「夏中行くの？　えらいね」


　揶や揄ゆではなく、原はにっこりと微笑んでそう言った。


「ねね、講習って、どこに通ってるの？」


「Ｙゼミナールだよ」


「あ、そうなんだぁ。学校から近いし、いいよね。私も二学期からは、どこか通わなくちゃって思ってるんだけど。間に合うかなぁ？」


「原さんなら大丈夫だよ」


　杜がそう言うと、彼女は「あ～」とイタズラっぽい上うわ目め遣づかいで杜を見つめた。


「私の成績がどれだけスゴいか知らないな？」


「そうなの？」


「そりゃもう。数学なんて特にヒドいかも。ね、杜くんは数学得意なんでしょ？」


「得意っていうか、好きなだけだよ」


　また変人扱あつかいされるかな、と少しだけ思いながら、杜は答える。しかし彼女は、明るい表情で答えた。


「私も国語は好き！　お互い、ちょっとずつ能力が入れ替かわってればよかったのにね？」


　そこでちょうど、次の曲のイントロ部分が軽快なメロディで始まった。


「美紀ー！　次美紀だよぉ」


「待ってましたぁ！」


　水城が口笛を吹ふく。原は「はーい」と答えると、マイクに向かって手を伸のばした。


　杜が勉強が好きなのだと言って、変人扱いしなかったのは、家族以外ではこれで三人目だった。水城と、兼子と、それから彼女だ。


　彼女等らと別れてから、帰り道、水城は何度も杜たちにお礼を言った。


「あー、ホンットよかった！　雨も結局降らなかったしさ。昼のはなんつーの？　俺のただの、杞き憂ゆうだったってことだな！　今度、一いつ緒しよに海行こうってさ！　お前等のおかげ!!　も、すっげー感謝！」


「でも、僕も楽しかったよ」


「そう？　もっちゃんそう言ってくれる？……でさ、誰だれが好みだった？　あ、美紀ちゃんはナシね！」


「えと……そういうのは、特にないんだけど。大だい丈じよう夫ぶだよ、僕、他ほかに好きな人いるし」


　杜は困ったように軽く手を振った。


　まさか僕の好きな人は、年上の男性なんですとは、さすがにいくら親友でも簡単には口に出せない。


「へぇ、初耳だな」


　兼子はそう言うと、それから杜をじっと見つめ、なにやら合が点てんがいったのか一人で頷うなずいた。


「なるほどね。それでか」


「え？」


（まさか痕あととかついてたわけじゃないよね……）


　びくびくする杜に、兼子はただにやりと笑っただけだった。


「まぁ、ただでさえ人付き合いの苦手な幸村が、その気になったのなら、喜ばしいことだ」


「うん。……自分でも、反省することがあって。苦手だからって、逃げ回ってちゃだめだなって思ったから」


「えらい！」


　水城は杜に抱だきつき、わしわしとその髪をぐちゃぐちゃにかき回す。撫なでているつもりなのかもしれないが、これでは洗せん髪ぱつでもされているようだ。


「俺も頑張るから、もっちゃんも頑張れ！　美紀ちゃん、まだ付き合ってる奴やつはいないって言ってたし。もー、今年の夏は、すっげー、すっげー夏になりそうっ」


　浮うかれまくっている水城は、足が地についていないかのように、意気揚よう々ようと軽かろやかな足取りだ。


「水城。あの子、いい子だね」


「だろ！　も、すっげーかわいくてすっげーいい子なの！　俺、今日ますます惚ほれちゃったよ～」


　頰ほおを赤らめて話す水城は、とても楽しそうだ。


　このまま水城が彼女とうまくいって、みんなで仲良くなれたらいい。長く伸びる足元の影かげを見つめながら、そんな風に、杜は思った。





　この時はまさか、翌週に原とまた出会うことになるとは、杜は思ってもみなかった。










　水曜日、杜はいつもよりも早めに予備校近くの駅に到とう着ちやくしていた。


　母親が月曜から旅行に出かけているので、今日は夕食を外で食べてから日比野の家に行く予定だった。


　昨日から降り出した雨のせいで、湿しつ度どが高く、むしむしした嫌いやな天気だった。杜は傘かさを閉じると、予備校にある本屋に足を踏ふみ入れた。


　目的は、参考書の類たぐいだ。日比野の新刊が出ている筈はずだったし、そろそろいくらなんでも、数学以外の勉強にも本ほん腰ごしを入れてかからねばならない。特に、平均点ギリギリの国語関連を、このままにしておくわけにはいかないだろう。


　先日日比野に言われた言葉は、杜の意識に一石を投じた。いつまでも、ただ苦手だからで逃にげるわけにはいかない。


　とりあえず日比野の新刊を手にとると、現代文のコーナーに足を向ける。とはいえ、どれを選べばよいものかわからず、とりあえず手にとってはぱらぱらとページをめくり、また本ほん棚だなに戻もどすという作業を、杜はその場で繰くり返していた。


「あれ、幸村くん？」


　名前を呼ばれ、そちらを振ふり向くと、原がやはり濡ぬれた傘を片手に立っていた。


「うわぁ、すごい偶ぐう然ぜんだね。びっくりしたぁ」


　原は嬉うれしそうに笑うと、杜の顔と参考書の棚たなを見比べて、言った。


「現代文の参考書探してるの？」


「あ、うん。そうなんだ。……原さんは、どうして？」


「今日ね、さっそく予備校の資料もらいにきたの。それで、せっかくだから本屋も見ていこうかなって思って」


　それから彼女は、ざっと参考書を見ると、平積みになっているある一冊を手にとった。


「余計なお世話かもしれないけど、これ、けっこうオススメだよ」


「そうなの？」


「私の友達が持ってたんだけど、文章の組み立ての説明とか、わかりやすかったから」


　彼女の差し出した本を受け取ると、杜は「ありがとう」とはにかんで答えた。


「ほんとのこというと、どれを選んだらいいのかよくわからなくて、困ってたんだ。助かった」


「どういたしまして。じゃあかわりに、杜くんのオススメの参考書あったら、教えて欲しいな。……勿もち論ろん、数学の」


　イタズラっぽく笑う彼女に、杜は迷わず日比野の本を薦すすめた。その中でも、一番基本的で、わかりやすいものだ。


「日比野晧平って、すっごい有名な講師よね。なんか、授業が厳しいとか、めちゃめちゃ大変だって噂うわさ、きくんだけど……」


　著者の名前にしり込みする彼女に、杜は笑って「そんなことないよ」と噂を否定する。


「確かに難しいのもあるけど、それは一番わかりやすい本だから。水城にもね、同じ本薦めたんだ」


「……杜くんて、ひょっとして日比野先生のファン？」


　ずばりとそのものを指し摘てきされ、杜は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった後、真っ赤になってしまった。


「あ、うん……そうなんだよね」


　ファンというのはウソではないのだし、それそのものはおかしなことでもないのだから、照れる必要はないのだが、自分の感情を自覚した今となっては、人に言われるとなんだかものすごく照れくさい。


「そっかぁ。……ありがとう、頑がん張ばってみるね」


　原はそう言って、日比野の本を大切そうに胸の前で両手で抱かかえた。


　並んでレジを済ませると、二人は傘を広げる。


「これから授業なの？」


「うん。またね」


　本当はこれから、何か食べる予定だったが、杜はそれを彼女に話すことは躊躇ためらわれた。


　ただでさえ、水城をさしおいて彼女と二人っきりで会ってしまったことが、杜に罪悪感を覚えさせているのだ。


「じゃあ、今度海行くの、楽しみにしてるね。バイバイ」


　原はそう言うと、手を振って駅へと真っ直すぐに向かっている横断歩道を歩いていった。


　灰色の雨の中で、彼女の華はなやかな桃もも色いろの傘が、ぽっかりと浮かび上がって見えるようだ。


　信号が赤に変わってから、杜は踵きびすを返す。すると今度は、蛯名がちょうど予備校の本部から出てきたところだった。


「蛯名さん」


「ああ、こんにちは。今日は予備校でも講義ですか？」


　熱心ですね、と微ほほ笑えむ蛯名に、杜は慌あわてて首を横に振った。


「いえ、今日は母がいないんで、外で食べてから行こうと思ってて。それで、早く来たんです」


「そうですか……」


　蛯名は頷くと、腕うで時ど計けいに目をやり、それから杜に視線を戻した。


「それでしたら、ご一いつ緒しよにいかがですか？　私も少し、休きゆう憩けいしようと思っていたところなので」


「は、はい」


　まさか蛯名に食事に誘さそわれるとは思わず、杜は返事をどもらせてしまった。


　蛯名に連れてこられたのは、少し先にある洒落しやれたイタリアンレストランだった。レンガづくりの壁かべの、狭せまいながらも雰ふん囲い気きの良い店だ。


　予備校からは近いものの、杜はまだ一度もこの店に足を踏み入れたことはなかった。店先に飾かざられたメニューの値段と雰囲気は、学生にはそうそう近寄れるものではない。


　夕食にはまだ早いこの時刻は、店内にはあまり人はいなかった。緊きん張ちようする杜に、「奢おごりですから、たくさん食べてくださいね」と、蛯名はメニューを開いて手て渡わたした。


　結局、杜はトマトパスタとアイスティーを頼たのみ、蛯名はカフェオレを頼んだ。


「それだけでいいんですか？」


「あ、はい。充じゆう分ぶんです」


「少食なんですねぇ。……まぁ、日ひ頃ごろ日比野先生といるせいで、私のほうが感覚がずれているのかもしれませんけど」


「……先生って、そんなに食べるんですか？」


　意外な言葉に、杜は思わず蛯名にそう尋たずねた。


「まぁ、昔より量は減りましたけどね。それこそ一人で三人前くらいは、軽くたいらげてましたよ」


　あの体のどこにそんなに入るんだろう……と、杜は不思議に思う。もっとも、頭脳労働はかなりのエネルギーを消費するそうだから、それだけ日比野が常時熱心に働いているという証しよう拠こかもしれない。


「蛯名さんって……日比野先生と、お付き合いは長いんですか？」


「まぁ、昔からよく知っている仲ですね。年も同じですし」


「え？」


　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔をする杜に、蛯名はくすくすと笑った。


「だって……先生って呼ぶし、敬語使ってますよね？」


「同い年でも、立場としては彼がボスですから。プライベートでは、呼び捨てですし、いわゆるタメ口ですよ。私も」


「そうなんですかぁ……」


「ただでさえ友人ですからね。公私をきっちりしないと。それに、日比野先生はあの調子で、誰だれに対しても簡単に頭を下げようとしないタイプですから、敵も多いんですよ。その分、私が用心深く、礼れい儀ぎ正しくするように心がけているだけです」


　蛯名はそう言うと、運ばれてきたカフェオレをゆっくりと口に運んだ。そんな些さ細さいな仕草さえ、蛯名は上品で優ゆう雅がだった。


（色々考えてるんだなぁ。さすが蛯名さん……）


　すっかり感心する杜に、蛯名はまたにっこりと笑った。


「冷めないうちに、どうぞ」


「あ、はい。頂きます」


　蛯名に促うながされ、杜は湯気をたてている熱々のパスタを、フォークに巻きつける。しばらく吹ふいて冷ましてから、ようやく口に運んだ。……杜は、極度の猫ねこ舌じたなのだ。


「大変なお仕事なんですね、蛯名さんって」


　杜はしみじみと呟つぶやく。自分ならきっと、とてもそこまで頭がまわらないだろう。


「そうでもないですよ。確かにワガママで偉えらそうですけど、それが彼だと思ってますし。気にしたことはありません」


「……蛯名さんのこと、きっと先生はとっても大事なんでしょうね」


　自分のことを、ありのままで受け入れてくれる友達がどれだけ大切かは、杜は嫌いやというほど知っていた。


　杜にとっては、水城と兼子がそうだった。


（……原さんも、そうなれるといいな）


「大事……か、そうですね。私が日比野を大事に思うのと同じくらい、日比野も私のことを必要としていてくれているとは思いますよ」


　蛯名はそう言うと、ふと真顔になる。いつになく真しん剣けんな眼まな差ざしに、杜はわけもなく唾つばを飲み込んだ。……そして、次に告げられた言葉に、杜は手にもっているフォークを取り落としそうになった。


「あまり、日比野に近づかないで欲しいんです。……君には、もっとお似合いの人がいると思うから」


「…………」


　杜は一いつ瞬しゆん、頭の中が真っ白になった。それから、指先が震ふるえだすのが、自分でもわかった。


　蛯名に、自分の恋こい心ごころが悟さとられていたのだろうか？


　それともただ、自分が子供すぎるから？


　あるいは、日比野の仕事は忙いそがしく、自分の補習講義が邪じや魔まだからかもしれない。


　……自分でも、思い当たるフシが多すぎて、杜は悲しくなってしまう。


　俯うつむいた杜に、蛯名は優やさしく諭さとすような口調で、さらに言った。


「君は勉強熱心で、とてもいい子だけど、もう少し人の気持ちに敏びん感かんになったほうがいいかもしれないね」


　蛯名はそう言うと、伝票を片手に席を立った。まだカフェオレは、半分近く残っている。


「……じゃあ、時間なので私は行きますけど、君はゆっくり食べていってくださいね。支し払はらいは、済ませておきますから」


　後半は、杜の耳にはほとんど入ってはきていなかった。


『人の気持ちに敏感になったほうがいい』


　その言葉の意味に、杜の意識が集中していたからだ。


　立ち去る蛯名の後ろ姿を見つめながら、杜は足元から湧わき上がってくるような不安を、ひとり隠かくせずにいた。








　砂を嚙かむような気分でパスタを食べ終わると、杜は雨の中を歩いて、日比野の家までたどり着いた。


「来たか。遅ち刻こくだぞ」


　約束の時間より、到とう着ちやくは五分ほど遅おくれていた。日比野はタバコ片手に、苛いら立だちを隠しもしない様子でそう言った。


「すみませんでした」


　杜は素す直なおに謝るが、視線は俯いたままだ。


「幸村」


　低く名前を呼ばれ、杜は慌あわてて顔をあげた。


　でも、本音を言えば、今日比野に顔を見られるのはいやだった。きっと自分は、かなり変な表情になっている筈はずだ。


　先ほどの蛯名の言葉が、杜の脳のう裏りにちらついて、一向に離はなれてはくれない。


「どうかしたのか？」


「あ、いえ……大だい丈じよう夫ぶです」


　杜はそう答えると、傘かさをしまい、リビングのテーブルへと向かう。


　日比野はそれ以上、詮せん索さくはしてこなかった。


「遅れるなら、きちんと連れん絡らくしろ。番号は教えてあるだろう」


「はい」


　杜は頷うなずき、テキストを広げた。


　すぐに、いつも通りの授業が始まる。


　目の前に広がる数学の世界に、杜はいつになく真剣に没ぼつ頭とうしようとしていた。


　そうしている間は、少なくとも他ほかのことは考えないで済む。


　それに、日比野が褒ほめてくれる。杜にとって、彼からの評価は、何よりも大切なものだった。


　今はここにいるのを許してもらえている。でも、明日は？　明後日あさつては？


　そう考えだすと、杜にはとても安心などできない。





（……昔はものを思わざりけり……だっけ）


　授業で習った百人一首の歌の意味を、杜は嚙み締しめるように思い出した。


　恋は不思議なものだ。一瞬は安心し、幸せな気持ちになった筈なのに、それからまたすぐに新しい不安や、新しい切なさが生まれてくる。


　それは多分、人間の欲望に限りがないせいなのだろう。


　杜とて最初は、日比野の声が聞けて、姿が見られるだけでよかった。


　それなのに今は、その心を自分に少しでも向けて欲しいと願っている。


　苦しくなるのは、自分の欲望のせいだとしたら、諦あきらめてしまえば、この痛みはなくなるのだろうか。


　……諦めてしまうことなんて、もうできないけれども。





　新たに出された例題に取り組む杜の横で、日比野の携けい帯たいが鳴った。


「蛯名？　何のようだ」


　その名前に、杜の肩かたが反射的にびくんと揺ゆれる。


　問題に取り組みながらも、蛯名と日比野が話しているのが、どうしても杜の耳にも入ってくる。


「だから、あの件はこの間みたいにして欲しいって言っただろ。……わかってるよ。ああ。頼たのむ」


　お互たがいに信しん頼らいしきって、わかりあった同士の会話。


　……とても、杜には入り込めない。


（……蛯名さんと先生って、本当にただの、友達なんだろうか……）


　杜は唇くちびるを嚙んだ。


『日比野に近づかないで欲しい』


『もう少し、人の気持ちに敏感になったほうがいいかもしれない』


　あの言葉は少なくとも、自分と日比野を遠ざけるためという意図であることは確かだ。


　問題はその『人』が誰だれで、どんな『気持ち』なのかということなのだ。


　蛯名の？　それとも日比野の？


（……僕が先生を好きだとして……先生は、一体誰が、好きなんだろう……。本当は、蛯名さんと……）


　あれだけ並んでいて絵になる二人だ。付き合いも長く、お互いに理解しあっているパートナー。……そんな二人がお互いに惹ひかれあったとしても、不思議ではない。


「こら。手が止まってるぞ」


　コツ、と日比野の指先がテーブルを叩たたいた。杜は顔をあげて、口を開く。


「……先生って、モテるほうですよね」


「まぁ、そうだな」


　臆おく面めんもなく言い切る日比野に、杜は堪こらえきれずに問い掛かけていた。


「恋人、とか、いないんですか？」


「どうした、急に」


　関係ないことを聞くなと怒おこられるかとも思ったが、日比野は案外気にせずに、苦く笑しようすら浮うかべて杜に尋たずね返す。


「いえ、……僕が毎週来てるのって、ひょっとして、ご迷めい惑わくなのかなって。……お仕事とかも、あるでしょうし」


「迷惑ならそう言ってる。変な遠えん慮りよするな。それに、この家に俺が入れるのは、蛯名くらいのもんだ」


「蛯名さん……」


　不思議に思っていたが、この部屋の掃そう除じや、彼の身の回りのことは、ひょっとしたら全すべて蛯名がやっていたのかもしれない。そう思えば、納なつ得とくもできる。


　もはやどうやっても太た刀ち打うちできないほど、蛯名は日比野にとって必要な人間なのだと、改めて思い知らされるような気がした。


　しかし、落ち込む杜をよそに、日比野は真顔になると、キツイ口調で言った。


「そうだ、お前。あんまりあいつに近づくなよ」


　その言葉に、杜は一瞬耳を疑った。


「……それ、蛯名さんにも言われました」


「なんだって？」


　日比野は険しい顔をすると、ふと黙だまり込んでしまう。


「先生？」


「……まぁいい。約束しろよ？」


「……はい」


「いい子だ」


　そう言われると、嬉うれしい。


　やっぱり、こうして日比野の顔を見ているだけで、杜は気持ちが他の誰といる時とも違ちがう色に染められていくのを感じる。


　ここにいたいと、心から願う。


　だからなおさら……嫌きらわれたくない。ここを、なくしたくない。


　外見はそう変えられないのだから、せめて勉強をもっと頑がん張ばろう。迷惑にならないように、しよう。


　先生が誰を一番に好きでもかまわない。……今は、先生が気に入ってくれるなら……もっと、やらしい子にでも、なる。


　授業の後、杜は自分から、日比野の手に触ふれた。


　誘ゆう惑わくなんてしたことがないから、どうすればいいのかよくわからない。ただ、頰ほおを赤らめ、震ふるえる声で、杜は「触さわって……ください」と、日比野に告げた。


　すぐに与あたえられる接吻くちづけの甘さに、このまま溺おぼれてしまいたい。


「せんせぇ……」


　今はこの身体からだで感じることだけが、全てに思えた。








　全ぜん裸らになった杜は、日比野のベッドの上に座らされていた。


　ベッドサイドの照明だけが、淡あわく白い華きや奢しやな身体を照らし出している。枕まくらに座るようにして、しどけなく足を開いた杜は、頰を赤く染め、こちらを見つめる日比野の視線に耐たえていた。


「……ん……っ」


　その身体の中には、楕だ円えん形の物体が振しん動どうしていた。リモコン式のそれのスイッチは、日比野の手の中だ。


　彼の気まぐれ一つで強弱をつけて内側から苛さいなむ玩具おもちやに、杜はぞくぞくと背筋をかけあがる悪お寒かんにも似た快感を堪えていた。


「っぁ！」


　急に振動を強くされ、杜は白い首を仰のけ反らせる。弱いところに当たるよう調整された玩具は、杜の身体を内側からゆっくりと炙あぶるように蕩とろけさせていく。


　そんな様子を、日比野はただ見つめているだけだ。


　ひとりで性具に煽あおられているのが恥はずかしくて、杜はまっすぐにその顔を見つめることすらできない。


「幸村」


「……はい」


　名前を呼ばれ、おずおずと杜は答える。


「こっちへ来いよ」


　有う無むを言わさぬ命令に頷うなずくと、杜はゆっくりとベッドから立ち上がる。動くたびに、体内の玩具の存在がはっきりとわかり、杜は唇を嚙かんでその感覚をやりすごそうとするが、結局は無む駄だだった。


「……は……っ」


　かすかに濡ぬれた吐と息いきを零こぼし、杜は覚おぼ束つかない足取りで日比野の座る椅い子すの前に立った。隠かくすことを許されない杜の股こ間かんのモノは、玩具と日比野の視線によって、すでに大きく膨ふくらんでいる。


「しゃがんで。……俺にも、いい思いさせてくれよ」


　日比野の言葉に戸と惑まどいながらも、杜はその場に膝ひざをついた。


　そして、震える指先で、ゆっくりと日比野のパンツの前を寛くつろげ、自分よりも逞たくましいモノを解放する。


（先生の……おっきくなってる……。興奮してくれてる……？）


　そう思うと、目の前のモノが不思議に愛いとおしく、杜は躊ちゆう躇ちよせずに脈打つ雄おすに細い指を絡からめた。


　他人のいきり立った状態のペニスに触れるなど、杜には初めてのことだ。熱さに驚おどろきながらも、おっかなびっくり杜は日比野自身を握にぎった手を動かした。


「もっときつく摑つかんでいい」


「はい……」


　頷くと、杜は指先に力をこめた。次し第だいに日比野は手の中で硬かたさと角度を増し、静脈を浮かべて脈打ちはじめる。それが、杜には嬉しくてたまらなかった。


　自分で慰なぐさめる時を思い出し、杜はリズミカルに右手を上下させる。だが、それだけでは不充分だとばかりに、日比野は杜の柔やわらかな黒くろ髪かみを摑むと、ぐっと股間に引き寄せた。


「っ！」


　頰を打つ熱さに、杜は目を見開く。


「口開けろ、ほら」


「……ふ……っ」


　半開きになった杜の小さな唇くちびるに、日比野の剛ごう直ちよくが押し込まれる。不意をつかれて、杜は息苦しさに涙なみだぐんだ。


「んう……っ」


「ちゃんと舌使えよ」


「ぁ……はい……」


　くぐもった声で杜は答えると、右手を棹さおに添そえたまま、亀き頭とうに舌を這はわせた。


　汚きたないとは思わなかった。ただ、自分のしていることが、ひどく現実感を欠いている。


　日比野の前に全裸で跪ひざまずき、彼のモノを嬉しそうにしゃぶっている自分。……その上、体内には、あのいやらしい玩具を入れたままで。


　そう思った瞬しゆん間かん、杜の身体の奥の火が、一気に燃え上がる。


「ぁふ……っん、ぅん……！」


　拙つたないながらも、大だい胆たんに舌を使い、杜は日比野に懸けん命めいに奉ほう仕しする。


　舌先に独特の味が広がり、杜はさらにそれを味わうように、先せん端たんの窪くぼみを舌先で舐なめる。溢あふれた唾だ液えきが唇を伝い、日比野のペニスをもぐっしょりと濡らしていた。


「んん……は……ぁ……っ」


「……どうだ？　後ろの口にも前の口にも、くわえ込んでる気分は……」


「あっ！」


　日比野はそう言うと、さらにローターの振動を強くする。あまりの衝しよう撃げきに、杜は口を放し、濡れた声をあげる。


「あ、ぅ、ぁ……っ」


　その上、日比野の素す足あしが杜の股間を弄まさぐり、器用に足の先で杜自身を刺し激げきする。


「ほら、口が疎おろそかになってるぞ」


「は……はい……っ」


　杜は涙目で日比野を見上げると、またおずおずと舌先をだし、仔こ犬いぬのようにぴちゃぴちゃと音をたてて舐め上げる。しかし、その頭を摑み、日比野はさらに喉のどの奥まで自らを咥くわえ込ませた。


「……ぐ……っ」


　杜の可か憐れんな唇までも犯おかすように、日比野が杜の頭を前後に動かさせる。


　唇から感じる熱さと、性感を直接足で刺激される快感、そして、玩具が蕾つぼみを蹂じゆう躙りんする動きの全すべてが一つになって、杜を快楽の底知れぬ海に溺れさせていく。


「ふ……ぁ……、は……っ！」


　いつしか杜は、自分から頭を上下させ、日比野の雄に奉仕していた。口の中に溢れ出した涎よだれを飲み込もうと強く息を吸うと、日比野が低く声を漏もらすのがわかった。


（これ……気持ちいいのかな……）


　杜は懸命に口をすぼめ、口こう腔こう全体で日比野を締しめ付ける。息苦しさはさらに増したが、口の中に広がる日比野の蜜みつの味が、杜をさらに夢中にさせた。


「ん……ぅ……んん……っ」


「いいぞ……幸村……」


　杜の髪に指を差し入れたまま、そう呟つぶやいた日比野の声も、かすかに掠かすれていた。


「は……ふぅ……っ！」


　やがて、一ひと際きわ強く吸い上げた時、日比野が杜の口中で弾はじけた。


　むせ返るほど溢れたそれを、杜は懸命に飲み下そうとした。日比野がかつて、そうしてくれたように。


　しかし、飲み切れなかった白い液が、杜の赤い唇から零れ落ちる。それを日比野は指ですくい上げ、労ねぎらうように杜に接吻けた。


「……ん……くぅ」


　日比野の舌が、杜の口中の苦い味を拭ぬぐうように蠢うごめき、舐めまわす。その動きに、杜は目を細めて、鼻にかかった声を漏らした。


　杜の果実は、日比野の足をじっとりと濡らすほど蜜を溢れさせ、今にもはちきれんばかりに熟れていた。それを見て取ると、日比野は杜の脇わきの下に手を差し入れ、彼の身体からだを抱だき上げる。


「あ……っ」


　再びベッドに横にされると、どくどくと脈打つ果実を日比野の手が包む。


「あ、あ、あ、あっ！」


　抱きしめられ、強く扱しごかれた杜は、あっけなく日比野の手の中に精を放つ。しかし、その勢いはいまだ収まらず、小ぶりのソレは天を仰あおいで震ふるえつづけていた。


「あ、先生……っ」


　右足だけを抱かかえられると、露あらわになった蕾から、ゆっくりと日比野はローターを引き抜ぬいた。


「っひ、あっ！」


　異物が敏びん感かんな入り口を擦こする感かん触しよくに、杜は悲鳴をあげて身み悶もだえる。


　ようやく玩具おもちやの執しつ拗ような責めから解放されたソコは、いまだ熱く痺しびれ、はしたなく雄を求めてひくついていた。


「先生……、して……先生の、入れてください……っ」


　身体を内側から蝕むしばむような切なさに、杜はそう哀あい願がんする。


「ああ……力、ぬけよ」


　日比野はそう答えると、まだ杜の唾液に濡れて光る怒どち張ようを、柔らかく蕩とろけた蕾に突つき入れた。


「あ、あああああっ！」


　限界まで広げられた蕾が、貪どん欲よくに日比野を飲み込んでいく。ずるずると入り込んでくる熱さに、杜は身を捩よじった。涙が、勝手にぽろぽろと頰ほおを零れ落ちていく。


　身体をねじり、右足だけを抱え上げられ、左足を日比野がまたいだ格好での挿そう入にゆうは、以前とはまた違ちがう角度で杜を追いつめる。音をたてて抜き差しされ、杜は身も世もなく喘あえいだ。


　日比野が深く内部を抉えぐるたび、強きよう烈れつな悦えつ楽らくが全身を貫つらぬく。自じ慰いなどではとても得られない悦よろこびは、杜を虜とりこにしてしまうには充じゆう分ぶんすぎた。


「あ、気持ちいい、いいです……っ」


　素直に快感を口にする杜に、日比野は口くちの端はしに笑えみを浮うかべると、頼たより無く揺ゆれる杜の足の指先に接吻けた。


「え、あ、あ、ああんっ！」


　足の指を舐めしゃぶられる感覚は、杜に思いも寄らないほど深い快感を与あたえてくれる。そんなところが、こんなにも感じることが、杜には衝撃的だった。


　自分から腰こしを蠢かせ、杜は貪欲に日比野を求める。そしてまた、日比野も、杜のなにもかもを奪うばい尽つくすかのような勢いで腰を使った。


　がくがくと華きや奢しやな白い身体が揺れ、壊こわれた人形のように、杜は嬌きよう声せいをあげつづける。


　どれくらいの間、そうして揺さぶられていたのか、杜にはわからない。


　今度は両足を肩かたに抱え上げられ、内部をかき回すようにされたかと思えば、再び深く突き上げられる。


「んぅ、あっ、ああぁっ！」


　腰の動きにあわせて、日比野は手を伸のばし、淫いん蜜みつにまみれた杜自身をも刺激する。


「幸村……、出すぞ……」


「はい、あっ、して、きて……、せんせぇっ」


　自分でも驚おどろくほど大声を出して、杜は絶頂を極きわめた。きつい収縮に、日比野もまた、杜の奥に熱い欲望を叩たたきつける。


　二、三度大きく痙けい攣れんした後、杜はまだ荒あらい息をつきながら、またゆるゆると目を閉じる。


「は……ぁ……」


　足がシーツに下ろされ、ぐったりとした杜を再び抱きしめた日比野は、その顔のあちこちにキスを繰くり返す。くすぐったいような嬉うれしいような、甘い感情に漂ただよいながら、杜は吸い込まれるようにしばしの眠ねむりに落ちていった。










　数日後、海は家族連れやグループで賑にぎわっていた。


　朝から出発した一行は、昼前には砂すな浜はまに着いていた。面メン子ツは、先日の合コンとまったく同じメンバーだ。


　行きの電車に揺られている時から、水城はハイテンションで、今日は自じ慢まんの泳ぎで彼女にアピールするのだとはりきっていた。


　原と水城が交こう渉しようをし、値下げしてもらった海の家の更こう衣い室で、全員が水着に着き替がえる。杜は、ブルーのサーフパンツの上に、レモンイエローの半はん袖そでのパーカーを羽織っていた。水城は腰にバスタオルを巻いて、さっさとその辺で着替えてしまったようで、今は砂浜にビーチパラソルを立てるために孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていた。


「日焼け止め、ぬっとけよ」


　兼子が色白の杜を気き遣づかい、小さなボトルを投げて寄よ越こす。それを空中でキャッチして、「ありがと」と杜は礼を言った。


「いや？……それと、ここ」


「ひゃ！」


　つん、といきなり首の後ろをつつかれ、杜はおかしな声をあげてしまった。


「痕あとついてる。気をつけろよ？」


　兼子はそう言うと、さっさと水城を手伝いに砂浜に降りていった。真っ赤になった杜は、ばさっと頭からフードを被かぶった。


　二の腕うでの内側についていた痕は、今朝気づいた時に絆ばん創そう膏こうを貼はってきたのだが、見えないところまでは気づかなかった。


（他ほかの人に気づかれてなきゃいいけど……）


　杜はそう思いながら、足や腕に兼子から借りた日焼け止めを塗ぬった。独特の甘い匂においが、鼻をつく。


「幸村くん、見て見て！」


　原が砂浜から、杜に向かって声をかける。両手には、大きなシャチの浮き具を抱かかえている。


「どうしたの？　それ」


「レンタルしちゃった。……私、あんまり泳ぐの得意じゃなくって」


　はにかんで笑う原は、可愛かわいらしいタンクトップビキニ姿で、すんなりと伸びた手足が女の子らしい丸みを帯びている。


「もーっちゃーん！　こっちこっち！」


　水城が波打ち際ぎわで手を振ふっている。


「すぐ行くー！」


　杜は答えると、ビーチサンダルを履はいて立ち上がった。


　砂浜に降り注ぐ太陽は、遮さえぎるものがなにもなく、澄すんだ空気の中を一直線に貫いてくる。東京のそれよりもはるかに強きよう烈れつな陽ひ射ざしに、ちりちりと肌はだが焼ける音がしそうだ。


　冷たい海の水を跳はね上げ、水城が魚のように水面へと躍おどり出てくる。シンクロナイズドスイミングのような動きに、少女たちが歓かん声せいをあげる。


　杜もまた、シャチの浮き具に捕つかまったり、時にはひっくり返されたりしながら、大きな声で笑っていた。


　けれども、ふとした瞬しゆん間かんに、杜の視線は空を見つめた。東京で、今ごろ日比野はどうしているだろう。夏休みなんてロクにないとぼやいていたから、おそらくは講義中か、新しい本の執しつ筆ぴつ中かもしれない。


　杜は、そっと首の後ろに手をやった。日比野がつけてくれた痕があるうちは、彼と過ごす時間が夢ではないと証明してくれる。


（……ずっと、消えなければいいのに）


　杜は心の中で、ぽつりと呟つぶやいた。





　海で散々遊んだ一行は、日が沈しずむ前に荷物をまとめた。着替えをかねて、駅の近くの立ち寄り温泉で海水を流してさっぱりする。


　日焼け止めをつけてはいたが、やはり少し焼けてしまったらしく、熱を持った肌が少しヒリヒリしていた。


　兼子は、温泉でくつろいで、なかなか出てこない。湯あたりしやすい体質の杜とせっかちな水城は、先に風ふ呂ろを出た。


　水城はすぐに、女風呂の入り口近くの休きゆう憩けい所に原を迎むかえるために飛んでいく。一方杜は、併へい設せつのみやげ物屋で、日比野へのみやげ物を物色することにした。


（食べられるもののほうが、邪じや魔まにならなくていいよね。……甘いもの、大だい丈じよう夫ぶだったっけ）


　杜はあれこれと悩なやみながら、温泉饅まん頭じゆうや干ひ物ものの前をうろうろと行ったり来たりする。それから、小さいアクリルケースに入った試食用のお菓か子しをいくつかつまんでは、小首を傾かしげた。


（どれが一番おいしいかなぁ……）


「お土産みやげ選んでるの？」


「あ、うん。……原さんはどれがおいしいと思う？」


　風呂上がりの原は、ほんのりと頰ほおを染めて、少し色っぽい。ロングの花はな柄がらのワンピースに籐とうの大きめの鞄かばんを抱えている姿は、先ほどの水着姿とはうってかわって、清せい楚そな雰ふん囲い気きだった。


「私も考え中なの。干物もおいしそうかなって思うんだけど」


「そうだね」


「やっぱり温泉饅頭が妥だ当とうな線なのかな」


　腕うで組ぐみをして大おお袈げ裟さなほどに悩む原に、杜は軽く笑った。


　結局、温泉饅頭の入った一番小さな箱を手に取る杜に、原が言った。


「ねぇ、幸村くん。……きいてもいいかな」


「ん？　何？」


　振り返った杜は、原の何かを思いつめたような眼まな差ざしに、硬こう直ちよくする。


　……そして、その時初めて、彼女の気持ちを杜は知った。


「好きな人、いる？」


　一体いつの間に、原はそんな風に自分を思うようになったのだろう。


　自分が望んでいたのとはまったく違ちがう展開に、杜は半ば呆ぼう然ぜんとしながらも、はっきりと彼女の問いかけに答えた。


「……うん。いるよ」


「どんな人？……私の、知ってる人？」


　その問いかけには、はっきりとは答えづらく、杜は小首を傾げた。


「年上の人だよ。……厳しくて、ちょっと意地悪で……すごく、眩まぶしい」


　青い炎ほのおのように、一見冷たく見えて、その実とてつもない熱さを秘ひめた男。


「……ほんとに、好きなんだね」


　相手の短所も長所も、ひっくるめて語れるほどに。


　杜は頷うなずく。


　原は笑おうとして、うまくできなかったようだった。どこか不ぶ格かつ好こうな笑えみは、泣いているようにも見えた。


「そっかぁ……」


　原はそれから、しばらくは押し黙だまっていた。切ない沈ちん黙もくが、あたりを包む。


　それを破ったのは、原のほうだった。


　棚たなの茶色いせんべいを手にとって、彼女はゆっくりと口を開いた。


「恋こい人びとって、おせんべいなんだって」


「え？」


「一枚だったのが、割れた形で生まれてきて、それがぴったりとあう相手が本当の恋人なんだって。……でも、それなら、最初から目印でもあればいいのにね。そうしたら……失しつ恋れんなんて、しなくていいのに」


　原の言葉が、杜の胸にも痛い。自分も、かつてならそう思ったかもしれない。わかりやすい答えだけを求めていたら。


　寂さびしげに俯うつむいた横顔を、杜はじっと見つめた。少女の大きな瞳ひとみは、静かに潤うるんでいた。


「……僕は、本当の恋人って、よくわからないけど……でも、最初からわからないから、ギリギリまで考えて、いろいろ試ためして、そうやって、手に入れるものなんじゃないかな……自分だけの、本物って」


　ほとんど、日比野の受け売りだったが、杜がそう言うと、原は「そうなのかな」と寂しげに笑った。


「でも、辛いね」


「…………うん」


　杜はただ、頷くしかできなかった。


「幸村、いいか？」


　そこへ、兼子がやってきた。


「あ、うん。……じゃあ、またね」


　杜はそう言い残すと、兼子の後を付いていく。兼子は、何も喋しやべらない。


　建物の入り口前に、自分の荷物をまとめた水城が立っていた。


（……水城）


　杜は、唇くちびるを嚙かんだ。


　水城は、今まで見たことのないような、厳しい表情をしていた。杜の姿を見るなり、やりきれないように顔を背そむける。


「悪いけど、俺、先に帰るわ」


「……どうして？」


「今、お前の顔見たくない」


　告げられた言葉が、刃は物もののように杜に深く突つき刺ささる。


「……美紀ちゃんに、振ふられたよ。彼女、お前のこと、好きなんだって」


　水城の言葉に、杜は言葉もなかった。


「お前のせいじゃないってわかってる。けどさ、情けねぇけど、やっぱ今、俺、お前のこと許せない。……なんで、なんでお前なんだよ！」


「水城」


　兼子に制止され、はっとしたように水城は口をつぐんだ。それから、悔くやしそうに顔を歪ゆがめ、鞄を摑つかんで歩き出す。


　杜は、ただその場に立ち尽つくし、後ろ姿を見送るしかできなかった。


　こんなことを、望んでいたわけじゃない。


　心から、二人がうまくいって欲しいと、そう思って応おう援えんしてきたつもりだった。……けれども自分は、結局役にたたなかったどころか、最大の邪魔者だったということだ。


『なんでお前なんだよ！』


　……そう言いたいのは、むしろ杜自身のほうだった。


　なんで、僕のことなんか。


「……ごめん」


　兼子に向かってポツリと呟くと、彼はただ、ポンポンと杜の肩かたを叩たたいた。


「誰だれのせいでもないだろ」


　その言葉が、余計に切なかった。










（蛯名さんの言う通りだった。僕、一人で浮うかれてて……一番、大事な友達を傷つけてしまった）


　その後こう悔かいが、翌日になっても、重く杜の心にのしかかっていた。


「杜？　ご飯できたわよ。今日のハンバーグ、お母さんの自信作なんだけど……」


　母親が夕食に誘さそうが、杜はベッドから起き上がれなかった。


「……ごめん、なんか、食欲ないや」


「具合悪いのか？　車出すから、病院行くか？」


　同じく心配した岳が、杜の額に手を当てて尋たずねるが、杜は首を横に振った。


「ううん。大だい丈じよう夫ぶ。……ちょっと、疲つかれてるだけだから」


「そう？……なにかあったのなら、ちゃんとお母さんたちに話してね」


　母親の言葉に、杜は曖あい昧まいに頷いた。


　今はその、優やさしさも杜には辛い。


　こんなに愛されていて、いいのだろうかと思えた。


　どうしてこんなことになってしまったんだろう。


　兼子の言う通り、誰が悪いわけでもない。ただ、どうしようもないやるせなさが、杜の心を押し潰つぶしていた。





　落ち込んでいるうちに、また、水曜日がめぐってきた。日比野に会いたいとは思うが、今の自分に会う資格はないように思えて、杜は日比野の携けい帯たいに断りの電話を入れた。


「ちょっと体調が悪いので……今日はお休みします。すみません」


　感情を殺した声は、なにかの台詞せりふを読まされているかのように空くう疎そだった。


『そうか。……幸村？』


「はい？」


『いや、なんでもない。わかった』


　日比野はそう言うと、通話を切った。


　ツーツーツー……と、意味のない電子音をさせたまま、杜はぐったりと壁かべに身をもたせかけた。


　あれから、食事は少しはできるようにはなった。けれども、全身に鉛なまりがはいったように、動くたびにギシギシと身体からだが軋きしむような気がした。


　必死にどうすればいいのかを考えようとしても、思考が続かない。


『お前は何もできないんだ』


　そう、心の中のもう一人の自分に激しく詰なじられ、反はん駁ばくすることもできなかった。


　日比野の傍そばにいる資格なんて、ない。


「今日は出かけなくていいの？」


　杜の部屋のドアを開け、母親が顔を覗のぞかせる。


「うん。……身体だるいし、お休みする」


「そう、それならよかった。……ここのところ暑かったし、夏バテしてるのかもね。そうだ！　一週間くらい、山梨の叔お母ばさんの家に遊びに行きましょうか」


　ね？　と嬉うれしそうに母親は提案するが、杜は苦く笑しようした。


「でも、お兄ちゃんの練習もあるし、お姉ちゃんは会社でしょ？」


「あの二人はほっといても食べていけるわよ。ね、そうしない？　杜」


「…………」


　それもいいかもしれないと、杜は思った。


　一日中部屋の中にいても、気が滅め入いるばかりだ。


　また逃にげるのかと言われても……杜は今、現実から目をそらしたかった。


「そうだね。考えとく」


　母親は嬉しそうな顔をすると、杜の部屋から出て行った。


　鼻歌まじりで、リズミカルに階段を降りていく音が聞こえる。


（そのまま東京に戻もどらなくていいなら、いいのに……）


　杜は再びベッドに横になった。枕まくらもとには、先ほど読みかけてやめた、日比野の本が置きっぱなしになっている。


「……先生……」


　ぽつりと呟つぶやき、杜は虚うつろな瞳ひとみで宙を見つめた。


　本当は、会いたい。会いたくて、たまらない。


　会って、全すべてを聞いて欲しい。


　心の奥底にたまったまま、吐はき出せずにいる気持ちを、日比野にならば見せられる気がした。


　ウッドブラインド越ごしに差し込む光が、次し第だいに色を帯びていく。深くなる茜あかね色いろの先には、闇やみの藍あい色いろが待っているだろう。


　杜はその色を、ただじっと見つめていた。








　しばらくして、階下がなにやら騒さわがしくなった。


　岳か峰子が帰ってきたのだろうとばかり思っていたが、母親が杜に告げた来訪者の名前は、意外すぎるものだった。


「杜。日比野先生いらしてるわよ。下りてらっしゃい」


「え？」


　杜はがばっとベッドから跳はね起きた。


　何な故ぜ、どうして？


　そんな疑問を抱いだきながらも、身体は勝手に動きだし、階段を駆かけ足で杜は下りていた。


「……先生」


　そこには本当に、日比野本人が立っていた。


　信じられない光景に、杜はそのまま、言葉をなくしてしまう。


「……元気そうじゃないか。サボリとはいい根こん性じようだな」


　手厳しい言葉に、杜は俯うつむいて、後あと退ずさろうとした。しかし、日比野の手が杜の腕うでを強く摑つかんで、それを許さない。


「すみません。でも、本当に……具合、悪くて」


　今の杜には、日比野の顔を真正面から見つめることはできなかった。


「お母さん。少し、杜くんをお借りしていいですか？」


「あ、ええ。はい」


　母親も、初めて目まの当たりにする日比野の迫はく力りよくに、やや呑のまれてしまっているようだ。


　日比野は半ば杜を抱かかえ上げるようにして、玄げん関かん先まで引きずり出した。


「乗れ」


　以前送ってもらったことのある、日比野の黒いフェラーリが門もん扉ぴのすぐ目の前に停とまっていた。


　日比野の言葉には逆らえず、杜はしぶしぶ助手席に乗り込んだ。


　すぐに日比野は運転席にまわると、音を立ててドアを閉める。


　苛いら立だっているのは、どこから見ても明らかだった。


　スポーツカーの重じゆう厚こうなエンジン音が、車体の震ふるえとともに耳に響ひびく。


「……何があった」


　走り出してすぐ、日比野はそう口にした。


「……たいしたことじゃ、ないです」


「たいしたことでもないのに、俺を無視したのか。……そりゃ、許せないな」


「ちが……、無視したとか、そんなことないです」


「サボろうとしたのは事実だろう」


　杜は今にも泣き出しそうな顔で、しばし黙だまり込む。


　車は住宅地を抜ぬけ、国道を走りつづける。ぽつぽつとつき始めた街灯が、杜の顔を明るく照らしては流れていった。


「……自分が自分で嫌いやになって……先生に、会いたくなかった」


　杜は絞しぼり出すようにそう言うと、大きく息を吐いた。


「だから、何があったんだ」


「…………」


　杜は時折声をつまらせながら、少しずつこの数日間のことを話しだした。


　自分の親友のこと。そして彼が、好きになった少女のこと。


　彼らを心から応おう援えんしたかったこと。


　それなのに、彼女が選んだのは自分で、親友を裏切るような形になってしまった。そして、彼女のこともまた、傷つけてしまったことを。


　自分でも、うまく説明できたとは思えない。途と切ぎれ途切れのそれは、時折時系列が飛んだり、話が足りない部分もあった。


　けれども日比野はその間、中断させるでも文句を言うでもなく、最後まで辛しん抱ぼう強く聞いてくれた。


　車はいつの間にか首都高に乗り、窓の外には東京の夜景が煌きらめいていた。


「……くだらねぇな」


　日比野が呟いた感想に、杜は息を呑む。


　確かに日比野からすれば、くだらない子供の恋れん愛あい問題かもしれない。杜はうなだれ、顔をそむけた。


「先生にとっては、そうかもしれません。……でも、僕にとっては……僕がどんなに、人の気持ちに鈍どん感かんか思い知らされたような気がして……たまらなくて」


「バカだな、お前は」


　日比野はそう言うと、ちらりと杜を見た。傷ついた仔こ猫ねこのように丸まっている姿に、日比野はまた薄うすい笑えみを浮うかべて言った。


「人の気持ちがわかる奴やつなんて、いないに決まってるだろ。少なくとも、俺は考えたこともないな。大体、何も言わずにてめぇの気持ちをわかって欲しがる奴なんてのは、甘いんだよ」


「でも……」


「俺は、俺がしたいようにするだけだ。……そのかわり、どんな行動についても、俺は自分でその責任は取る」


「……先生……」


　杜は日比野の横顔を見つめた。


　不ふ遜そんなほどの自信に満ちた、魅み力りよく的な横顔。それは、彼の顔の造作が作り出すものではなく、日比野晧平という男の生き方が滲にじみ出しているものだった。


　杜は、ガラスに映る自分の顔を見た。


　……そこにいるのは、自信がなく、弱々しい顔をした、ただの子供だった。


「……でも、僕は先生みたいにはなれない……」


「それなら一生そうやって、自分のことを嫌きらいなままでいるか？」


「…………」


　杜には答えられない。戸と惑まどう杜の横で、日比野は言った。


「……強くなれよ。俺の傍そばにいたいんだろ？　それなら、しゃんとしろ」


　後続車がいないことを確かく認にんすると、日比野は車を車道の端はしによせ、ハザードランプを点ともした。


　そして、杜の顔を摑むと、無理矢理自分の方を向かせ、唇くちびるを重ねる。


「……！」


　言葉も仕草も乱暴なのに、そのキスは優やさしくて甘い。


　杜は切なげに眉まゆをひそめ、小さな手で日比野のジャケットの袖そでをきつく摑んだ。


　何から逃にげられたとしても、この人だけは、逃げることを許してはくれない。逃がしてなど、くれない。


　杜の瞳に、涙なみだが滲んだ。


　日比野の厳しさが好きだ。甘えを許さない瞳が好きだ。


　たとえ今死んでも、この気持ちだけは、この世界のどこかに残るだろうと思うくらいに。


　好きで、好きで……。


　心がどうしようもなく惹ひかれていくのを、止めることができない。


「せんせぇ……」


　胸の奥で、ずっと凍こおり付いていた涙が、堰せきを切ったように溢あふれ出す。


　涙は、時に悲しみで傷ついた心を癒いやすための薬だ。


　止まらない涙を拭ぬぐうこともせず、杜は日比野の肩かた口ぐちに顔を埋うずめていた。


「幸村。……まだ、俺から逃げられるつもりか？」


　涙で濡ぬれた頰ほおを大きな手のひらで包まれ、日比野の射るように熱い眼まな差ざしを受け止める。


「……いいえ」


　杜は小さく答えた。その声は、涙で震えて、ひどく惨みじめなものだったけれども。それを恥はずかしいとは、杜は思わなかった。


「先生……」


　杜は、目を閉じる。


　再び接吻くちづけが与あたえられ、それは先ほどよりもずっと熱を孕はらんだ、官能的なものだった。


　夢中で舌を絡からませながら、杜の眦まなじりからは、透とう明めいな涙が零こぼれつづけていた。


　心にある誓ちかいはたった一つだった。


　……もっと、強くなる。


　ここから……彼の傍から、逃げだしたくない。










　火曜日、空は快晴だった。東の空に背の高い積乱雲が、ビルの間から立ち上っている。


　セミの鳴き声は都会でも煩うるさく、歩いているだけで汗あせが肌はだに噴ふん出しゆつしてくる。


　杜は、紙パックのオレンジジュースを手に、予備校内の休きゆう憩けい所に腰こし掛かけていた。日ひ陰かげのせいか、鉄製の椅い子すは少しひんやりしており、熱さが和やわらぐ。


　今日ここに来たのは、兼子からメールをもらったからだ。昨日から始まった二学期の講習の申し込みに、付き合って欲しいという。


　いつも一人でやるほうが効率がいいと言っていた兼子が、どういう風のふきまわしなのだろうと、杜には不思議だった。


　申し込みそのものは、杜は昨日の午前中の開始と同時に済ませていた。……けれども、日比野の講義を取ることはしなかった。


　腕うで時ど計けいを見ると、約束の時間を少し過ぎている。


　どうしたんだろうと、辺りを見回した時だった。


「幸村」


　ちょうど入り口のほうから、ゆっくりと兼子が歩いてくる。その後ろに着いてくる人物に、杜は驚おどろいて立ち上がった。


「水城……」


　水城は視線を外し、パンツのポケットに両手を突つっ込んだまま、叱しかられた子供のような顔をしている。


「……元気だった？」


　それ以外、うまい言葉がみつからない。


　兼子が軽く、水城の背中を叩たたいた。


　水城はしばらくもじもじとしていたが、急にぱんっと両手を杜の前であわせ、頭を下げる。


「……ごめんな、もっちゃん！　俺……」


「う、ううん。……もう、気にしてないよ」


　こうしてもう一度話せれば、それで充じゆう分ぶんだ。


　嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ杜の顔を、水城が上うわ目め遣づかいで見つめた。


「マジで？」


「うん。マジで。……僕のほうこそ、ごめんね」


「もっちゃんの謝ることじゃねーよ」


　まだ照れくさそうな表情を浮かべたまま、水城はようやく頭を上げる。


「兼子も……ありがとう」


「いや。このバカが、一人じゃ謝り辛いっていうもんでな」


「ば、バラすなよっ！」


　真っ赤になる水城に、兼子がにやにやと笑った。いつも通りの口の悪さだけれども、兼子も少し、嬉しそうだった。


「正直まだ完かん璧ぺきに立ち直ったわけじゃないんだけどさ。美紀ちゃんのことも、諦あきらめきれたわけじゃないし。……でも、もっちゃんには、ちゃんと謝らなきゃいけないって思ってて。なかなか言い出せなくて、ごめん」


「水城こそ、もう謝らないでよ。……僕も、色々考えること、できたし」


　それは噓うそではなかった。


　傷ついたからこそ、今の杜は少しだけ、前よりも強くなったかもしれない。


　……そしてそれが、日比野のおかげであると、杜にはわかっていた。


「うん。それでさ、俺、もっといい男になるって決めたわけよ。俺は水泳だけ頑がん張ばってりゃいいやって思ってたんだけど、少しは勉強もマジメにやろうかなって。で、九月からちょっと、ここに通ってみようかなーって思ってさ」


「受付、始まってるだろ」


「あ……なるほどね」


　それで予備校で待ち合わせることになったのかと、ようやく杜は合が点てんがいった。


「幸村は？　もう済ませたのか？」


「うん。昨日ね。……あ、時間割とか持ってきたよ。とりあえずどの講座にするかだけでも、決めちゃう？」


「そーする！」


　水城は元気良く答えると、杜の隣となりに腰掛けた。杜が鞄かばんからパンフレットを取り出すと、興味深そうに身体からだを乗り出す。


「……そりゃいいが、どっか店入らないか？　暑くてしょうがない」


　三人の中では一番暑がりの兼子が、うんざりした顔でそう提案する。


「駅前にマックあったっけ？」


「うん」


　パンフレットを手にしたまま、鞄を持つと、杜は席を立った。


「そうだ、もっちゃん。悪いんだけどさ……宿題、ちょっと写させてくれないかなぁ」


「うん……あ」


　水城のおねだりに、杜はいつものように頷うなずきかけ、それから首をゆっくりと横に振ふった。


「だめ。わからないところがあったら、教えるから。ちゃんと考えようよ。勉強するんでしょ？」


「……はぁーい」


　しぶしぶ頷うなずいた水城に、杜はほっとする。そんな杜に、兼子が言った。


「変わったなぁ、幸村。前はいやいやでも引き受けてたのに。……いいことだ」


「よーっし、俺も、がんばっちゃおー！　待ってろよ？　お前等らになんて、負けねぇからなっ」


　水城の宣言に、兼子はいつまでもつのやら…と呟つぶやき、杜はくすくすと笑った。


　こうして、いつも通りに話せることが、本当に嬉しかった。








「ただいまー」


「おかえりー。あ、杜、早く早く！　こっちきて！」


　玄げん関かんをくぐるなり、母親がリビングから声をかける。


（なんだろ？　お迎むかえなしなんて、珍めずらしい）


　いつものように抱だきついてこない母親に訝いぶかりつつ、杜は素す直なおにリビングへと急いだ。


　リビングはクーラーがきいているようで、外とは別世界の涼すずしさだ。


「おかえり、杜！　ほら、あの時の先生出てるわよ」


　ソファに座り、興奮した顔の母親と姉が、テレビに食いついている。


「カリスマ講師密着取材だって！　日比野先生、テレビで見てもかっこいいわねぇ～」


「蛯名さんだっけ？　あの人も映ってるわよ」


「うわ、ホントだ」


　鞄をそこらに放ほうり投げ、杜もテレビの前にぺたんと座り込んだ。


　どうやら夕方のニュース番組の特集らしく、画面の右みぎ端はしには『話題のカリスマ講師、完全密着！』と筆で書いたような緑色の文字が躍おどっている。そして、画面中央には、講義中の日比野の姿が大映しになっていた。


（あれ、Ａ棟とうの教室かな）


　見慣れた大教室の白い壁かべに、杜はそんなことを思う。


　授業の様子をしばらく映した後、画面は日比野のアフターファイブに切り替かわる。日比野が乗り込んだ藍あい色いろのベンツの運転席には、蛯名の姿も映っている。


　ナレーターが言うには、日比野の現在の活かつ躍やくの陰かげには、秘書である蛯名の働きもあるそうだ。


『ゴールデンコンビですね』と言われた日比野は、『まぁ、いないと困る存在ですしね』と、素っ気無く答えていた。その隣で、蛯名が苦く笑しようしている。


「この二人、買い物も一いつ緒しよに来てたわね、あの時。ねぇ杜、そうよね？」


「うん」


　杜はテレビ画面に視線を注いだまま、頷いた。


「あら、仲がいいのねぇ」


「っていうより、ちょっと怪あやしい感じよね～。他ほかの人はよせつけないっていうか」


　さすが女性の勘かんというべきだろうか。あまりに的を射た姉の台詞せりふに、杜はぎこちなく笑うしかできなかった。


　画面の二人は、確かにお似合いだった。


『ゴールデンコンビ』とは、まさしくその通りなのだろう。


　けれども自分は、日比野のために何もできない。一緒にいて、つりあいすらとれないことくらい、よくわかっている。


　……それでも、好きで。諦あきらめることが、できない。


　蛯名とは、近づくなと言われてから、直接会ってはいない。


　日比野にそう釘くぎをさされたからというのも、ある。


　けれども、そんな風にお互たがいに心配するほど相思相愛であるなら、どうして自分に手を出したりしたのか。


（……先生にとっては、気まぐれのお遊びなんだろうな……）


　そう考えると、やりきれないのは事実だ。


　なのに、嫌きらいになれない。


　オモチャにされたのだとしても、切ない想おもいが胸にこみあげるだけで、日比野を憎にくくは思えないのだ。


　もう残り少ないテキストを仕上げ、杜はこの夏休みを思い返す。


　以前よりももっと、勉強することは好きになった。得るものは、確かにあった夏だった。


　いずれにしても、もう夏は終わる。


　きちんと日比野への想いにも、決着をつけなければならない気がしていた。










　翌日、午後になってすぐ、杜は日比野の事務所を訪ねた。


　事務所の住所は、最初に日比野に手て渡わたされたプリントで調べた。訪ねるのは勿もち論ろん初めてのことだが、たどり着いて杜は驚おどろく。そこは、蛯名に連れてこられたレストランと、同じビルだったからだ。


（だから常連だったのか）


　キレイに清せい掃そうされたエレベーターホールで、杜は立ち止まり、携けい帯たいを手にとった。


　コール音が二度ほどすると、すぐさま相手は電話に出てくれた。


『はい。……どちらさまですか？』


「幸村です」


　蛯名は、電話の向こうで驚いているようだった。少しの沈ちん黙もくが落ち、ジー…と、かすかな電話特有の雑音だけが杜の耳に伝わってくる。


「すみません、少し、お話ししたいんです。お邪じや魔ましてもいいですか？」


『今日は日比野は留守ですよ』


「はい、知ってます。……蛯名さんに、お会いしたかったんです」


『私に？』


「……はい」


　相変わらずおっとりとした口調だったが、蛯名の戸と惑まどいは杜にも伝わってくる。


　蛯名も忙いそがしいだろうことはわかっていたし、今日がだめでも、次の約束ができればそれでいいと杜は思っていた。


　それに……自分とは、会いたくないかもしれない。その可能性も、杜には否定できなかった。


　だが、蛯名は『どうぞ。三階ですので』と答えると、電話を切った。


　案外すんなりと通してもらえたことに拍ひよう子し抜ぬけしつつ、杜はエレベーターに乗ると、事務所のある三階へと向かった。


　チン、と軽い音がして扉とびらが開くと、すぐ右手のほうに茶色のドアがあった。ドアの曇くもりガラスの上には、『日比野晧平事務所』という看板が掲かかげられている。このフロアには、他にはテナントはないようだ。


　緊きん張ちようしながら、ドアをノックする。するとすぐ、「はい」と蛯名の声がした。


「……失礼します」


　こんなに緊張しながらドアをくぐるのは、日比野に最初に呼び出されたあの時以来かもしれない。


　杜はそんなことを思いながら、事務所の内部へ足を踏ふみ入れた。


　グレイのカーペットが敷しかれたその部屋は、応接室のようだ。奥がどうなっているかは、パーテーションにしきられて見ることはできない。日比野の自室とは違ちがい、全体的に明るい色の、モダンな家具で室内は統一されている。おそらく、こちらは蛯名の趣しゆ味みなのだろうと杜は思った。


「お忙しいところ、すみません」


「いえいえ。……わざわざ暑い中寄ってくれたのに、追い返せませんよ。そちら、どうぞ座って」


「ありがとうございます」


　勧すすめられたソファに腰こし掛かけた杜の前に、蛯名は冷えた麦茶を用意してくれる。だが、杜はそれには手をつけず、蛯名が正面に座るのを待った。


「どうですか？　調子は」


「ええ、まぁ……あの、」


「そろそろ八月も終わるのに、相変わらずの暑さですね。旅行くらいは、行きました？」


「……はい。少しですけど」


「それはよかった。来年は、遊んではいられないでしょうからね。もう志望校は決まってたのかな？」


　蛯名は杜が言おうとしていることを知ってか知らずか、のんびりと当たり障さわりのないことを話そうとする。


　穏おだやかな微ほほ笑えみと言葉につられて、ついつい杜も返事をしてしまうが、そんなことを言いにきたわけではないと、もう一人の自分が頭の中で焦あせりに地じ団だん駄だを踏んでいる。


「あの！　蛯名さん」


「ああ、お茶菓が子しを忘れてましたね。待っててください。いただきものの水みず羊よう羹かんがあるんですよ」


「いえ、結構です。蛯名さん」


　席を立とうとする蛯名を慌あわててひきとめ、杜は正面から、思いつめた瞳ひとみで蛯名を見つめた。口を真一文字にひきむすび、何かを決意した杜の面おも差ざしに、観念したように蛯名は苦く笑しようすると、大きく息をついた。


「……そう、何のご用事だったんでしょうか」


「……以前、蛯名さんにお願いされたことについて、お返事しにきたんです」


「ほぅ？」


　蛯名の形のよい眉まゆがぴくりとあがった。


　細く長い指を顎あごにかけ、足を組むと、蛯名はやや不ふ遜そんな態度で杜をじっと見み据すえる。


　値ね踏ぶみするような、試ためすような、圧あつ迫ぱく感かんを感じる視線に、杜は挫くじけそうになる心をぐっと堪こらえた。


「どんなことでしたっけ？」


「……日比野先生に、近づかないで欲しい、って……」


「ああ……そうでしたっけね」


　トントンと薄うすい唇くちびるを叩たたいて、蛯名は小首を傾かしげる。


　それだけの仕草が、艶なまめかしいような華はなやかさで、杜は思わず目をそらした。


　……こんな人と、日比野を奪うばい合えるとは思えない。無駄な勝負をするだけ、馬ば鹿かみたいかもしれない。けれども、……もう逃にげたくはないのだから。


「すみません。……その約束は、僕、できません。……先生が、好きだから、諦められません」


「どうしても？」


　蛯名の問いかけに、杜は視線を合わせないまま、大きく頷うなずいた。


　頭の中がかぁっと熱くなり、勝手に涙なみだが滲んでくる。唇が震ふるえて、答える声は少し掠かすれていた。


「……先生が、蛯名さんと付き合ってても……それでも、ごめんなさい、先生が好きです……、傍そばに、いたいんです。許してください」


「許す、ねぇ……」


　蛯名が呟つぶやく。


　杜は、零こぼれそうになる涙を堪えながら、さらに言葉を続けた。


「それに……蛯名さんが心配するようなこと、なんにもないんです。確かにちょっと……その、今先生は僕にかまってくれてるけど……それは一時期の気まぐれみたいなもので……ほんとに、なんでもないんです」


　なんでもないと、自分でそう口にした途と端たん、涙が零れ落ちた。ぽたぽたと落ちた雫しずくが、杜の膝ひざの上に丸い染しみを作る。


「ただ……僕が、ひとりで、先生が、好きなだけなんです……」


　最後のあたりは、震えて言葉にならなかった。


　泣くつもりなんてなかったのに、どうしても、涙が堪えきれない。


「幸村くん。……ああもう、そんなに泣かないで。君に泣かれると、私も困ってしまうよ」


　蛯名はそう言うと、杜の隣となりに移動した。そして、泣きじゃくる杜の肩かたを、慰なぐさめるようにそっと抱だき寄せる。


「ご、ごめんなさい……僕も、こんな、つもりじゃ……」


「そんなに日比野が好き？」


　杜は何度も頷く。子供のようなそんな仕草に、ますます蛯名は目を細めると、杜の細い黒くろ髪かみをそっとあやすように撫なでた。


「でも、あいつは君を愛してはいないよ。それでもいいの？」


「…………」


　そう、はっきりと口にされると、やはり辛い。それでも、杜は再び頷いた。


「そう。……私と約束してもらえないのは、残念だね」


　ため息をついた蛯名に、杜は謝ろうと顔をあげた時だった。


　唐とう突とつに、杜の頰ほおに、蛯名の唇が触ふれていた。


「え？」


「……こんなに君は可愛かわいいのに。勿もつ体たい無い」


　そのままソファに押し倒たおされ、杜は目を丸くする。


「え、え、蛯名さん！　なにして……っ」


　驚おどろく杜にかまわず、蛯名は杜の濡ぬれた頰や目元、唇に、軽い接吻くちづけを繰くり返す。戯たわむれのような柔やわらかなキスに、杜は抵てい抗こうすることも忘れて、半ば呆あつ気けにとられてしまった。


「私なら、こんな風に君を泣かせないよ。大事に、可愛がってあげる」


「え、だ、だって、……蛯名さんは、先生と恋こい人びと同士なんじゃないんですか!?」


「まさか」


　あっさりと否定する蛯名に、杜はますます目を白黒させる。この状じよう況きように、杜の脳みそは、最も早はやまったくついていけない。


「私は君みたいな優やさしい子が好きなんだ。あんな可愛げのない男、趣味じゃないにも程ほどがあるよ」


「だって、先生に近づくなって……それに、昔からの付き合いって……」


「それは、君があんまり健けな気げで可愛いから。日比野にみすみすくれてやるのは惜おしかったからね。昔からの付き合いなのは……そりゃ、僕ら従兄弟いとこだし」


「え。ええええっ！」


（じゃあ……僕があんなに悩なやんだのって、なんだったんだ……）


　思わず、がっくりと力が抜ぬける。そんな場合ではないのだが。


「幸村くん」


　ぞくっとするほど色っぽい流し目で囁ささやかれ、杜の背筋が震えた。本気で口く説どきにかかっている蛯名は、いつものように微ほほ笑えんでいる。だがそれは、穏やかなものなどでは到とう底ていない。怖こわいくらい、官能的な魅み力りよくに満ち溢あふれている。


「……あの、僕、先生が好きだって言いましたよね……？」


「そうだね。残念なことだ」


「だったら、こんなこと……」


「でも、奴やつとはなんの関係もない、とも、君は言ったね。だったら、私が遠えん慮りよする理由はない。そうだよね？」


「え、え……？」


　いつの間にか杜の両手は頭の上で交差させられ、蛯名の片手一本で押さえ込まれている。細いようにみえて、案外蛯名の力は強く、杜は自分では身動きとれない体勢になってしまっていた。


「ほんと、可愛いね」


　そう言うと、蛯名は杜の白い首筋に顔を埋うずめた。柔らかな唇が、素す肌はだに触れる。その感かん触しよくに、杜は目を見開いた。


「え、蛯名さんっ」


　Ｔシャツを裾すそからたくしあげられ、敏びん感かんな胸を蛯名の指先が辿たどる。その手は、いつも感じるあの手よりも熱く、ヤケドしそうなほどだった。


「やめ……っ」


　制止しようと開いた唇をふさがれ、口こう腔こうに蛯名の舌先がもぐりこむ。慌てる杜をあやすように、蛯名は優しく甘いキスを続けた。柔らかな粘ねん膜まくを、味わうように舐なめまわされ、逃げようと縮こまった舌をからめとられる。その間も、熱い指先は、休むことなく杜の性感を引き出そうと、素肌の上を這はいまわっていた。


「んぅ……っ」


　肌が粟あわ立だち、杜は肩を竦すくめて小さく声を漏もらす。敏感な先せん端たんを蛯名の指先が捉とらえ、形をなぞるように硬かたいツメがまだ柔らかな突とつ起きをなぞった。


「ひぁっ」


「ああ……ここ、好きなんだね」


　みるみるうちに赤く充じゆう血けつし、指先を確かな弾だん力りよくで跳はね返す突起に、蛯名は唇を寄せる。めくりあげられたＴシャツが、鎖さ骨こつのあたりでわだかまっていた。


　味わうように押し付けられる舌の感触に、杜は頭の芯しんがぐらぐらするようだった。それでも、必死で身体からだを捩よじり、蛯名の愛あい撫ぶから逃のがれようとする。


「なにも、酷ひどいことしようとしてるんじゃないよ。ただ、君を気持ち良くさせてあげたいだけ。だから、大人しくしてなさい？……それとも、幸村くんは意地悪されるほうが好きなのかな？」


　蛯名の揶や揄ゆに杜の薄い耳が真っ赤になり、びくんと大きく肩が震える。そんな自分の反応が信じられないように、杜は大きな目を見開いた。


「それならそうしてあげるよ。……もっと、素直に感じてみなさい。悪いことじゃないんだからね」


　蛯名の柔らかな声が、杜を魔ま法ほうにかけるようだ。意識がぼんやりと霞かすみ、流されてしまいそうになる。


「ぁ、あっ！」


　パンツの中にもぐりこんだ蛯名の手が、杜自身に触れる。まだ怯おびえ、縮こまっているソレを、宥なだめるように優しく蛯名は撫で擦さすった。


「ぃぁ……っ、蛯名、さん……っ！」


　直接性感を煽あおり立てられ、杜は目をきつく閉じた。抗あらがいようのない快感がじくじくと湧わき起こり、杜の戸と惑まどいを吹ふき飛ばすような勢いで、桃もも色いろの果実が熱を帯びていく。


「ぁあんっ」


　次し第だいに嵩かさを増す杜の欲望を、蛯名は満足げにさらに激しく愛撫する。上下に扱しごいては、全体を手のひら全体で揉もむようにされ、杜の四し肢しから力が抜けた。薄うすい胸がせわしなく上下し、涙なみだに濡れていた頰は、今はうっすらと朱しゆを刷はいたように染まっていた。


　……だが、熱くなる身体とは裏腹に、ぼやけた思考の片かた隅すみが急激に冷えていく。


　していることは、日比野と変わらない。唇くちびるを重ね、胸むな元もとを弄いじられるこの行こう為いは、誰だれがしようと同じことだろう。


　でも、違ちがう。


　その温度も、感触も、何もかも違った。


　日比野の手は、いつも少しだけひんやりとしていて、でも唇だけは熱くて、苦いタバコの味がする。


　杜の耳元で、意地悪なことばかり囁き、杜のなにもかもをがんじがらめにしてしまう。


　……でも、蛯名は違う。それが、どうしようもなく、杜に拒きよ絶ぜつ反応を起こさせる。


　きっと、杜の身体にも、心にも、見えない標しるべが刻み込まれてしまったのだ。……自分はもう、日比野のものなのだと。


　あの意地悪な男によって。


「幸村くん……。大だい丈じよう夫ぶ、私が忘れさせてあげる」


　蛯名の指が髪かみを撫なで、唇が緩ゆるく杜のそれを啄ついばむ。しかし、杜は首を横に振ふった。


「……忘れ、られないです」


　けれども、杜はそう答えた。


　そんなこと、できるわけがない。


　日比野の存在を、消すことなんて、きっと一生かかったってできない。


「先生だけ、好き、なんです……っ。だから、……っ！」


　やめてください、と言いかけた言葉を、荒あら々あらしくドアを閉める激しい音が阻はばんだ。


（誰……!?）


　こんな恥はずかしいところを他人に見られてしまうなんて……と、杜は絶望にも似た思いにきつく目を閉じる。そうしたところで、自分の姿が相手に見えなくなるわけでもないのだが、そうせずにはいられなかった。


「……どういうつもりだ、蛯名」


　耳に心ここ地ちよい、低い声。その声を、杜が聴きき間違えることは、絶対にない。


（先生……っ）


　どうしてよいのかわからず杜は呆ぼう然ぜんとするが、蛯名は悪びれた風もなく、身体を起こすと日比野に向かってにっこりと微ほほ笑えんでみせた。


「おや、お早いお帰りで」


「連れん絡らくがとれないから何してるのかと思いきや……！　幸村、こっちこい！」


「は、はい！」


　主人に呼ばれた犬のように、慌あわてて杜はその言葉に従う。日比野はそんな杜の細い腕うでを摑つかんで強ごう引いんに抱だき寄せると、今にも嚙かみ付きそうな瞳ひとみで蛯名を睨にらみつけた。


「独り占じめはずるいよ。随ずい分ぶん感度のイイコじゃないか」


「ふざけたこと言ってんじゃねぇ。こいつのことを好きにしていいのは、世界中に俺だけなんだよ」


　息が苦しいほど強く抱きしめられながら、杜は日比野の顔を見上げた。


　こんな勝手なことを言われているというのに、どうしようもなく甘くて幸せな感情が、杜の胸に湧き起こってくる。


　一方、日比野の剣けん幕まくに、蛯名は呆あきれたように肩かたを竦めた。


「自分だって、最初はおもちゃだと思ってたくせに」


「うるせぇ！　だいたいお前はいつも俺のものばっかり欲しがりやがって。昔っからそうだ」


「昔のことは今は関係ないでしょ。いつまでも男らしくない」


「お前に言われたくねぇよ。ひとりだけイイコちゃんな顔しやがって」


「あの……やめてください！　ケンカしないで……」


　いつ果てるともない口論に、杜はおろおろしながら必死で間に入ろうとする。しかし、日比野は今度は杜に向かって叱しつ責せきした。


「だからこいつには近づくなと言っただろう！」


「ご、ごめんなさい……あの、だって……」


「見た目と口調とは正反対の性格してんだからな、この男は！……ったく！」


　日比野はざっと杜の惨さん状じようを見て取ると、露ろ骨こつに舌打ちをした。そして、自分の羽織っていたサマージャケットを、ばさりと杜の肩に羽織らせる。


「おい！」


「はいはい」


「これから俺は三時間、連絡とれねぇと思え。電話がかかってこようが人が来ようが、俺は会わないからな。わかったか！」


　部屋の家具がびりびりと震ふるえそうな剣幕で日比野は怒ど鳴なると、杜の肩を抱いて事務所から連れ出した。


　再び乱暴に閉められたドアを見やりつつ、蛯名は大きく息を吐はく。


「やれやれ……もうちょっとだったのになぁ」


（人の気持ちに鈍どん感かんなのは、似たもの同士だね、あの二人は）


　苦く笑しようした蛯名は、踵きびすを返し、腕うで時ど計けいのタイマーをセットする。


　これからきっちり三時間だけは、とりあえず邪じや魔まをせずにいてあげようと思いながら。










　日比野の車で連れて行かれたのは、彼の自宅ではなく、都内にあるホテルの一室だった。


　機能的ではあるが、ビジネスホテルというほど素っ気無くもない。シンプルな机の上には、電源が入ったままのノートパソコンといくつもの数式が書かれたレポート用紙、そして参考書の類たぐいが乱雑に積み上げられていた。見れば数冊、床ゆかにも転がり落ちている。


「仕事、してたんですか？」


「こないだのテレビが放映されてから、自宅にまでうるさい電話やら訪問やらあってな。落ち着けねぇから、昨日から部屋をとってる」


「あ、それ、僕も見ました。先生、すごいですね」


「別に。んなことどうでもいい」


　日比野は素っ気無く言うと、杜の背中を抱いて引き寄せる。いきなりの急接近に、杜は困ったように顔を伏ふせた。


「さっきの質問の答えがまだだ。……どうして事務所に行った？」


「あ……えっと……その」


「早く答えろ」


　イライラした口調で先を促うながされ、杜はごくんと唾つばを飲み込んでから、口を開いた。


「蛯名さんに、先生に近づかないでくれって言われたってことは、前に話しましたよね」


「ああ、きいたな」


「その返事をしに行ったんです。……先生と、離はなれたくないですって」


「なんでそんなこと、わざわざ奴やつに言う必要が？」


　杜は眉まゆ根ねをよせ、弱りきった顔になる。その理由については、単なる誤解だったことが、今はもう身をもってわかっているからだ。


「……蛯名さんと先生が、恋こい人びと同士だと思ったから。ごめんなさいって言わないといけないと思って……」


　案の定、暫しばし日比野は絶句していた。普ふ段だん、シニカルな笑みか、真しん剣けんな眼まな差ざししか見せない彼が、珍めずらしく驚おどろき、呆れた表情を浮うかべている。


　日比野とて人間なのだから驚きも呆れもするだろうが、あまりにもはっきりした反応に、杜までやや驚いてしまった。


「……バカか、お前は。どこをどうしたら、そんなそら恐おそろしい結論が出てくるんだ」


「だ、だって、先生と蛯名さんは古い付き合いだって言うし、仕事の上でも重要なパートナーだし、並んでいても絵になるし……」


「そりゃ、あいつは気に食わないとこもあるが、有能だし第一気が楽だからな。それだけだ」


「でも……僕よりずっと、先生にふさわしいと思ったから……」


　ぽつりと呟つぶやいた杜の顎あごを摑み、日比野が正面から杜を見つめる。溺おぼれそうなほど深い琥こ珀はく色いろの瞳を、杜もまた囚とらわれたように見つめ返す。


「でも、諦める気はなかったんだろ？」


「…………」


　杜は頷うなずく。日比野の指が、杜のまだあどけない丸いラインを描えがいた頰ほおを撫なでた。ひんやりした日比野の体温が、まるで鍵かぎのように、杜の身体からだの奥のスイッチをＯＮにしてしまう。


「好きでいるだけでいいのか？……お前は、それで満足なのか」


　誘さそうような日比野の言葉に、杜は目を閉じる。


　そして、今度は首を横に振ふった。


「……本当は、嫌いやです……」


「本当は……？」


　日比野の唇くちびるが、杜の唇ぎりぎりの距きよ離りで囁ささやく。


　吐と息いきが肌はだを掠かすめる、そんなかすかな感かん触しよくですら、杜をどうしようもなく煽あおり立てる。


「……そんなこと、言えないです。……だって、僕なんか」


　そこまで望んじゃいけない。だから、絶対に、意識しないでいた。


　本当の気持ちは……。


　躊躇ためらう杜の頰を、日比野の両手が包み込む。強い力に、逃にげ出せない。


「言えよ。聴いてやるから。……ホントのお前を見せろ」


　杜の華きや奢しやな全身が震え、桜色の唇がわななく。視線をはずすこともできず、見入られた生いけ贄にえのように、杜は日比野を見つめていた。


「……先生のこと、他ほかの誰だれにも、渡わたしたくないです……っ！　僕のことだけ、見てて、ください……！」


　怯おびえた手つきで、そっと杜は自分の手のひらを、日比野の手の甲こうに重ねる。そして、目を閉じて、言った。


「僕のことだけ……愛して、ください……」


　その次の瞬しゆん間かん、杜の唇は、日比野によって塞ふさがれていた。


　柔やわらかい感触は、目くるめく陶とう酔すいとなって、杜の身体を甘く痺しびれさせる。


「……ようやく言ったな」


　ぼそりと日比野が呟いた気がしたが、杜にはよくわからなかった。


　ただ、次し第だいに深くなる接吻くちづけに応こたえるだけで、精せい一いつ杯ぱいだったのだ。


　がっちりと頭を固定されたまま、熱い舌を絡からめ合う。日比野の舌先はそれだけでは飽あき足らないかのように、唇から犯おかすような勢いで、杜を貪むさぼった。


「ん……ふ……ぅっ！」


　息いき継つぎができないほどの激しさに、杜は苦しげに声を漏もらす。それでも、苦い日比野の唾だ液えきを飲み下し、湧わき上がる麻ま薬やくのような甘さにうっとりと目を閉じている。


　ようやく唇が離れた時、力の抜ぬけた杜の身体は、ひとりでは立つことも覚おぼ束つかないほどだったが、日比野の腕うでがそれを支えてくれた。


　全身が炙あぶられた飴あめのようにぐにゃぐにゃで、熱くて、力が入らないのだ。


「杜」


　しっかりと抱だきしめられたまま、急に日比野に名前を呼ばれ、驚きと喜びが漣さざなみのように杜の全身に伝わっていく。


「教えてやろうか？……俺だって、お前に惚ほれてるよ」


「え…………」


　驚く杜を抱き上げ、日比野は軽々と杜の身体をベッドへと運んだ。


「噓うそ、だって……」


「お前がなかなか正直にならないからだ」


　日比野は笑う。


　あの時、杜の心を奪うばった、どこか意地の悪い、大人の男のずるい笑えみ。


　だがそれはやはり、どうしようもなく魅み力りよく的だった。


「俺だけがお前を独どく占せんしたいと思ってるなんて、癪しやくだしな。お前にもそう言わせたかった」


　杜はなにも言えなかった。


　嬉うれしすぎて、信じられなくて、これが現実だとは到とう底てい思えなかったのだ。


「おい、なんか言えよ」


　シーツに身を横たえ、呆ぼう然ぜんとしている杜の頰を軽く叩たたき、日比野が顔をしかめる。


「だって……あんまり、驚いて……」


「夢みたいか？」


　こくこくと頷く杜に、日比野は覆おおい被かぶさると、その唇を再び奪った。


「……！　ん、ん……っ!!」


　再び与あたえられた息ができないほどの激しいキスに、杜は顔を真っ赤にして、ぐいぐいと日比野のブルーのシャツを力なく引っ張った。


　肩かたで息をする杜に、日比野は「夢じゃないだろ？」と、にやりと笑う。そして、


「何回された？」


「え？」


「キス。蛯名の奴に、何回された？」


「……えっと……」


　杜は左に視線を反らし、恥はずかしそうな表情で、記き憶おくを反はん芻すうする。


　軽い酸欠でもおこしているのか、頭がぼーっとしていて、何な故ぜそんなことを日比野が聞くのかまでは、杜は考えが至らなかった。


「……多分、五回……くらい？」


「じゃあ、あと三回か」


　こともなげに言い放った日比野に、杜はぎょっとしてしまう。


　あんな激しいキス、もう三回もされたら、頭がどうにかなってしまう。


　現にもう、杜の下半身は熱く滾たぎり始めているのだ。キスだけで達してしまうのは、いくらなんでも恥ずかしすぎる。


「で、でも！　ディープキスは、二回くらいでしたよぅ……。あとはちょっと、触さわったくらいで……」


「こうやって？」


　日比野はそう言うと、杜の顔中にキスの雨を降らせる。啄ついばむような軽いキスなのに、杜は次第に湧わき上がる幸福感に、かつてない甘やかな悦よろこびを覚えていた。


「は、い……」


「それから？……どうした？」


「……Ｔシャツの中、手が入って……シャツ、めくられて……」


　杜が素す直なおに答えた通りに、日比野の手が動く。


　日比野の大きな手が、素す肌はだを撫でる感触に、杜の背筋がぞくぞくと震ふるえた。


「それで？　どこ触った？」


「あ……、こ、ここ……」


　恥ずかしそうに、それでも触ふれて欲しいという欲求には抗あらがえず、杜はうまく力の入らない指先で、そっと胸の中央を指し示した。


　すでにその箇か所しよは、快感の予感に硬かたく張り詰つめ、愛されるのを待つかのように赤く色づいて、日比野を誘っていた。


「ぁ……せんせぇ……」


「晧こう平」


「え？……ひぁっ」


　急にその箇所を摘つまみ上げられ、杜は嬌きよう声せいをあげる。


「『先生』もいいけど、そろそろ名前で呼べよ」


「あ……ぇ、……晧平、さん……？」


　たどたどしく杜が呟つぶやく。その途と端たん、胸の奥で何かが溢あふれ出してくるようだった。


　生徒と教師ではなく、恋こい人びととして、初めて彼に抱かれている。……そんな感動が、名前を口にした時、一気に湧き上がってきたのだ。


　ご褒ほう美びのように、日比野の熱い舌が小こ粒つぶな乳ち首くびを撫でたり、押し潰つぶしたりする動きにも、いじらしく震えて杜は応こたえた。唾液に濡ぬれて、卑ひ猥わいな色に染まった胸むな元もとは、まるで『もっと、もっと』と強請ねだっているかのように、ひどく煽せん情じよう的だった。


「……杜」


　日比野の声も、情欲の色をかすかに滲にじませている。


「くぅ……、ん……っ」


　欲しがる気持ちを堪こらえきれずに、杜は日比野のやや硬い髪かみに指を絡め、自分の胸元へと引き寄せる。


　濡れた音がするたびに、ほんの小さな身体からだの先せん端たんから、震えるような快感が湧き起こる。


　ただ、それをもう、怖こわいとは杜は思わなかった。


　今はただ、日比野の腕に全すべてを委ゆだねるだけだ。


「……もう、こんなか。ちょっと乳首弄いじられただけなのにな」


「ぁっ！」


　下半身の衣服を取り去られ、屹きつ立りつした杜のモノが露あらわになる。天を仰あおいだソレは、すでに淫いん蜜みつにまみれ、じっとりとその奥の秘ひめられた部分までも湿しめらせていた。


「さっきもこうだったのか？」


　柔らかな耳の付け根に接吻けながら、日比野が意地悪く囁ささやく。


「ち、違ちが……っ」


　びくんびくんと身体を突つき動かす確かな疼うずきを感じながら、杜は首を横に打ち振ふった。


　そして、日比野の首に腕をまわしてしがみつく。


「……晧平さんだから、こうなっちゃうんです……っ」


「……可愛かわいいこと言うな、お前」


　日比野の手が、滑なめらかな白い背中を撫なでる。そのままゆっくりと下ろしていった手が、杜の小さく丸みを帯びた尻しりを摑つかむ。


「ぁ……」


　しばらくはそこで感かん触しよくを楽しむように撫でまわしていたが、やがてその指先は、まだ秘めやかに閉とざされた蕾つぼみへと移動する。


「ん、んん……っ」


　ソコで快感を覚えることを教え込まれた身体は、やわやわと秘門を撫でる日比野の指に、もどかしいような快感を覚える。だが、それだけでは足りなくて、焦じれたように杜は日比野の足に自らの高ぶりを押し付け、腰こしを蠢うごめかせていた。


「しょうがないな……こっちも、弄いじって欲しいのか？」


「あぁんっ！」


　蕾を責めていた手が、杜の果実を撫でる。猫ねこの喉のどをくすぐるような、そんな動きだ。


（……もっと、ちゃんと……）


　握にぎって、弄いじって欲しい……。そんな願いを口にはしないまま、杜は夢見るように潤うるんだ瞳ひとみで、日比野を切なげに見上げた。


「まだ。……お楽しみは、これからだ」


　日比野はそう言うと、一いつ旦たん身体を起こし、シャツのボタンを外す。


　ホテルの部屋は、まだ午後の陽ひ射ざしで明るいほどだが、日比野は裸ら身しんをさらすことに臆おくした様子もない。


　ほどよく鍛きたえられた逞たくましい身体つきに、杜は思わず感かん嘆たんのため息を漏もらした。


　もう一度、強く抱だきしめられ、じん……と全身が痺しびれる。


　素肌同士が重なりあう感触は、他のどれとも違う、甘美な心ここ地ちよさを杜に教える。


「杜……」


　名前を呼ばれ、目を閉じた。自分から口を開き、赤い舌を精せい一いつ杯ぱい伸のばして、日比野の接吻くちづけを受け入れる。


　まるで、必死でエサをもらおうとする小鳥のように、杜は貪どん欲よくに日比野を求めていた。


「ん……ふ……っ」


　鼻にかかった甘えた声が、重なり合った唇くちびるの隙すき間まから零こぼれ落ちる。お互たがいの唾だ液えきに濡れた唇が、ぬるぬると擦こすれ合う感触と、いやらしい音に、杜の理性がぐずぐずに蕩とろけていくようだった。


　今の自分は、どれだけ物欲しげで、いやらしい顔をしているだろう。そう考えると、恥ずかしさに居たたまれなくなりそうだが、杜はそんな自分をすでに受け入れてしまっていた。


　もっと、日比野に愛されたい。その全部が、欲しくてたまらない。


「……は……ぁ」


　唇が離はなれると、その後を追うように銀色の糸がゆるくカーブを描えがく。


　日比野の手が、杜の濡れた雄芯にかかった。


　露ろ出しゆつした桃もも色いろの亀き頭とうに、溢れた蜜みつを塗ぬり広げるような動きで、日比野の親指が杜を愛あい撫ぶする。


「んぁ……っ」


　ようやく与あたえられた刺し激げきに、杜は嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。


「気持ちいいのか？」


「あ、はい……っ、気持ち、いい……いいです……っ」


　日比野の肩かたに縋すがりつきながら、杜は身み悶もだえる。


　長い指が全体を握り、強弱をつけながら揉もむようにされる。すでに充じゆう分ぶんにいきり立っている杜自身は、パンパンに張り詰め、今にも達してしまいそうだ。


「あ……ひぁ……っ！　あ、あぁっ」


　ぐちゅぐちゅと音をたてて、日比野の手が上下する。


　四し肢しに不自然な力が入り、杜の細腰がガクガクと揺ゆれた。


「あん、晧平さ……ん……っ、も、ぁ……っ」


　だが、日比野はまだ杜をイかせてはくれないようだった。もう少し、というところで手を離し、出口を求めて疼く快感に悶もだえる杜を楽しむかのように、じっと上から見下ろしている。


「晧平さん……っ、意地悪、しないで……っ」


「でも、気持ちいいだろ？」


「いいけど……でもぉ……っ！　あ、やぁっ！」


　きつく根元を摑まれたまま、日比野の唇が、杜の先端に触ふれた。


　指とは違ちがう柔やわらかな感触。そして、亀頭をしゃぶるように口こう腔こうに含ふくまれ、容よう赦しやない舌使いに杜は悲鳴をあげた。


「あ、や、あっ、ひ……んっ！」


　可か憐れんな鈴すず口ぐちから、さらに蜜が溢れ出す。それを啜すするように、音をたてて吸い上げられ、杜の頭が真っ白になる。


「あああああっ！」


　白い喉を反らせ、杜の精神が、絶頂を迎むかえる。それなのに、まだ身体はイくことは許されていないのだ。


「は……ぁ……や、……っく……あぁ……っ！」


　苦しいくらいの快感に、杜の顔は涙なみだでぐちゃぐちゃだった。


　きめ細かい肌はだには汗あせが浮うかび、全身が桃色に上気している。


　堪えるように細い指は、シーツをきつく握り締しめていた。


「も、許して……っ、イかせて、……っ！」


　しゃくりあげながら哀あい願がんする杜に、日比野は残ざん酷こくで艶つややかな笑みを浮かべると、ようやく縛いましめを解く。そして、杜の両りよう膝ひざ裏に手をかけると、その身体を折りたたむように下半身を持ち上げた。


「……っ！」


　杜の目の前に、いきり立つ自身が曝さらされる。そして、おそらく日比野の前には、隠かくしようもなくひくつき、喘あえぐ蕾が露わにされている筈はずだ。


「自分で持ってろ、杜」


「え……、あ、や、あ、……っ!!」


　シーツを摑んでいた指を外させ、日比野は杜自身に膝を抱かかえさせる。自分でその場所を日比野に見せつけるかのような淫みだらな姿勢に、杜は息を飲んだ。


「あ、あっ！」


　日比野の舌が、杜の蕾に触れる。唾液をのせた熱く柔らかな感触に、杜は総毛だった。


「ふ……ぁ……っ、あ、あっ！」


　音をたてて日比野が、杜の快感の予感に慄おののく箇か所しよを舐なめほぐす。潤じゆん滑かつ剤ざいのジェルをまとわせた指先を、そこはいとも簡単に飲み込むと、待ちかねたようにきつく締め付けた。


「もう簡単に入るな」


　日比野が笑みを浮かべて、息を吹ふきかけるようにする。一いつ瞬しゆんひやりとした箇所が、すぐにまた熱を帯びていく。


「あ……ひ……あっ！」


　ぐちゅぐちゅと音を立てて、綻ほころんだ入り口を日比野の長い指が出入りする。二本の指で広げられるようにかきまわされ、杜はいやいやと頑がん是ぜ無い子供のように頭を振ふった。


　本来なら感じるはずのない器官から、強きよう烈れつな快楽が脳を直ちよく撃げきする。いやらしく赤く染まった内部を曝さらけ出し、杜は大きく喘ぎ続ける。


　荒あら々あらしく指が媚び肉にくを擦こすり上げるたび、杜は苦しげに眉まゆ根ねをひそめ、濡ぬれた声をあげた。


　触れられていない前のモノが、びくんびくんと大きく跳はねては、下腹部を打つ。


　二つ折りにされた体勢の息苦しさも半ば忘れるほど、腰のあたりから急激に悦えつ楽らくがせりあがってくる。


「はっ……ん、んぅ……っ！　だめ、だめぇ……っ」


「もうイくか？　……いいぞ、イけよ」


「あ……ぁ――――っ！」


　ようやく与えられた日比野の許しに、杜は震ふるえながら欲望を解き放った。自分自身の白くぬめった液体が、杜の胸や顔に飛び散る。それは、すさまじく卑ひ猥わいな光景だった。


「……ぁ……」


　散々我が慢まんさせられた後の放出に、杜は焦しよう点てんが合わない瞳で、ぼんやりと日比野を見上げる。


　ようやく足が下ろされ、杜はぐったりとシーツに横たわっていた。もう、指一本動かせないほど、全身が脱だつ力りよくしている。


　だが、これで終わりではないことを、杜は充分わかっていた。


　日比野の足の間に、熱い雄おすがそそり立っている。それを目にしただけで、杜の身体からだの奥が、はしたないほど疼うずきだすのだ。


「晧平……さん……」


　震える声で強請ねだる杜の肩を抱くと、身体を反転させる。日比野の前で四つんばいになるが、杜の腕うでは上半身を支えきれず、日比野に向かって腰こしだけを高々と上げるような格好になってしまう。


　指とは比べ物にならないほどの快楽を求めて喘ぐ蕾つぼみに、日比野はゆっくりと己おのれの高ぶりを押し付ける。ジェルに濡れたソコと、ぬるぬると擦れあわせるように腰を使う。


「あ……ぅん……っ」


　それだけじゃ足りないと、杜は日比野を責めるような眼まな差ざしで見つめる。雄を欲しがりひくつく身体を抑おさえきれない。


「どうした？」


「や……晧平さん……焦じらさない、で……っ。晧平さんを……僕に、ください……っ」


　舌足らずな甘えた声に、日比野はようやく杜の腰を摑つかむと、体内に押し入ってきた。


「あ、ああぁっ！」


　圧あつ倒とう的な質量と熱さに、杜は歓かん喜きの声をあげる。


　待ちかねたように絡からみつく媚肉を押し分け、日比野の剛ごう直ちよくが杜を貫つらぬいた。


「ひ、ぁ、……っふ、ぅ……っ！」


　息をつく暇ひまもなく、日比野がゆっくりと腰を蠢うごめかせる。ぐちゃぐちゃと内側をかき回すような動きに、杜の全身が燃え上がり、激しい悦楽が湧き上がった。


「あっ、あぁっ！　すごい……んん……いい……っ」


　日比野が前後に腰を揺らすと、突つき上げられるたびに、大きな波のような快感が杜を襲おそう。


　男を受け入れた場所は、杜が感じる度たびに、きつく日比野を締め上げている。


　そして、快楽を偽いつわることのできない箇所は、再び蜜を滴したたらせ、脈打っていた。


「ひぁあっ！」


　その果実を背後から握にぎりこまれ、杜の瞳ひとみからさらに涙が零こぼれ落ちていく。


「あ、だめ……っ！　そこ、されたら……ああん、もぅ、ヘンなっちゃいます……っ」


「もうヘンになってるだろ？……こんな、やらしい身体して」


「ああぁっ！　だって、あ、また、出ちゃうっ！」


「イケよ。……もっと、おかしくなっちまえ」


　日比野はそう言いながら、さらに激しく腰をグラインドさせる。ずるりと抜ぬかれては、さらに奥まで責せめ立てられる動きと、それに合わせて上下する指に、杜は狂くるったようによがり声をあげる。前からも後ろからも、間断なく与あたえられる快感に、もう何も考えられない。


「ひ、ぁ、あぁぁっ！」


　一際高い声をあげて、杜の雄芯から、勢いよく欲望が放たれる。だが、それだけではまだ終わらない。ひくひくと震えながら、なおも白い蜜みつを吐はき出しつづけ、シーツにはべったりと染しみ広がっていった。


「あん、あ、止まんない、まだ……イっちゃう……っ！」


　がくがくと全身を揺ゆさぶられながら、杜は快感に濁にごった瞳でうわごとのようにそう呟つぶやく。


「杜」


　一いつ旦たん動きを緩ゆるめ、背後から杜を抱だきしめると、日比野は耳元で囁ささやいた。


「愛してる」


「！　あ、や、そんな……っ」


　そんなことを言われたら、余計に感じてしまう。


　こんなにも、心と身体が直結しているとは思わなかった。


　震える杜の上半身を抱き上げ、日比野は自分の膝の上に座らせる。そして、白い耳たぶやこめかみに、いくつも柔らかなキスを落とす。


「く、ふ……っ」


　自らの体重も手伝って、さらに深くなる結合に、杜は深く息をついた。こうしていても、どくどくと日比野の脈が直接身体の中から伝わってくる。


「晧平さん……っ」


　湧き上がる愛おしさに、杜はぎこちなく腰を揺らし、日比野を締しめ付ける。


　少しでも、自分の身体で、彼に気持ち良くなって欲しい……そんな、健けな気げな思いが、杜を突き動かしていた。


　そんな姿を見つめ、満足げな笑みを浮うかべると、日比野もまた自らの高みを目指してラストスパートをかける。


「あ、あっ、ああぁっ！」


　一転して、激しく下から突き上げられ、杜はしなやかに背中を仰のけ反らせて喘ぐ。


「……っ！」


　日比野が奥歯を食いしばり、低い吐と息いきを漏もらす。その瞬しゆん間かん、杜の中で激情が弾はじけた。


「―――――――っ!!」


　身体の最さい奥おうに叩たたきつけられる熱い迸ほとばしりに、杜は声にならない悲鳴をあげ、自らもまた、何度目かわからない絶頂に達していた。







　あれから、三年の時が過ぎた。





「幸村さーん」


　呼び声に杜は立ち止まり、背後に振り返る。息を切らせた生徒が、杜に向かって走りよってくるところだった。


「こないだの問題のことなんですけど、今いいですか？」


「もちろん。どうしたの？」


「途と中ちゆうまではちゃんと解けたんですけど、応用で引っかかっちゃって……」


　首を傾かしげる学生に、杜はにっこりと微ほほ笑えんだ。


「そっか。じゃあ、もう一度頑がん張ばろうか。えっと、先に自習室に行っててくれるかな？　ちょっと、寄らなきゃいけないところがあるから」


「はい！」


　学生服の少年は、やや頰ほおを赤らめて、杜に向かって大きく頷うなずいた。





　今、杜は通いなれた予備校で、チューターをしている。


　希望通りの大学にも進学し、大学生活も満まん喫きつしている。


　水城は体育大学に推すい薦せんで進み、今は教師を目指しているという。そしてもちろん、兼子もＴ大法学部にストレートで合格し、在学中の司法試験合格を目指して今も猛もう勉強中だ。


　さすがにバラバラになってからは、以前ほど頻ひん繁ぱんに会うことはなくなったが、今でもメールのやりとりや、ちょっとした旅行には行く仲である。


　しかし、水城の恋こいが結局どうなったのか、杜は今でも知らない。水城が自分から口にするまでは、杜のほうから尋たずねることはしたくなかった。


　そして、杜はというと……。


「モテモテですね、麗うるわしの名物チューターさん」


　生徒がいなくなった後、くすくすと笑いながら蛯名が声をかけてきた。


「麗しのって……やめてください、からかうの」


　杜は頰を膨ふくらませ、拗すねたように言い返す。


　あれから、少し身長も伸のび、こどもこどもしていた丸い顔も、頰がほんの少しシャープなものになりつつあった。なにより、全身にまとう雰ふん囲い気きが、はっきりと変化しつつある。


　身に付けるものもぐっと大人びて、今では日比野とともに、あの店の常連になりつつあった。


「ほんとに、あの時は惜おしいことをしましたよ。……今でもチャンスはない？」


「いつも言ってるじゃないですか。僕は先生のものですって」


　さすがに声をひそめて、しかし杜ははっきりとそう言い切った。


　はっきりいって、このやりとりも三年の間に何度繰くり返されたかわからない。


　最初は面食らったものの、今では杜もすっかり蛯名の本ほん性しように慣れきってしまっている。


「じゃあ、三人では？」


「嫌いやですってば！」


　なんてこと言うんですか！　と、杜は頰を赤らめる。その時、不意に背後から腕うでが伸び、かぎなれたタバコの匂においがする胸むな元もとに抱き寄せられる。


「おい。俺のもんになにしてる」


「日比野先生！」


「なんだ、もう見つかった」


「おまえこそこんなとこふらふらしてないで、とっとと事務所帰れ」


「はいはい」


　蛯名は肩かたを竦すくめると、「じゃあまたね、幸村くん」と笑って手を振ふった。


「はぁ……」


「こっち来い。こないだのレポート、持ってきた」


　ため息をつく杜の横で、さっさと日比野は踵きびすを返す。その後ろを、慌あわてて杜は追った。


　今でも杜は大学の研究のあれこれを、日比野に相談している。今日は、先日作成したレポートの件について意見をもらう約束になっていたのだ。


　もっとも、そんな約束があろうとなかろうと、杜は日比野の元に訪おとずれることが日課だったのだけれども。


「あの、日比野先生」


　あちこちに赤ペンの入ったレポート用紙を受け取ると、杜は咳せき払ばらいをして日比野を見つめた。


「なんだよ」


「ああいうところで、その……ああいうことをしたり仰おつしゃるのは、やめていただけませんか？」


「その喋しやべり方よせよ。蛯名が二人いるみたいだ」


　露ろ骨こつに眉まゆをひそめる日比野に、杜はため息をついた。


「だからぁ、あんなことして、変に思われちゃったら困るから。やめて欲しいんですけど」


「いやだね」


「いやって、そんな……」


　杜は絶句してしまう。


「かんぐられるためにああいうことしてんだから、いいんだよ。お前は俺のもんだって、わからせとかねぇとな」


「そんなこと、……よくわかってます」


　杜は恥はずかしそうに目元を赤らめ、ぽつりと呟く。しかし日比野は、わかってないと言わんばかりに、杜の腰こしに腕をまわして、自分のほうへと引き寄せた。


「お前のことを見てるガキどもにだよ」


「先生……」


「そうじゃないだろ」


「……晧平さん。あの、そんな心配は必要ないと思うんだけど……」


「それはお前がわかってないだけ。ったく」


　日比野はそう言うと、やや乱暴に杜の唇くちびるを塞ふさいだ。


（それを言うなら、僕のほうが心配なくらいなのに）


　日比野はますます有名人になり、今ではこの予備校には月に数度しか訪れなくなっていた。日本全国で講演会を行い、学会でもどこでもひっぱりだこだ。去年は三ヶ月アメリカの大学で過ごし、今年もまたイギリスへ行くことが決まっている。


　日比野がそうして羽ばたく姿を、杜は誇ほこらしい気持ちと、少しだけ寂さびしい気持ちで見守ってきた。いつか自分のことなど省かえりみなくなってしまうのではないかという不安は、いつでもつきまとっている。


　それでも、その不安に押し潰つぶされることだけはなかった。杜は今でも、あの時の日比野の言葉を忘れてはいない。


『傍そばにいたければ、強くなれ』と。


　それは、弱音を吐はくなということとは、少し違ちがう。


　もしも耐たえ切れず杜が不安を口に出せば、いつだって日比野は、一晩中かけてでもその不安を取り除こうとしてくれた。


　不安を認めて、素す直なおに口にしろ。見ない振りをして、逃にげ出したり、抱かかえ込んだりするな。


　日比野が杜に求めていることは、そういうことなのだと、今はわかる。


　それは、ともに過ごす時間のなかで、日比野が全身で教えてくれたことだった。


「晧平さん」


「なんだよ」


「……やっぱり、晧平さんは、僕の先生なんだよ」


　杜が微笑んでそう言うと、日比野はあの、少しだけ意地の悪い、タチが悪いほど魅み力りよく的な笑みを浮うかべた。


「そうか、じゃあ……」


「？」


　小首を傾げる杜を抱だきしめ、嚙かみ付くようなキスの合間に、日比野が囁ささやく。


「これからも、イイコトたくさん、教えてやらなきゃな」


「……先生ッ！」


　真っ赤になった杜の抗こう議ぎを、日比野はさらに深い接吻くちづけで封ふうじ込めた。




ヒミツの恋れん愛あい偏へん差さ値ち





葛かつら城ぎしずか
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